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2008～2009年（平成20～21年）判例

言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号 他誌掲載号 係争状況

20.11.27 名古屋地判
平19(行ウ)31

地公災基金愛知県支部長（Ａ市役所
職員・うつ病自殺）事件

1013-116 控訴

20.12.18 大阪高判
平20(行コ)91

地公災基金和歌山県支部長（白浜町
民生課職員）事件

未掲載 判タ1334-91 上告

20.12.24 仙台地判
平19(ワ)2063

小野リース事件 1018-12 労経速2078-11 控訴

21. 3.12 東京地判
平20(行ウ)101

国・中労委（ＪＲ東海〔大阪第2運
輸所〕）事件

1014-75 別冊中時1371-24 控訴

21. 7.30 仙台高判
平21(ネ)54

小野リース事件翰付 原審肝 1018-9 労経速2078-9 上告

21. 9.29 東京高判
平21(行コ)134

国・中労委（ＪＲ東海〔大阪第2運
輸所〕）事件翰付 原審肝
（上告・上告受理申立＝最三小決平
22.3.16＝棄却・不受理）

1014-63 上告・上告
受理申立

21.10.22 京都地判
平20(行ウ)30

京都市（北部クリーンセンター）事
件

1016-27 控訴

21.12. 3 神戸地判
平20(ワ)2820

学校法人兵庫医科大学事件 1024-45 控訴

21.12.16 東京地立川支判
平19(ワ)2858

ジェイアール総研サービス事件 1034-17 控訴

21.12.22 大阪地堺支判
平19(ワ)2025

プリマハム事件 判タ1352-176 控訴

2010年（平成22年）判例

言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号 他誌掲載号 係争状況

《1月》

22. 1.18 東京地判
平19(行ウ)615

国・川崎南労基署長（日本マクドナ
ルド）事件

未掲載 判時2093-152 確定

22. 1.20 東京高判
平21(ネ)2799

ＷＴＡ株式会社（懲戒解雇）事件 未掲載 判時2078-158
判タ1346-170

確定
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言渡日順判例・命令索引

・主として，本誌2011年（平成23年）1月1・15日号（No.1013）から12月15日号（No.1034）
までに掲載した判例・命令を言渡日順に収録した。

・「労判掲載号・頁」欄につき，（要旨）は上訴審を全文掲載した場合に原審の要旨を掲載し
たものとして，（ダ）は「判例ダイジェスト」として，また（ダ全）は全文を「判例ダイジェ
スト」として掲載したものとして，（リ）は「本誌未登載判例リスト」（毎15日号掲載）と
して，それぞれ紹介した事件を表す。

2011年(平成23年)労働判例･命令年間総索引



言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号 他誌掲載号 係争状況

《2月》

22. 2. 3 大阪地判
平17(ワ)10238ほ

か

大阪京阪タクシー事件 1014-47 控訴

22. 2. 5 宮崎地判
平21(行ウ)6

国・宮崎県教育委員会（町立中学校
教諭・セクハラ）事件

未掲載 判タ1339-97 確定

22. 2.15 大阪地判
平19(ワ)9070

日本通運（うつ病自殺）事件 未掲載 判時2097-98
判タ1331-187

確定

22. 2.19 宇都宮地栃木支決
平21(モ)52

乙山金属運輸（保全異議）事件 1013-94（要旨）

22. 2.26 岡山地判
平20(ワ)782

郵便事業（期間雇用社員・雇止め）
事件

1026-107 控訴

《3月》

22. 3. 3 静岡地判
平20(ワ)1419

安倍川製紙労組（建物明渡請求）事
件

1015-93（ダ） 控訴

22. 3.18 大阪高判
平21(ネ)1051

協愛事件 1015-83 確定

22. 3.18 奈良地判
平20(ワ)241

Ｘ運輸事件 未掲載 労経速2091-23 控訴

22. 3.26 長野地判
平19(ワ)164

社会福祉法人賛育会事件 1014-13 控訴

22. 3.29 東京地判
平19(ワ)30023ほ

か

日本放送協会事件 未掲載 判時2103-146 確定

22. 3.30 岡山地判
平19(ワ)1408

学校法人森教育学園事件 1028-43 控訴

22. 3.31 さいたま地熊谷支判
平19(ワ)167

ユニプラ事件 未掲載 労経速2087-30 控訴

《4月》

22. 4. 9 神戸地判
平21(ワ)1438

港湾労働安定協会（年金減額）事件 1013-147 控訴

22. 4.14 那覇地判
平20(ワ)759

国・沖縄米軍基地（制裁的解雇）事
件

未掲載 労旬1740-49 控訴

22. 4.15 東京地判
平19(行ウ)790

国・中央労基署長（時事通信社）事
件

未掲載 判時2104-133 控訴

22. 4.21 大阪地判
平19(ワ)7753ほか

渡辺工業（石綿曝露等）事件 1016-59 判時2099-62 控訴

22. 4.22 神戸地判
平20(ワ)2866

神戸個人タクシー事業協同組合事件 未掲載 判時2093-116 控訴

《5月》

22. 5.14 大阪地判
平20(ワ)6033

Ｙ学園事件 1015-70 控訴

22. 5.14 大阪地堺支判
平20(ワ)1739

日光産業ほか1社事件 1013-127 控訴

22. 5.21 東京高決
平22(ラ)460

乙山金属運輸（保全抗告）事件翰付
原審要旨肝

1013-82

22. 5.21 名古屋高判
平20(行コ)56

地公災基金愛知県支部長（Ａ市役所
職員・うつ病自殺）事件翰付 原審肝

1013-102 上告

22. 5.21 大阪地判
平20(ワ)8528

大阪府板金工業組合事件 1015-48 労経速2084-3 確定

22. 5.25 最三小判
平21(オ)1727ほか

小野リース事件翰付 一・二審肝 1018-5 判時2085-160
判タ1327-67
労経速2078-3

認容（原判
決破棄）
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言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号 他誌掲載号 係争状況

22. 5.25 東京地判
平21(ワ)666

ＧＥヘルスケア・ジャパン事件 1017-68 控訴

22. 5.27 京都地判
平20(行ウ)7

地公災基金京都府支部長（井手町ご
み収集職員）事件

1013-161（ダ） 控訴

22. 5.28 東京地判
平21(ワ)19991

ジョブアクセスほか事件 1013-69 控訴

《6月》

22. 6. 7 大阪地判
平20(行ウ)134ほ

か

国・天満労基署長（Ｓ学園）事件 1014-86（ダ） 控訴

22. 6. 9 東京地判
平20(行ウ)675

国・福岡中央労基署長（デュポン）
事件

未掲載 判タ1354-132
労経速2087-3

控訴

22. 6.11 東京地判
平21(ワ)12860

日本ヒューレット・パッカード事件 1025-14 控訴

22. 6.22 横浜地判
平19(行ウ)30

ショウ・コーポレーション（旧魚沼
中央自動車学校）事件

未掲載 別冊中時1403-62 控訴

22. 6.23 大阪地判
平20(行ウ)144

国・京都下労基署長（富士通）事件 1019-75 労経速2086-3 確定

22. 6.25 東京地判
平21(ワ)22440ほ

か

芝電化事件 1016-46 確定

22. 6.29 大阪高判
平22(ネ)241

プリマハム事件 未掲載 判タ1352-173 確定

22. 6.29 東京地判
平21(ワ)17198

スガツネ工業事件 未掲載 判時2092-155 控訴

22. 6.29 福島地判
平20(ワ)33

福島県福祉事業協会事件 1013-54 別冊中時1404-70 確定

22. 6.29 横浜地判
平20(ワ)4759ほか

ＪＦＥエンジニアリングほか事件 未掲載 労経速2097-22 確定

22. 6.30 東京地判
平19(ワ)28612ほ

か

Ｈ会計事務所事件 1013-37 判タ1348-146 控訴

《7月》

22. 7. 7 大阪高判
平22(行コ)11

堺市（酒気帯び運転・懲戒免職）事
件
（最一小決平22.12.16＝上告受理申
立不受理）

1013-178（リ）労経速2081-28
公判速400-23

上告受理申
立

22. 7.15 大阪地判
平21(ワ)5554

医療法人大生会事件 1014-35 控訴

22. 7.15 大阪地判
平21(ワ)907

医療法人大寿会（割増賃金）事件 1023-70 控訴

22. 7.23 東京地決
平22(ヨ)21054

ビーアンドブィ事件 1013-25

22. 7.27 東京地判
平21(ワ)11541

日本ファンド（パワハラ）事件 1016-35 確定

22. 7.30 東京地決
平22(ヨ)21063

明石書店（製作部契約社員・仮処分）
事件

1014-83（ダ）

《8月》

22. 8.24 東京地判
平19(ワ)2740

学校法人Ａ大学（医師・諭旨退職処
分）事件

1017-52 控訴

22. 8.26 大阪高判
平21(行コ)160

京都市（北部クリーンセンター）事
件翰付 原審肝

1016-18 上告受理申
立

22. 8.26 東京地判
平21(ワ)10447

東京大学出版会事件 1013-15 労経速2085-3 控訴
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言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号 他誌掲載号 係争状況

《9月》

22. 9. 3 神戸地判
平20(行ウ)20

国・神戸東労基署長（川崎重工業）
事件

1021-70 判タ1338-85 確定

22. 9. 7 東京地判
平20(ワ)11442

デンタルリサーチ社事件 1020-66 労経速2084-20 控訴

22. 9. 8 東京地判
平20(ワ)19819

日鯨商事事件 1025-64 確定

22. 9. 9 最一小決
平22(受)981

報徳学園（雇止め）事件 1023-98（リ） 上告受理申
立不受理

22. 9.10 東京地判
平21(ワ)12202

学校法人Ｂ（教員解雇）事件 1018-64 控訴

22. 9.10 大阪地判
平21(ワ)7921

新世紀ユニオン（組合費等請求）事
件

1018-91（ダ） 控訴

22. 9.10 大阪地判
平22(ワ)5254

大阪産業大学事件 1025-93（ダ全） 確定

22. 9.13 福岡高判
平22(ネ)255

プラスパアパレル協同組合（外国人
研修生）事件

1013-6 労旬1741-64 確定

22. 9.14 大阪高判
平22(ネ)1386

Ｘ運輸事件 未掲載 労経速2091-7 確定

22. 9.15 大阪地判
平19(ワ)14602

フィット産業事件 1020-50 労経速2096-11 控訴

22. 9.16 東京高判
平22(ネ)627

アールインベストメントアンドデザ
イン事件

未掲載 判タ1347-153 上告・上告
受理申立

22. 9.17 大阪高判
平20(行コ)181

枚方市非常勤職員（住民訴訟）事件 未掲載 労旬1738-50 確定

22. 9.17 神戸地判
平21(行ウ)23

国・西脇労基署長（加西市シルバー
人材センター）事件

1015-34 確定

22. 9.21 高知地判
平21(行ウ)14

高知県（酒酔い運転・懲戒免職）事
件

1029-13 控訴

22. 9.24 大阪地判
平21(ワ)5559

石原産業（ごみ収集車乗務員・解雇）
事件

1018-87（ダ） 控訴

22. 9.28 東京高判
平22(行コ)110

国・中労委（ＮＴＴ西日本）事件 1017-37 上告受理申
立

22. 9.29 福岡高判
平21(行コ)45

地公災基金福岡県支部長（農林事務
所職員・うつ病自殺）事件

1015-98（リ） 確定

22. 9.29 東京地判
平20(ワ)14042ほ

か

阪急トラベルサポート（派遣添乗
員・第3）事件

1015-5 労経速2089-3 控訴

22. 9.30 札幌高判
平22(ネ)240

日本ニューホランド（再雇用拒否）
事件

1013-160（ダ全） 上告受理申
立

22. 9.30 東京地決
平22(ヨ)3026

アフラック事件 1024-86（ダ全）労経速2100-27

22. 9.30 東京地判
平20(行ウ)681

国・中労委（日本工業新聞新社）事
件

未掲載 労経速2088-3 控訴

22. 9.30 大阪地判
平21(ワ)3802

津田電気計器事件 1019-49 控訴

《10月》

22.10. 4 東京地判
平21(行ウ)100

国・米沢労基署長（通勤災害）事件 1024-83（ダ） 判タ1344-145 確定

22.10. 4 東京地判
平22(行ウ)124

国・向島労基署長（柔道整復師・受
任者払制度）事件

1025-89（ダ全） 確定

22.10. 7 秋田地決
平22(ヨ)18

ノースアジア大学（仮処分）事件 1021-57

22.10.13 東京高判
平21(行コ)168

国・中央労基署長（リクルート）事
件

1018-42 判時2101-144
労経速2090-3

上告・上告
受理申立
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言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号 他誌掲載号 係争状況

22.10.13 東京高判
平22(ネ)3322

ユニプラ事件 未掲載 労経速2087-28 確定

22.10.14 最一小判
平20(受)1590

学校法人安城学園事件 未掲載 判時2098-55
判タ1337-105

破棄・差戻
し

22.10.14 大阪地判
平21(ワ)11171

シニアライフクリエイト事件 1019-89（ダ全） 控訴

22.10.19 東京高判
平22(ネ)2779

社会福祉法人賛育会事件翰付 原審肝 1014-5 確定

22.10.19 東京地決
平22(モ)3627

Ｙ株式会社（労働審判手続費用負担
申立）事件

未掲載 判タ1345-159 確定

22.10.21 東京高判
平22(ネ)641

スカイマーク（雇止め）事件 未掲載 労経速2089-27 確定

22.10.26 長崎地判
平21(行ウ)7

国・諫早労基署長（ダイハツ長崎販
売）事件

1022-46 控訴

22.10.27 大阪高判
平22(ネ)1345ほか

郵便事業（身だしなみ基準）事件 1020-87（ダ全）労旬1737-56 確定

22.10.27 東京地判
平20(ワ)24461

レイズ事件 1021-39 控訴

22.10.27 東京地判
平22(ワ)4317

全日本海員組合（組合員資格）事件 1021-93（ダ） 確定

22.10.27 東京地判
平21(行ウ)351

論創社事件 未掲載 労経速2092-3 控訴

22.10.27 東京地判
平22(ワ)10138

パワフルヴォイス（競業行為差止め）
事件

未掲載 判時2105-136 控訴

22.10.28 仙台高判
平21(行コ)27

国（陸上自衛隊員・くも膜下出血死）
事件

未掲載 判時2099-150
判タ1341-85
公判速402-16

確定

22.10.28 東京地判
平19(ワ)31393

ＪＡＬ労組ほか（プライバシー侵害）
事件

1017-14 労旬1738-63 確定

22.10.28 横浜地判
平20(ワ)3698ほか

学校法人大谷学園事件 1019-24 控訴

22.10.28 大阪地判
平22(ワ)11665

日本レストランシステム（団交）事
件

1021-90（ダ） 確定

22.10.29 東京地判
平20(ワ)27134ほ

か

新聞輸送事件 1018-18 控訴

22.10.29 前橋地判
平20(ワ)376

メディスコーポレーション事件 1024-61 控訴

22.10.29 大阪地判
平20(ワ)17196

類設計室事件 1021-21 控訴

《11月》

22.11. 1 大阪地判
平22(ワ)2914

全日本港湾労組（関西地方阪神支部）
事件

1016-86（ダ） 確定

22.11. 5 津地判
平21(ワ)465

アウトソーシング事件 1016-5 確定

22.11. 9 東京地判
平20(ワ)12616ほ

か

ダイフク事件 1016-84（ダ） 控訴

22.11.10 東京地判
平21(ワ)42129

メッセ事件 1019-13 確定

22.11.12 札幌地判
平21(ワ)792

Ｙ大学（アカデミックハラスメント）
事件

1023-43 控訴

22.11.16 大阪高判
平21(行コ)81

奈良県（医師・割増賃金）事件 1026-144 労経速2093-3 上告受理申
立

22.11.26 東京地判
平21(ワ)38676

アクティス事件 未掲載 労経速2096-25 控訴

22.11.26 京都地判
平21(ワ)4484

エフプロダクト（本訴）事件 1022-35 労経速2093-31 確定
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言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号 他誌掲載号 係争状況

《12月》

22.12. 1 東京地判
平21(ワ)9365

本田技研工業（ＳＦ中部・石綿曝露）
事件

1021-5 労経速2100-3 控訴

22.12. 1 東京地判
平21(ワ)9813

弁理士セリオ国際特許事務所（賃金
請求）事件

未掲載 労経速2104-3 控訴

22.12. 7 福岡高那覇支判
平22(ネ)113

国・沖縄米軍基地（制裁的解雇）事
件

未掲載 労旬1740-43 確定

22.12. 8 仙台高判
平22(ネ)305

佐川急便・羽田タートルサービス事
件

未掲載 労経速2096-3 上告

22.12. 8 神戸地姫路支判
平21(ワ)21

三菱重工業（高砂製作所）事件 1017-92（ダ全）労経速2094-3 控訴

22.12.14 札幌地決
平22(ヨ)141

三和交通清田（仮処分）事件 未掲載 労旬1739-75

22.12.15 東京高判
平22(ネ)4320

ジョブアクセスほか事件 1019-5 確定

22.12.15 京都地判
平21(ワ)3362

京阪バス事件 1020-35 控訴

22.12.17 大阪高判
平22(ネ)167ほか

学校法人兵庫医科大学事件翰付 原
審肝

1024-37 確定

22.12.20 最三小決
平22(あ)148

近若石油（道交法・労基法違反〔差
戻審〕）事件

未掲載 裁時1525-2
判時2104-145
判タ1340-103

上告棄却

22.12.21 大阪高判
平22(ネ)2394

医療法人大寿会（割増賃金）事件 1026-186（リ） 確定

22.12.21 大阪高判
平21(ネ)1163

ＮＴＴ西日本（高齢者雇用・第2）
事件

未掲載 労経速2095-15 上告・上告
受理申立

22.12.21 横浜地判
平20(ワ)5494

鴻池組事件 未掲載 判時2106-88 確定

22.12.22 東京高判
平21(ネ)6269

ＮＴＴ東日本（継続雇用制度）事件 未掲載 判時2126-133
労経速2095-3

確定

22.12.22 新潟地判
平19(ワ)880

学校法人加茂暁星学園事件 1020-14 控訴

22.12.22 大阪地判
平21(ワ)5158

ＪＲ西日本（職場復帰支援措置等）
事件

未掲載 判タ1351-149 控訴

22.12.27 東京地判
平21(ワ)18832ほ

か

富士通エフサス事件 1022-70（ダ） 判時2116-130
労経速2097-3

控訴

22.12.27 東京地判
平22(ワ)11349

サニーヘルス事件 1027-91（ダ） 確定

22.12.27 東京地判
平21(ワ)7808

日本ベリサイン事件 1031-62 控訴

22.12.27 東京地判
平22(ワ)6495

日経スタッフ事件 未掲載 労経速2094-8 確定

22.12.27 大阪地判
平20(ワ)14884

ＮＴＴ西日本アセット・プランニン
グ事件

未掲載 判タ1349-118 控訴

2011年（平成23年）判例

言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号 他誌掲載号 係争状況

《1月》

23. 1.18 東京地判
平22(ワ)18302

東芝ファイナンス事件 1023-91（ダ全）労経速2102-14 控訴
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言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号 他誌掲載号 係争状況

23. 1.19 東京地判
平22(ワ)17484

ユウシュウライフ（白石産業）事件 未掲載 労経速2107-25 確定

23. 1.19 神戸地姫路支判
平21(ワ)290

日本化薬事件 1029-72 労経速2098-24 控訴

23. 1.20 東京高判
平21(ネ)3486

郵便事業（連続「深夜勤」勤務）事
件

未掲載 労経速2099-3 上告・上告
受理申立

23. 1.20 東京地判
平20(行ウ)595

さいたま労基署長（手話通訳者・頚
肩腕症候群）事件

未掲載 労経速2104-15 控訴

23. 1.21 大阪高判
平22(行コ)69

立正運送事件 未掲載 別冊中時1413-45 確定

23. 1.21 東京地決
平22(ヨ)21119

セイビ事件 1023-22

23. 1.21 さいたま地判
平20(ワ)725ほか

リゾートソリューション（石綿曝露）
事件

未掲載 判時2105-75 確定

23. 1.21 岡山地判
平19(ワ)2025

学校法人関西学園事件 1025-47 控訴

23. 1.21 徳島地阿南支判
平21(ワ)69

Ｙ木材（中国人研修生）事件 未掲載 判タ1346-192 控訴後取下
げ

23. 1.25 大阪高判
平22(行コ)24

国・橋本労基署長（和歌山銀行）事
件

1024-17 上告・上告
受理申立

23. 1.25 東京地判
平22(ワ)6166

Ｘ社（従業員解雇）事件 未掲載 労経速2104-22 控訴

23. 1.25 横浜地判
平21(ワ)3504

テクノプロ・エンジニアリング（派
遣労働者・解雇）事件

1028-91（ダ） 判時2102-151
判タ1343-86

控訴

23. 1.25 金沢地判
平20(ワ)667

Ｒ大学（ハラスメント）事件 1026-116 確定

23. 1.26 東京高判
平22(ネ)4377

日本ヒューレット・パッカード事件
翰付 原審肝

1025-5 上告・上告
受理申立

23. 1.26 東京地判
平20(ワ)33151

首都高トールサービス西東京事件 未掲載 労経速2103-17 確定

23. 1.26 横浜地判
平18(ワ)1171

国（護衛艦たちかぜ〔海上自衛隊員
暴行・恐喝〕）事件

1023-5 労経速2103-3 控訴

23. 1.26 大阪地判
平21(ワ)3157

積水ハウスほか（派遣労働）事件 1025-24 労経速2098-3 控訴

23. 1.27 最一小決
平22(オ)1136ほか

東奥学園事件 1017-98（リ） 上告棄却・
不受理

23. 1.27 大阪地判
平21(ワ)16408

互光建物管理事件 1026-172（ダ） 控訴

23. 1.28 東京高判
平18(行コ)245

東京都・都教委（国歌斉唱義務）事
件

未掲載 判時2113-30 上告

23. 1.28 東京地判
平21(ワ)23314

学校法人田中千代学園事件 1029-59 労経速2102-3 控訴

23. 1.28 東京地判
平20(ワ)31756

インガソール・ランド事件 未掲載 労経速2097-37 控訴

23. 1.28 東京地判
平20(ワ)30270

東日本旅客鉄道事件 未掲載 労経速2107-14 控訴

23. 1.28 大阪地判
平21(ワ)17312ほ

か

国際興業大阪事件 1027-79 確定

23. 1.31 高松地判
平18(行ウ)12

国・三好労基署長（振動障害）事件 1028-67 控訴

《2月》

23. 2. 7 東京地判
平21(ワ)42048

大隈事件 未掲載 労経速2106-19 控訴

23. 2. 8 福岡地小倉支判
平19(ワ)1ほか

乙山株式会社（従業員・退職金請求）
事件

未掲載 判時2120-130 控訴

23. 2. 9 東京地判
平21(行ウ)502

国・横浜北労基署長（日本建設警備）
事件

未掲載 労経速2109-13 控訴
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言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号 他誌掲載号 係争状況

23. 2. 9 東京地判
平21(ワ)37206

日本電信電話事件 未掲載 労経速2107-7 確定

23. 2.14 岡山地判
平21(ワ)1446

学校法人関西学園（寮監・仮眠時間）
事件

1033-89（ダ全） 控訴後和解

23. 2.15 最三小決
平22(オ)991ほか

ＮＴＴ西日本（配転）事件 1019-98（リ） 上告棄却・
不受理

23. 2.15 東京高判
平22(ネ)3563

ＪＡＬメンテナンスサービス事件 未掲載 判時2119-135 確定

23. 2.15 東京地判
平21(ワ)37494ほ

か

ベンティクス・アジア・インクほか
事件

未掲載 判タ1350-189 確定

23. 2.16 福岡高判
平22(ネ)663ほか

コーセーアールイー（第1）事件 1023-82（ダ全）判時2121-137
労経速2101-32

確定

23. 2.17 広島高岡山支判
平22(ネ)82

郵便事業（期間雇用社員・雇止め）
事件

1026-94 上告受理申
立

23. 2.17 東京地判
平20(行ウ)320

地公災基金東京都支部長（公立学校
教員・心筋梗塞）事件

未掲載 労経速2111-29 控訴

23. 2.18 大阪地判
平21(ワ)1026

奈良観光バス事件 1030-90（ダ全） 控訴

23. 2.21 東京地決
平22(ヨ)21209

セネック事件 1030-72

23. 2.23 東京高判
平20(ネ)2954

東芝（うつ病・解雇）事件 1022-5 労経速2101-3 上告受理申
立

23. 2.23 東京地判
平22(ワ)40392

リンク・ワン事件 1031-91（ダ全） 確定

23. 2.23 東京地判
平21(ワ)24501ほ

か

ロフテム事件 未掲載 労経速2103-28 控訴

23. 2.24 岐阜地判
平21(行ウ)17

岐阜県（職員・懲戒解雇）事件 未掲載 判時2122-133 控訴

23. 2.25 大阪高判
平20(ネ)1455

天辻鋼球製作所（小脳出血等）事件 1029-36 確定

23. 2.25 大阪高判
平21(ネ)3227

三井倉庫（石綿曝露）事件 未掲載 判時2119-47 上告

23. 2.25 東京地判
平21(ワ)32887

日本通運（休職命令・退職）事件 1028-56 労経速2100-17 控訴

23. 2.25 東京地決
平22(ヨ)21181

日本相撲協会（力士登録抹消等）事
件

1029-86（ダ全）

23. 2.28 神戸地姫路支判
平20(ワ)475

マツダ（うつ病自殺）事件 1026-64 確定

《3月》

23. 3. 2 東京地判
平19(行ウ)796

国・三鷹労基署長（いなげや）事件 1027-58 確定

23. 3. 3 東京地判
平22(ワ)18151

三菱スペース・ソフトウェア事件 未掲載 労経速2105-24 確定

23. 3. 4 大阪地判
平20(ワ)17056ほ

か

モリクロ（懲戒解雇等）事件 1030-46 控訴

23. 3. 7 東京地判
平20(ワ)2472

フォーカスシステムズ事件 未掲載 労旬1749-54 控訴

23. 3. 9 東京地判
平21(ワ)36218

エス・エー・ディー情報システムズ
事件

1030-27 控訴

23. 3.10 東京高判
平21(行コ)181

東京都教委（高校教員ら・懲戒処分）
事件

1021-98（リ） 判時2113-30 上告・上告
受理申立

23. 3.10 福岡高判
平22(ネ)664ほか

コーセーアールイー（第2）事件 1020-82（ダ全） 確定

23. 3.10 広島高岡山支判
平22(ネ)132ほか

学校法人森教育学園事件翰付 原審肝 1028-33 確定
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言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号 他誌掲載号 係争状況

23. 3.11 神戸地姫路支判
平21(ワ)946ほか

佃運輸事件 1024-5 労経速2109-3 控訴

23. 3.14 東京地判
平21(ワ)3863

エスエーほか1社事件 1030-98（リ） 労経速2108-25 確定

23. 3.17 東京地判
平21(ワ)20155

コナミデジタルエンタテインメント
事件

1027-27 控訴

23. 3.17 東京地判
平21(行ウ)550

国・中労委（クボタ）事件 1034-87（ダ全）労経速2105-13
別冊中時1407-43

確定

23. 3.18 東京地判
平21(ワ)27520ほ

か

クレディ・スイス証券事件 1031-48 控訴

23. 3.23 東京地判
平21(ワ)25755

ココロプロジェクト事件 1029-18 確定

23. 3.23 東京地判
平22(ワ)24576

岡畑興産事件 未掲載 労経速2111-23 控訴

23. 3.25 大阪高判
平22(ネ)3123ほか

津田電気計器事件 1026-49 上告・上告
受理申立

23. 3.25 東京地判
平21(行ウ)75

国・川崎北労基署長（富士通ソーシ
アルサイエンスラボラトリ）事件

1032-65 確定

23. 3.25 東京地判
平21(ワ)18094

ＮＴＴ東日本（出張旅費不正請求）
事件

1032-91（ダ全） 控訴

23. 3.25 大阪地判
平22(ワ)7608

全日通労働組合（被選挙権）事件 1030-86（ダ全） 控訴

23. 3.28 東京地判
平21(ワ)47399

インフォプリント ソリューション
ズ ジャパン事件

未掲載 労経速2115-25 控訴

23. 3.28 名古屋地岡崎支判
平20(ワ)788

イナテック事件 未掲載 労経速2106-3 控訴

23. 3.30 東京高判
平19(ネ)577

独立行政法人国立病院機構事件 未掲載 労旬1746-60
公判速405-2

上告・上告
受理申立

23. 3.30 東京地判
平21(ワ)16152

公認会計士Ａ事務所事件 1027-5 控訴

23. 3.30 東京地判
平21(ワ)44305

富士ゼロックス事件 1028-5 労経速2110-3 控訴

23. 3.30 東京地判
平22(ワ)19195

ライオン交通事件 未掲載 労経速2106-25 控訴

23. 3.30 東京地判
平22(ワ)30187

開成交通（建物明渡等請求）事件 未掲載 労経速2109-26 控訴

23. 3.30 宇都宮地決
平22(ヨ)30

全国農業協同組合連合会事件 未掲載 労経速2108-3

23. 3.31 東京地判
平21(行ウ)102

国・中労委（京都農業協同組合）事
件

未掲載 別冊中時1409-26 控訴

《4月》

23. 4. 8 神戸地判
平20(ワ)1698

新明和工業事件 1033-56 確定

23. 4. 8 大分地判
平21(ワ)868

大分県商工会連合会事件 未掲載 労経速2108-10 控訴

23. 4.12 最三小判
平21(行ヒ)226ほ

か

国・中労委（新国立劇場運営財団）
事件

1026-6 裁時1529-1
判時2114-3
判タ1347-82
労経速2105-8
労旬1745-76
中労時1135-28
別冊中時1406-4

破棄・差戻
し

23. 4.12 最三小判
平21(行ヒ)473

国・中労委（ＩＮＡＸメンテナンス）
事件

1026-27 裁時1529-4
判時2117-139
判タ1350-165
労経速2105-3
労旬1745-81
中労時1135-33
別冊中時1406-28

破棄・自判
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言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号 他誌掲載号 係争状況

23. 4.18 東京地判
平20(行ウ)575

国・足立労基署長（クオーク）事件 1031-16 労経速2113-3 控訴

23. 4.18 東京地判
平21(行ウ)584ほ

か

東京都・東京都教育委員会（非常勤
職員地位確認）事件

未掲載 労経速2112-16 控訴

23. 4.18 東京地判
平21(行ウ)418

国・中労委（神奈川都市交通）事件 未掲載 労経速2116-3
別冊中時1410-49

控訴

23. 4.22 大阪地堺支判
平21(ワ)2783

日本郵便輸送（割増賃金請求）事件 未掲載 労旬1750-60 控訴

23. 4.25 札幌地判
平21(ワ)2610

萬世閣（顧問契約解除）事件 1032-52 労旬1751-72 控訴

23. 4.25 札幌地判
平21(ワ)2611ほか

萬世閣（未払賃金等請求）事件 未掲載 労旬1751-77 控訴

23. 4.25 札幌地判
平21(ワ)4176

萬世閣（再雇用拒否）事件 未掲載 労旬1751-84 控訴

23. 4.28 東京地判
平22(ワ)7032

Ｅ-グラフィックスコミュニケー
ションズ事件

未掲載 労経速2114-3 控訴

23. 4.28 東京地判
平23(ワ)3935

医療法人共生会事件 未掲載 労経速2116-17 控訴

23. 4.28 東京地判
平22(ワ)3747

国立大学法人Ｔ大学事件 未掲載 労経速2117-3 控訴取下げ

23. 4.28 横浜地判
平21(ワ)2552

ＪＦＥエンジニアリング（石綿曝露）
事件

未掲載 労経速2111-3 控訴後和解

23. 4.28 名古屋地判
平21(ワ)4374

パナソニックエコシステムズ（派遣
労働）事件

1032-19 控訴

《5月》

23. 5.10 高松高判
平22(行コ)30

高知県（酒酔い運転・懲戒免職）事
件翰付 原審肝

1029-5 公判速408-2 上告・上告
受理申立

23. 5.12 東京地判
平21(ワ)19063ほ

か

ソフトウエア興業（蒲田ソフトウエ
ア）事件

1032-5 控訴

23. 5.12 東京地判
平21(行ウ)295

国・中労委（高見澤電機製作所）事
件

未掲載 別冊中時1412-14 控訴

23. 5.17 東京地判
平22(ワ)3579

技術翻訳事件 1033-42 労経速2116-21 確定

23. 5.19 東京地判
平21(行ウ)55

国・船橋労基署長（マルカキカイ）
事件

1034-62 労経速2115-3 確定

23. 5.20 札幌地判
平22(ワ)1359

ザ・ウィンザー・ホテルズインター
ナショナル事件

1031-81（ダ全） 控訴

23. 5.23 最一小決
平23(行ヒ)7

国・中労委（ＮＴＴ西日本）事件 1025-98（リ） 別冊中時1415-46 上告受理申
立不受理

23. 5.25 大阪高判
平22(ネ)1907

大庄ほか事件 1033-24 上告・上告
受理申立

23. 5.25 東京地判
平21(行ウ)490

東京都公営企業管理者交通局長事件 未掲載 労経速2114-13 控訴

23. 5.25 山形地判
平20(ワ)320

シーディーシー事件 1034-47 確定

23. 5.26 神戸地裁
平21(ワ)913

レッド・パージ事件 未掲載 労旬1756-62 控訴

23. 5.30 最二小判
平22(行ツ)54

東京都・都教委（教員・再雇用制度
等）事件

未掲載 裁時1532-2
判時2123-8
判タ1354-51
労経速2112-3

上告棄却

23. 5.30 東京地判
平21(ワ)22049ほ

か

エコスタッフ（エムズワーカース）
事件

1033-5 控訴

23. 5.31 東京地立川支判
平20(ワ)1102

九九プラス事件 1030-5 労旬1747-59 確定
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言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号 他誌掲載号 係争状況

《6月》

23. 6. 6 最一小判
平22(オ)951

東京都立高校教職員等（再雇用不採
用）事件

未掲載 裁時1533-3
判時2123-18
判タ1354-51

上告棄却

23. 6.14 最三小判
平22(行ツ)314

東京都・都教委（八王子市等公立中
学校・国歌斉唱不起立）事件

未掲載 裁時1533-14
判時2123-23
判タ1354-51

上告一部却
下 一部棄
却

23. 6.15 東京地判
平21(ワ)44088

カナッツコミュニティほか事件 1034-29 労経速2119-3 控訴

23. 6.21 最三小判
平22(行ツ)372

広島県教育委員会（国歌斉唱不起立）
事件

未掲載 裁時1534-1
判時2123-35
判タ1354-51

上告棄却

23. 6.21 神戸地判
平22(ワ)882

独立行政法人日本原子力研究開発機
構事件

未掲載 労経速2118-3 控訴

23. 6.27 山口地下関支判
平20(ワ)87

三菱重工業（下関造船所・じん肺）
事件

未掲載 労経速2120-3 控訴

23. 6.28 千葉地判
平21(行ウ)28

地公災基金千葉県支部長（千葉県立
高校）事件

未掲載 労経速2119-19 確定

《7月》

23. 7. 4 京都地判
平22(ワ)1557

マガジンプランニング事件 未掲載 労旬1752-83 控訴

23. 7.11 静岡地浜松支判
平20(ワ)361

国（航空自衛隊三等空曹・いじめ自
殺）事件

未掲載 判時2123-70 確定

23. 7.12 最三小判
平22(受)9

京都市（教員・勤務管理義務違反）
事件

未掲載 裁時1535-3
公判速408-19

認容

23. 7.13 福岡地決
平22(ヨ)256

トーホーサッシ事件 1031-5

23. 7.14 岐阜地判
平19(ワ)1081

日通岐阜運輸事件 未掲載 労経速2112-33 控訴

23. 7.15 大阪高判
平22(ネ)136

泉州学園事件 掲載予定 労旬1752-34 上告・上告
受理申立

23. 7.21 最一小決
平22(行ヒ)329

国・豊橋労基署長（マツヤデンキ）
事件

1028-98（リ） 上告受理申
立不受理

23. 7.25 札幌地判
平22(ワ)2320

三和交通事件 未掲載 労旬1753-66 控訴

23. 7.27 東京地判
平22(行ウ)661

国・中労委（ＧＡＢＡ）事件 未掲載 別冊中時1413-78 控訴

《8月》

23. 8. 2 東京高判
平22(ネ)581

ジェイアール総研サービス事件翰付
原審肝

1034-5 上告・上告
受理申立

《9月》

23. 9. 5 京都地判
平21(ワ)5186

仲田コーティング事件 未掲載 労旬1754-58 控訴
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2010年（平成22年）労委命令

言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号 他誌掲載号 係争状況

《8月》

22. 8. 3 東京都労委
平21(不)8

Ｂｅ遊事件 1013-174

22. 8.20 北海道労委
平20(不)3

會澤高圧コンクリートほか2社事件 1013-173

22. 8.24 東京都労委
平20(不)86

ＳＥＴソフトウェア事件 1014-96

《9月》

22. 9. 1 中労委
平21(不再)38

大阪市（健康福祉局徴収嘱託員）事
件

1013-172

22. 9. 7 大阪府労委
平20(不)30

石原産業事件 1014-95

22. 9.15 中労委
平21(不再)53

関西宇部事件 1014-94

22. 9.28 大阪府労委
平21(不)29

大阪兵庫生コン経営者会事件 1013-171

《10月》

22.10.28 島根県労委
平21(不)1

Ａ市事件 1016-96

《11月》

22.11. 9 大阪府労委
平21(不)74

シーイーシー事件 1016-95

22.11.10 中労委
平22(不再)14

ヤンマー事件 1016-94

22.11.15 大阪府労委
平21(不)12

日本工業出版事件 1016-93

《12月》

22.12. 7 東京都労委
平21(不)13

リコー事件 1018-96

22.12. 8 秋田県労委
平21(不)1

琴丘ふくし会事件 1018-95

22.12. 9 山口県労委
平21(不)2

戸田工業事件 1018-94

2011年（平成23年）労委命令

言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号 他誌掲載号 係争状況

《1月》

23. 1. 7 広島県労委
平21(不)5

郵便事業（異動）事件 1020-96

23. 1.11 東京都労委
平21(不)46

阪急トラベルサポート事件 1022-88

23. 1.12 中労委
平22(不再)6

東日本旅客鉄道（国労バッジ・出勤
停止）事件

1020-95
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言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号 他誌掲載号 係争状況

23. 1.14 北海道労委
平21(不)13

萬世閣事件 1020-94 労旬1751-52

23. 1.19 中労委
平22(不再)12

田中酸素事件 1022-87

23. 1.27 静岡県労委
平21(不)11

島田理化工業事件 1022-86

23. 1.28 滋賀県労委
平21(不)3

小堀不動産管理事件 1020-93

《3月》

23. 3.11 北海道労委
平22(不)6

北海道大学事件 1024-97

23. 3.15 神奈川県労委
平21(不)24

間組事件 1024-95 労経速2111-12

23. 3.23 中労委
平22(不再)2

シオン学園事件 1027-96

23. 3.24 千葉県労委
平21(不)5

秋本製作所事件 1024-94

23. 3.29 神奈川県労委
平21(不)27

誠幸会事件 1024-93

《4月》

23. 4. 6 中労委
平21(不再)19

京都新聞社（京都新聞ＣＯＭ）事件 1026-182 別冊中時1413-19

23. 4. 6 和歌山県労委
平21(不)3

ＪＲ西日本（和歌山・転勤）事件 1027-95

23. 4.13 神奈川県労委
平22(不)23

飛鳥交通神奈川（新横浜営業所）事
件

1027-94

23. 4.20 中労委
平21(不再)22

ＪＲ東日本（千葉動労・安全運転闘
争）事件

1026-181 別冊中時1415-16

23. 4.27 神奈川県労委
平22(不)26

飛鳥交通神奈川（井土ヶ谷営業所）
事件

1026-180

《5月》

23. 5.11 中労委
平21(不再)54

郵便事業（掲示物撤去等）事件 1027-93

《6月》

23. 6. 1 中労委
平22(不再)18

さくら生コン事件 1029-96

23. 6. 9 兵庫県労委
平22(不)1

川崎重工業事件 1029-95

23. 6.24 広島県労委
平21(不)6ほか

国（広島国道事務所等）事件 1029-94

23. 6.24 北海道労委
平20(不)10

北海道（北海道教育委員会）事件 1031-97

《7月》

23. 7.12 広島県労委
平22(不)3

平成タクシー事件 1031-95

23. 7.20 中労委
平22(不再)29ほか

郵便事業（河内長野支店）事件 1031-94

23. 7.22 大阪府労委
平21(不)40

讀賣テレビ放送事件 1033-96

14 2011年(平成23年)労働判例･命令総索引 (No.1013～1034)



言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号 他誌掲載号 係争状況

《8月》

23. 8. 3 中労委
平22(不再)21ほか

クボタ（契約終了慰労金）事件 1033-95

23. 8. 4 神奈川県労委
平21(不)21

三栄興業事件 1033-94

23. 8. 8 岡山県労委
平22(不)4

旭包装事件 1033-93
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労 働 契 約

成否：損害保険査定業務従事者 Ｙ2共済会の共済保
障に関する本件査定業務について，Ｘが自由な裁量等
に基づいて行うというものではなく，その具体的遂行
方法，休暇取得等について細部にわたって事細かい指
示が就労先からされており，タイムカードや出勤簿に
よる出退勤の管理もされていたのであって，その実態
は業務委託請負ではなく労働契約であるというべきで
あり，この労働契約に基づいて，ＸはＹ2共済会の共
済事業に関する査定業務等を行うため派遣されていた
ものと認めるのが相当であるとされた例（ジョブアク
セスほか事件・東京地裁平22.5.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-69
成否：下請会社従業員と元請会社との間の黙示の労働
契約 下請会社Ｚ社従業員として被告元請会社Ｙ社
において業務に従事していた原告Ｘの労働環境の実態
は，Ｙ社から指揮命令を受けている事実はみられない
こと，Ｘの賃金はＺ社が独自に決定して自ら支給して
おりＹ社は関与していないなどの事情から，ＸはＺ社
に採用され，Ｚ社の指示に基づいて労務を提供し，Ｚ
社からその対価を受けているものというべきであり，
また，Ｙ・Ｚ社間の契約関係が労働者派遣，再度の業
務請負と切り替わった後においても，上記実態に変化
が生じたことを認めるに足りる事情は何ら見当たらな
いことから，Ｘ・Ｚ社間の雇用契約を無効ということ
はできないが，Ｘ・Ｙ社間における黙示の労働契約の

成立については否定された例（三菱重工業〔高砂製作
所〕事件・神戸地裁姫路支部平22.12.8判決）

……1017-92(ダ全)
成否：損害保険査定業務従事者 一審被告Ｙ1社との
間で「業務発注依頼書」を締結し，Ｙ2共済会の損害保
険査定業務等に従事していた一審原告（受注者）Ｘと
発注者Ｙ1社との間の契約関係は，期間の定めのない
労働契約であると解するのが相当であるとした一審判
決が維持された例（ジョブアクセスほか事件・東京高
裁平22.12.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1019-5
成否：継続雇用制度 高齢者等の雇用の安定等に関す
る法律（高年法）9条1項は，その規定上私法的効力
を定めた明文の規定はなく，高年法は，社会政策誘導
立法，政策実現型立法として公法的性格を有するなど
として，同項に私法的強行性を認めることはできない
とされた例（学校法人大谷学園事件・横浜地裁平22.10.
28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1019-24
成否：雇用契約 平成20年度以降も雇用契約が継続で
きたかについては，認定事実のとおり生徒数減からす
れば極めて不透明といわざるを得ないが，この点に関
してＹは特段の主張・立証をしておらず，かつ，Ｘ1ら
が担当する理科および数学の総授業時数がなくなるこ
とはＹ高校が閉校するような事態でも起こらないかぎ
りおよそ考えられない以上，Ｘ1らが主張するとおり，
18年度の雇用契約と同内容の雇用契約が，いずれも19
年度以降も継続するとされた例（学校法人加茂暁星学
園事件・新潟地裁平22.12.22判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-14
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成否：内々定通知による労働契約 本件内々定は正式
な内定（労働契約に関する確定的な意思の合致）とは
明らかにその性質を異にするものであって，正式な内
定までの間，企業が新卒者をできるだけ囲い込んで，
他の企業に流れることを防ごうとする事実上の活動の
域を出るものではないというべきであり，Ｘらもその
こと自体は十分に認識していたのであるから，本件
内々定によって，Ｘ主張のような始期付解約権留保付
労働契約が成立したとは認められないとした一審判決
が維持された例（コーセーアールイー〔第2〕事件・
福岡高裁平23.3.10判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-82(ダ全)
成否：内々定通知による労働契約 大学4年在籍時の
平成20年7月に，控訴人Ｙ社から採用の内々定通知を
受け，入社承諾書を提出後の同年9月に本件内々定取
消しの通知を受けた被控訴人Ｘにつき，本件内々定は
内定（労働契約に関する確定的な意思の合致）とは明
らかにその性質を異にするものであり，内定までの間，
企業が新卒者をできるだけ囲い込み，他の企業に流れ
ることを防ごうとする事実上の活動の域を出るもので
はないというべきであり，Ｘもこれを十分に認識して
いたのであるから，本件内々定によって，Ｘ主張の始
期付解約権留保付労働契約が成立したとは認められな
いとした一審判決が維持された例（コーセーアール
イー〔第1〕事件・福岡高裁平23.2.16判決)

……1023-82(ダ全)
成否：派遣労働者と派遣先会社間の労働契約 労働者
派遣法の趣旨およびその取締法規としての性質，さら
には派遣労働者を保護する必要性等にかんがみれば，
仮に労働者派遣法に違反する労働者派遣が行われた場
合においても，特段の事情がないかぎり，そのことだ
けによっては派遣労働者と派遣元との間の雇用契約が
無効になることはないとされ，本件においてＸとＹ社
の間に黙示の雇用契約が成立していたと推認される事
情，ないしこれを認めるべき特段の事情は何ら見当た
らないとされた例（日本化薬事件・神戸地裁姫路支部
平23.1.19判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1029-72
成否：派遣労働者と派遣先会社間の労働契約 Ｙ社は，
Ｘの姫路工場就労後，一貫してＸに対する作業上の指
揮権を有しており，Ｘの出退勤につき，ある程度の管
理をしていたことも明らかであるから，Ｙ社とＡ社間
の関係は，当初から業務委託（請負）と評価すること
ができず，これにＸを加えた三者間の関係は，労働者
派遣に該当するとされた例（日本化薬事件・神戸地裁
姫路支部平23.1.19判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1029-72
成否：力士養成員の雇用契約，準委任類似の契約 モ
ンゴル出身の力士養成員ＸとＹ協会との契約関係につ
き，①力士が提供する相撲競技の内容は，個々の力士
が所属部屋の師匠の下で，自主的，主体的に追求すべ

きものであって，他者の指揮命令権に服するような性
質のものではないこと，②一場所ごとに「本場所手当」
が支給されるにとどまること，給与所得等として課税
の対象とされている中にはＹ協会から親方に支給され
る力士養成員養成費も含まれていること，労災保険の
適用がないことなどから，本場所手当をもって「労働
の対償」に当たるとはいえず，ＸとＹ協会間の契約関
係は，労働契約法が適用される「労働契約」には当た
らないとされた例（日本相撲協会〔力士登録抹消等〕
事件・東京地裁平23.2.25決定)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1029-86(ダ全)
成否：力士養成員の雇用契約，準委任類似の契約 Ｙ
協会は，力士による相撲競技という一種のパフォーマ
ンスの受託提供に対して，これを寄付行為において「有
給」とみなし，適正な審査を実施したうえ，その技量
と格付けに応じた報酬を個々の力士に支払うことを約
したと認められ，Ｙ協会とＸとの間には，一種の有償
による準委任類似の契約関係が成立しているものとさ
れた例（日本相撲協会〔力士登録抹消等〕事件・東京
地裁平23.2.25決定)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1029-86(ダ全)
成否：派遣労働者と派遣先会社との黙示の雇用契約
原告Ｘ1の被告派遣先Ｙ社における就労は，訴外派遣
元Ａ社を雇用主としていた当初は偽装請負にあった
が，実態は労働者派遣であったものであり，仮に，Ｘ1
の従事する業務が専門26業務に当たらないとした場合
には，労働者派遣法上の派遣受入可能期間の制限に違
反するという違法なものとなるけれども，本件全証拠
を総合しても，Ｘ1とＹ社との間に黙示の雇用契約が
成立するといえる事情は，いまだ認めるに足りないと
いうべきであるとされた例（パナソニックエコシステ
ムズ〔派遣労働〕事件・名古屋地裁平23.4.28判決)

……1032-19
成否：派遣労働者と派遣先会社との黙示の雇用契約
原告Ｘ2のＹ社における就労は，Ｘ2の従事する業務が
専門26業務に当たらないことにより，当初より労働者
派遣法上の派遣受入可能期間の制限に違反するという
違法なものではあったけれども，実態として労働者派
遣であったことは間違いないところであり，本件全証
拠を総合しても，Ｘ2とＹ社との間に黙示の雇用契約
が成立するといえる事情は，いまだ認めるに足りない
というべきであるとされた例（パナソニックエコシス
テムズ〔派遣労働〕事件・名古屋地裁平23.4.28判決)

……1032-19
成否：派遣労働者と派遣先会社との黙示の雇用契約
Ｘ1らの，Ｙ社がＸ1らに対し直接雇用を申し込むべき
義務が発生していることを重々承知しながら，労働者
派遣法上の派遣受入期間の制限を超えて就労を継続さ
せたものであり，Ｘ1らに対し黙示の雇用契約の申込
みをしたと評価できる事情がある旨の主張が，本件全
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証拠を総合しても，かかる事情は認められないとして
退けられた例（パナソニックエコシステムズ〔派遣労
働〕事件・名古屋地裁平23.4.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1032-19
継続雇用制度：再雇用契約の成否 高年法9条2項所
定の選定基準の具体的内容をどのように定めるかにつ
いては，基本的に各企業の労使の判断に委ねられてお
り，事業主と労働者代表等との間で適法に選定基準に
関する労使協定が締結され，当該選定基準に基づく継
続雇用制度が導入された場合においては，同選定基準
の内容が公序良俗に反するような特段の事情がある場
合は別として，同条違反を理由に当該継続雇用制度の
私法上の効力を否定することはできないとされた例
（津田電気計器事件・大阪地裁平22.9.30判決)

……1019-49
継続雇用制度：再雇用契約の成否 事業主が高年法9
条1項2号および同条2項に即して再雇用を内容とす
る継続雇用制度を設けた場合に，当該事業主が同制度
について定める就業規則において，継続雇用対象者に
かかる具体的な選定基準および再雇用された場合の一
般的な労働条件を定め，当該就業規則を周知したとき
には，当該事業主はその周知の時点において，自ら雇
用する労働者に対し当該就業規則に定められた条件で
の定年後の再雇用の申込みをしたものと認められ，当
該就業規則に定められた基準を満たした労働者が定年
日までの間に再雇用を希望し，その旨の意思表示を
行った場合には，事業主の申込みに対する労働者の承
諾の意思表示があったものとして，再雇用契約が締結
されたものと認められるとされた例（津田電気計器事
件・大阪地裁平22.9.30判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1019-49
継続雇用制度：再雇用契約の存否 継続雇用規程3条
が「会社は，継続雇用を希望する高年齢者のうちから
選考して高年齢者を採用する」と規定し，Ｙ社が継続
雇用対象者の希望を確認したうえで，在職中の勤務実
態，業務能力の査定結果に基づいて採否を決め，これ
を通知するという運用がなされていた事案において，
対象者の継続雇用希望の表明が継続雇用契約の申込み
であり，査定の結果通知が承諾，不承諾に当たるとさ
れた例（津田電気計器事件・大阪高裁平23.3.25判決)

……1026-49
継続雇用制度：再雇用契約の存否 継続雇用規程に定
める基準を満たさないとしたＹ社の判断の是非を検討
するに当たっては，選定基準を定めたのはＹ社である
こと，選定基準にかかる査定帳票がいずれもＹ社の作
成保管するものであること，選定基準の内容は人事評
価にかかることであり，もっぱらＹ社が把握している
事実であることにかんがみると，Ｙ社においてＸが選
定基準を満たさないことを主張，立証する必要がある
とされた例（津田電気計器事件・大阪高裁平23.3.25判

決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1026-49
継続雇用制度：再雇用契約の存否 査定帳票による継
続雇用の可否の判断において，Ｙ社の主張が退けられ，
Ｙ社は，Ｘが基準を満たすにもかかわらず承諾しな
かったことになりＸの継続雇用を不承諾とするのは権
利濫用であるとされ，継続雇用契約の成立が認められ
た例（津田電気計器事件・大阪高裁平23.3.25判決)

……1026-49
競業避止義務 Ｘ社を退職し，競業他社への就職が予
定されている執行役員Ｙにつき，執行役員契約書にお
いて本件競業避止条項の存在を承知したうえで執行役
員としての業務を開始したことや，本件競業避止条項
の内容を理解していたと認められることから，Ｘ社と
Ｙ間では本件競業避止条項にかかる合意が成立したと
認められるとされた例（アフラック事件・東京地裁平
22.9.30決定)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1024-86(ダ全)
競業避止義務 本件競業避止条項にかかる合意は，Ｙ
が受ける不利益に対して相当な代償措置が講じられて
おり，その合理性は否定することはできず，Ｙの職業
選択の自由を不当に害するものとまではいえないか
ら，公序良俗に反して無効であるとは認められないと
され，Ｙの競業行為によってＸ社は営業上の利益を侵
害される具体的なおそれがあることから，Ｘ社には，
本件競業避止条項にかかる合意により，Ｙが退職した
翌日から1年間，競業他社の取締役，執行役および執
行役員の業務ならびにＸ社の営業部門の業務に従事す
ることについて，Ｙに対する差止請求権があると認め
られた例（アフラック事件・東京地裁平22.9.30決定)

……1024-86(ダ全)
競業避止義務 退職後の競業避止義務について，競業
避止を必要とする使用者の正当な利益の存否，競業避
止の範囲が合理的な範囲にとどまっているか否か，代
償措置の有無等を総合的に勘案し，競業避止義務規定
の合理性が認められない場合には，これに基づく使用
者の権利行使は権利の濫用として許されないとされ，
Ｘ1らの年収が比較的高額なものであり，Ｙ社の隣に
は競業他社が存在するが，専門的な技術等が必要とな
る業務（めっき加工等）に従事していたＸ1らが他に
転職等する場合には限られた範囲でしか就労の機会を
得ることができず，競業避止義務の期間（1年間）は
比較的長く，退職金の額は競業避止義務を課すことに
比して十分な額であるか疑問がないとはいえないこと
にかんがみると，就業規則における競業避止義務規定
に合理性があるとは解されず，退職後の競業避止義務
違反を理由に退職金請求権が発生しないとは認められ
ないとされた例（モリクロ〔懲戒解雇等〕事件・大阪
地裁平23.3.4判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1030-46
秘密保持義務 Ｙ社はそのノートの保管方法や取扱い
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等について特段注意等をしておらず，Ｙ社とＸ1らの
転職先とはこれまでも互いに行き来し，互いに取引を
行っており，Ｙ社では簡単な品物については外注に出
していることからすると，Ｙ社の主張する技術やノウ
ハウが秘密にして保持する必要性があるとまでは認め
がたいとされた例（モリクロ〔懲戒解雇等〕事件・大
阪地裁平23.3.4判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1030-46
登録型派遣労働者：派遣労働者と派遣先会社との関係
派遣労働者と派遣先との黙示の労働契約の成否を判

断するに当たっては，派遣元に企業としての独自性が
あるかどうか，派遣労働者と派遣先との間の事実上の
使用従属関係，労務提供関係，賃金支払関係があるか
どうか等を総合的に判断して決するのが相当であると
された例（積水ハウスほか〔派遣労働〕事件・大阪地
裁平23.1.26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1025-24
登録型派遣労働者：派遣労働者と派遣先会社との関係
労働者が派遣元との派遣労働契約に基づき派遣元か

ら派遣先に派遣された場合であっても，派遣元が形式
的な存在にすぎず，派遣労働者の労務管理を行ってい
ないのに対して，派遣先が実質的に派遣労働者の採用，
賃金額その他の労働条件を決定し，配置，懲戒等を行
い，派遣労働者の業務内容・派遣期間が労働者派遣法
で定める範囲を超え，派遣先の正社員と区別しがたい
状況となっており，派遣先が派遣労働者に対し労務給
付請求権を有し，賃金を支払っている等派遣先と派遣
労働者間に事実上の使用従属関係があると認められる
ような特段の事情がある場合には，派遣先と派遣労働
者との間において，黙示の労働契約が成立していると
認めるのが相当であるとされた例（積水ハウスほか〔派
遣労働〕事件・大阪地裁平23.1.26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1025-24
就業場所についての事前協議協定 被告Ｙ社から訴外
Ｂ社が管理するマンションの住込み管理員として派遣
されていた原告Ｘが，Ｙ社より，Ｂ社との間の直接雇
用契約にすべく転籍出向の意向打診がなされたが同意
せず，また，研修を欠席したことなどから解雇された
件につき，Ｘの解雇は就業場所についての事前協議協
定に反し無効とされた例（互光建物管理事件・大阪地
裁平23.1.27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1026-172(ダ)
雇用契約の成立 被告Ｙが経営する公認会計士事務所
に勤務していた原告Ｘは，平成15年6月に税理士資格
を取得した後は，自身が設立した事務所業務にも従事
するようになり，また，厚生年金保険の被保険者資格
の喪失手続をしたことが認められる一方で，担当する
Ｙ事務所業務の内容，ＹからＸに支払われる金銭の額，
出退勤時刻等は従前と異ならなかったことが認められ
るのであって，同月以降，ＸとＹとの契約関係が，雇
用契約から委任もしくは準委任または請負契約に変更
されたものと認めることはできないとされた例（公認

会計士Ａ事務所事件・東京地裁平23.3.30判決)
……1027-5

内容 情報処理サービス等を業とする被告Ｙ社と「上
級プロジェクトマネージャ」として雇用されソフト
ウェア開発業務に従事していた原告Ｘとの労働契約
が，年俸制とする内容であったとは認められず，Ｘの
賃金は基本給および諸手当の合計（月額）45万円であっ
たとされた例（エス・エー・ディー情報システムズ事
件・東京地裁平23.3.9判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1030-27
雇用先 雇用先に関する判断は，具体的実態から使用
従属関係にあるか，使用従属関係から客観的に推認さ
れる労働契約締結の意思の合致があるかによって判断
するのが相当であるとされた例（ソフトウエア興業〔蒲
田ソフトウエア〕事件・東京地裁平23.5.12判決)

……1032-5
取締役・執行役員就任と労働契約 調理部長から常務
取締役に就任した原告Ｘの法的地位につき，従前の労
働契約を維持したままであり，取締役であるとともに
使用人たる地位も兼任していたものとされ，その後の
常務執行役員就任についても，被告Ｙ1社との労働契
約に基づき執行役員に就任したものと認められるとさ
れた例（萬世閣〔顧問契約解除〕事件・札幌地裁平23.
4.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1032-52
顧問契約の法的性質 Ｙ1社において60歳を超えて雇
用される者が多数いたこと，Ｘの給与の引下げが定年
に達した月の2か月後であったこと，Ｙ2がＸを同人
が65歳になるまで使用することを考慮している旨伝え
たこと等に照らすと，本件労働契約については少なく
とも60歳の定年後もＸの雇用を継続する旨の合意が認
められるとされた例（萬世閣〔顧問契約解除〕事件・
札幌地裁平23.4.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1032-52

賃金・一時金・退職金

割増賃金，付加金 他の従業員に比して3倍程度の顧
客を担当していた原告Ｘにつき，Ｘの時間外労働はＹ
の黙示の命令の下でなされたものであるとされ，また，
解雇前の1年8か月間における時間外労働割増賃金の
未払分1325万余円ならびに同額の付加金にかかる請求
が認容された例（Ｈ会計事務所事件・東京地裁平22.6.
30判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-37
割増賃金 タイムカードに打刻された出勤時刻から退
勤時刻までのうち，休憩時間を除いた時間すべてにつ
いて被告医療法人Ｙの指揮命令下にあった時間と認め
るのが相当であり，Ｘは自己の意思で残ったにすぎな
いとのＹの主張については根拠がないとして退けられ
た例（医療法人大生会事件・大阪地裁平22.7.15判決)

……1014-35
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割増賃金，付加金 添乗員として派遣された登録型派
遣社員であるＸらに対して，労働基準法38条の2が定
める事業場外労働のみなし制の適用があるとされ，添
乗業務の遂行に通常必要とされる時間として，Ｘらの
従事した添乗業務ごとにみなし労働時間を算出すると
の手法の下，Ｘらの割増賃金・付加金等の請求が認容
された例（阪急トラベルサポート〔派遣添乗員・第3〕
事件・東京地裁平22.9.29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1015-5
割増賃金 Ｘは労基法41条でいう管理監督者には当た
らず，Ｙ社が原告を管理監督者として平成19年4月1
日施行の就業規則（賃金規程）により基本給を減額し
たことは適用の余地がないので，Ｘの賃金額は，就業
規則改正前の月額基本給が44万円であることを前提と
して時間外・休日賃金が算定された例（シニアライフ
クリエイト事件・大阪地裁平22.10.14判決)

……1019-89(ダ全)
割増賃金 月額基本給44万円とともに平均月別労働時
間を前提として，Ｘの労働時間を基礎に，Ｘの時間外
勤務，休日勤務，深夜勤務等に従ってそれらに対応す
る賃金額を計算し，Ｙ社に対し未払割増賃金189万
4469円の支払いが命じられた例（シニアライフクリエ
イト事件・大阪地裁平22.10.14判決)

……1019-89(ダ全)
割増賃金 時間外労働時間の算定に当たり，タイム
カードの打刻時刻は原告Ｘの出勤，退勤時刻をほぼ正
確に示すものということができるから，タイムカード
はＸの労働時間を端的に立証する信用性の高い証拠資
料ということができるとされた例（デンタルリサーチ
社事件・東京地裁平22.9.7判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-66
割増賃金 Ｘに支払われていた住宅手当（5万2000
円），家族手当（5万9500円）について，扶養家族の有
無・数，持家・賃貸の別や住宅ローン・家賃の額等の
個人的事情に基づき定められたことを窺わせる証拠は
ないとして，これらの全額が基礎賃金に含まれるとさ
れた例（デンタルリサーチ社事件・東京地裁平22.9.7
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-66
割増賃金 Ｙ社が長年にわたって時間外手当の未払い
を続け，かつ，管理職以外の従業員に対しても時間外
手当等を支払っていなかったことなどの諸事情を考慮
して，付加金の支払いが命じられた例（デンタルリサー
チ社事件・東京地裁平22.9.7判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-66
割増賃金 賃確法6条2項が定める同条1項の遅延損
害金の適用除外について，同法施行規則6条にいう「合
理的な理由により，裁判所（中略）で争っていること」
とは，単に事業主が裁判所で退職労働者の賃金請求を
争っているというのでは足りず，事業主の賃金支払拒
絶が天災地変と同視しうるような合理的かつやむを得
ない事由に基づくものと認められた場合に限られると

解するべきであるとされた例（医療法人大寿会〔割増
賃金〕事件・大阪地裁平22.7.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1023-70
割増賃金 原告らのうち退職したＸ1，Ｘ3がＹに求め
た遅延損害金につき，Ｙの賃金支払拒絶に合理的かつ
やむを得ない事由があるとは認められず，Ｘ1，Ｘ3は
Ｙに対し，遅延損害金の支払いを請求できるとされた
例（医療法人大寿会〔割増賃金〕事件・大阪地裁平22.
7.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1023-70
割増賃金 変形労働時間制の適用および監視断続業務
に当たらないとして，時間外労働等手当の支払い（約
738万円）が命じられた例（学校法人関西学園事件・岡
山地裁平23.1.21判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1025-47
割増賃金 本件宿日直勤務は，労基法41条3号の断続
的労働とは認められず，その全体について一審被告Ｙ
（病院長）の指揮命令下にある労基法上の労働時間で
あるとして，その従事した宿日直勤務時間の全部につ
いて割増賃金の請求が認容された例（奈良県〔医師・
割増賃金〕事件・大阪高裁平22.11.16判決)

……1026-144
割増賃金 住居手当について，持ち家に居住する職員
に対する手当が定額であるとしても，住宅を借りてい
る職員に対する支給額は住宅に要する費用に応じて算
定されることから，住宅手当自体が住宅に要する費用
にかかわらず一律に定額で支給されているといえない
として，本件住宅手当は算定基礎に加えるべきものと
はいえないとされた例（奈良県〔医師・割増賃金〕事
件・大阪高裁平22.11.16判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1026-144
割増賃金 飲食店を経営する被告Ｙ社との間で第1の
雇用契約を締結して就労を開始した原告Ｘは，その後，
Ｙ社が店舗開発のために設立したＭ社と第2の雇用契
約を取り交わしたが，従前と変わらず同一のハンバー
ガー店で店長として勤務していたことにつき，Ｍ社設
立以降もＹ社の代表者Ａが業務指示をしていたことな
どから，Ｍ社は形骸にすぎず，Ｘとの関係で賃金支払
義務を負うのはＹ社であるとされた例（ココロプロ
ジェクト事件・東京地裁平23.3.23判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1029-18
割増賃金 原告Ｘが管理監督者に当たるということは
できず，Ｘに対して，時間外労働や休日労働に対する
割増賃金が支払われるべきであるとされた例（九九プ
ラス事件・東京地裁立川支部平23.5.31判決)

……1030-5
割増賃金 平成20年12月～21年2月における未払いの
給与および通勤手当，出張手当の請求が認容され，時
間外割増賃金と同額の付加金の支払いが命じられた例
（エス・エー・ディー情報システムズ事件・東京地裁
平23.3.9判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1030-27
割増賃金 職務手当の受給は，45時間分の通常残業の
対価として合意され，そのようなものとして支払われ
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たと認めるのが相当であり，したがって，月45時間を
超えてされた通常残業および深夜残業に対しては，別
途，就業規則や法令の定めに従って計算される時間外
賃金が支払われなければならないとして，Ｘの未払賃
金請求が一部時効消滅部分等を除き認容され，同額の
付加金請求も認められた例（ザ・ウィンザー・ホテル
ズインターナショナル事件・札幌地裁平23.5.20判決)

……1031-81(ダ全)
割増賃金 休憩および仮眠時間中の賃金請求につき，
当該時間が労基法上の労働時間と評価される以上，被
控訴人Ｙ社は，労基法13条，37条に基づいて時間外割
増賃金，深夜割増賃金を支払う義務があるとされ，休
憩および仮眠時間が労基法上の労働時間に当たらない
として時間外割増賃金・深夜割増賃金請求を否定した
一審判決を変更し，当該請求が認められた例（ジェイ
アール総研サービス事件・東京高裁平23.8.2判決)

……1034-5
割増賃金 原告Ｘは，人事について経営者と一体的立
場にあるといえるものではなく，給与および一時金に
おいて，管理監督者にふさわしい待遇を受けていたと
はいえず，その就労時間の一部について，裁量を有し
ていたと推測されることのみでは，その権限，職務の
内容，待遇のいずれの点についても，管理監督者に当
たらないとされ，時間外労働手当等約250万円の請求
が認容された例（シーディーシー事件・山形地裁平23.
5.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1034-47
解雇と賃金，慰謝料 雇用契約上の権利を有する地位
にあることの確認請求および賃金請求につき，交通費
と時間外労働手当を除いた賃金部分の支払請求を認
め，無効な解雇により被った精神的苦痛に対する慰謝
料として，Ｙに対し，Ｘ1らに各30万円を支払うよう
命じられた例（福島県福祉事業協会事件・福島地裁平
22.6.29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-54
解雇と賃金 私立高校教諭Ｘ1が顧問を務めていた書
道部の活動費を，実際には発生していない「大広間代」
として PTAに請求し受領していたことを理由とする
免職（解雇）処分が，社会通念上相当であるとは認め
がたいとして，懲戒権ないし解雇権濫用に当たり無効
とされ，解雇期間中の未払賃金・賞与の請求が認容さ
れた例（Ｙ学園事件・大阪地裁平22.5.14判決)

……1015-70
解雇と賃金 Ｙ社において，整理解雇の要件について
やむを得ない事由があると認められる程度にまで解雇
回避努力義務等を果たしたとはいえず，本件解雇はや
むを得ない事由があるとは認められず，解雇は無効で
あり，期間満了までの賃金額50万2975円の支払義務が
Ｙ社にあるとされた例（アウトソーシング事件・津地
裁平22.11.5判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1016-5

解雇と賃金 Ｘらの地位確認および懲戒解雇後の賃金
支払請求はいずれも理由がなく，これに対し，Ｙ社が
Ｘ1の不正請求による損害を下請業者らへ賠償したと
主張してＸ1に求償金の支払請求をしたことは，理由
があるとされた例（ダイフク事件・東京地裁平22.11.
9判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1016-84(ダ)
解雇と賃金 解雇以外の手段を講じることなくされた
Ｘの解雇を不法行為とした原判決を破棄し，一審判決
中Ｙ社敗訴部分が取り消された例（小野リース事件・
最高裁三小平22.5.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1018-5
解雇と賃金 大学教員であるＸが，学長選挙の際に人
身攻撃を内容とするファクシミリ送信をしたこと等を
理由とする懲戒解雇につき，懲戒事由該当性ないし懲
戒処分の相当性が否定され，Ｘの地位確認および未払
賃金の支払請求が認められた例（学校法人Ｂ〔教員解
雇〕事件・東京地裁平22.9.10判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1018-64
解雇と賃金 Ｘの賃金請求権につき，本件解雇後の期
間のうち，①本件解雇時から，他所で労災事故に遭う
までの平成21年12月25日までの期間および②22年7月
1日から本判決確定日までの期間については，ＸのＹ
社における就労不能はＹ社の不当解雇によるものとい
えるから，ＸはＹ社に対し，民法536条2項により上記
①②の各期間の賃金を請求することができるが，③Ｘ
が他所で労災事故に遭い就労不能であった21年12月26
日から22年6月30日までの期間については，上記労災
の発生は異例な出来事であり，本件解雇との間に相当
因果関係があるとはいえないから，ＸはＹ社に対し，
③の期間の賃金は請求することができないとされた例
（石原産業〔ごみ収集車乗務員・解雇〕事件・大阪地
裁平22.9.24判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1018-87(ダ)
解雇と賃金，慰謝料 本件解雇の翌日である平成19年
9月21日以降の未払賃金につき，一審判決がＸの通院
等に要した日数分の賃金を控除した分および将来請求
分を含めて，請求が認容された例（ジョブアクセスほ
か事件・東京高裁平22.12.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1019-5
解雇と賃金，慰謝料 本件解雇は，Ｙ1社またはＹ2共
済会の代表者または従業員による故意または過失によ
る不法行為に当たることを基礎づける事実関係は認め
られず，また，本件解雇によって未払賃金の支払いを
受けてもなお慰謝されないような精神的損害が生じた
ことを認めるに足りる証拠はないとして，Ｙ1社およ
びＹ2共済会に対する慰謝料請求が退けられた例
（ジョブアクセスほか事件・東京高裁平22.12.15判決)

……1019-5
解雇と賃金 口頭弁論終結時までに賞与の支払対象期
間が満了し，支払期が到来している賞与について，支
給率等が証拠によって認定できる場合に限りその支払
いを求め得るものにすぎず，これ以外の将来の賞与に
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ついては，将来の給付をあらかじめ求める必要性があ
るとまではいえないものとして却下せざるを得ないも
のと解するのが相当であるとされた例（京阪バス事
件・京都地裁平22.12.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-35
解雇と賃金：割増賃金 割増賃金や扶養手当を基本給
に含めて支払っていたとする被告Ｙ社の主張につき，
賃金規程上や給与明細上からは手当に関する記載が明
確ではないとして退けられた例（類設計室事件・大阪
地裁平22.10.29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1021-21
解雇と賃金：減給 営業成績の不振を理由になされた
Ｘ1の減給につき，Ｙ社がＸ1に減給の根拠等を具体的
に説明したと認めるに足りる証拠がなく，制裁として
もＹ社の就業規則（始末書を提出させ，賃金の1割を
超えない）に明確に反するものであって許されないと
して，当該減給分の支払請求が認められた例（レイズ
事件・東京地裁平22.10.27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1021-39
解雇と賃金：減給 Ｘ1の解雇は社会通念上許容され
るものではなく，それ自体で不法行為を構成するとさ
れたが，退職後2か月半で新会社を設立していたため，
損害額としては解雇時点の給与1か月分（50万円）と
慰謝料相当額（30万円）が認められた例（レイズ事件・
東京地裁平22.10.27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1021-39
解雇と賃金 使用者に帰責事由がある業務上の疾病等
による労務提供不能の場合に，労基法ないし労災保険
法によって，民法536条2項の適用を排除し，雇用契約
の継続を否定しなければならないと解すべき合理性は
なく，労災保険法14条1項は休業補償給付の要件とし
て，労働者が業務上の負傷または疾病による療養のた
めに労働することができないために賃金を受けないこ
とを規定していることから，労働者において未払賃金
を受領したときに，労働者が受領済みの休業補償給付
金は，法律上の原因を欠く不当利得であったことが確
定するにすぎないとされた例（東芝〔うつ病・解雇〕
事件・東京高裁平23.2.23判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1022-5
解雇と賃金 健保組合からの傷病手当金等や労基署か
らの休業補償給付等の給付は賃金を填補する関係にな
いから，Ｘがこれらの給付を受領していることをもっ
て，Ｙ社が支払うべき賃金の額を減額すべきことには
ならないとされた例（東芝〔うつ病・解雇〕事件・東
京高裁平23.2.23判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1022-5
解雇と賃金 従業員兼執行役員である原告Ｘ1らに対
する任期満了による執行役員を退任させる旨の人事通
達の有効性が認められたが，これに伴う賃金につき執
行役員に選任される直前の給与額未満に減額する部分
が無効とされた例（セイビ事件・東京地裁平23.1.21決
定)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1023-22
解雇と賃金 従業員兼執行役員であるＸ1らが，執行
役員を退任させる旨の人事通達および懲戒解雇・予備

的普通解雇を無効として地位保全および給与の仮払い
を求めたことにつき，懲戒解雇・予備的普通解雇が無
効とされ，執行役員に就任する直前の給与額を受け取
る権利があるとされたうえで，地位保全の必要性が否
定され一部給与の仮払いが認められた例（セイビ事
件・東京地裁平23.1.21決定)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1023-22
解雇と賃金 平成22年の雇用契約は有効であるが，20
年解除は無効であり，Ｘは22年解除がされた22年8月
12日までＹに対し雇用契約上の権利を有する地位にあ
り，Ｘの賃金請求は22年8月12日までの支払いを求め
る限度で理由があるとされた例（公認会計士Ａ事務所
事件・東京地裁平23.3.30判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1027-5
解雇と退職金 懲戒解雇処分を受けた後に競業会社に
就職したＸ1ら（Ｘ3を除く）による退職金支払請求が
認容された例（モリクロ〔懲戒解雇等〕事件・大阪地
裁平23.3.4判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1030-46
解雇と賃金 本件懲戒解雇は，原告Ｘに弁明の機会が
付与されており，手続上の問題もなく，Ｘの地位確認
および解雇後の賃金請求はいずれも理由がないとして
棄却された例（ＮＴＴ東日本〔出張旅費不正請求〕事
件・東京地裁平23.3.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1032-91(ダ全)
解雇と賃金 Ｙ3社が組合の団体交渉の申入れを拒否
し続け，解雇に関して一度も説明・協議の場を設けな
かったことが労働協約に違反することは明白であり，
手続きの相当性を明らかに欠くものであるから，Ａら
の解雇は社会通念上相当とはいえず無効として，毎月
の賃金支払いが命じられた例（エコスタッフ〔エムズ
ワーカース〕事件・東京地裁平23.5.30判決)㌀㌀㌀1033-5
解雇予告手当 被告Ｙ社代表者が平成19年7月末日ま
での勤務とするよう申し出たため，Ｘがこれを了承し，
同日をもってＹ社における勤務を終えたことにつき当
事者間に争いがないということは，Ｘが，解雇の有効
性を争わなかったというにとどまり，Ｙ社が解雇予告
手当ての支払いを免れるものではないとされ，13日分
の平均賃金の支払請求が認容された例（シーディー
シー事件・山形地裁平23.5.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1034-47
年金減額 本件規程により年金受給権者の裁定を受け
たＸらは，裁定後に増額改定がされた年金額を受領し
たことにより，年金額の増額変更に黙示の同意をした
ものと認められるから，以後の年金支給期間中，Ｙに
対し，増額後の年金額の支給を受ける権利を取得する
に至ったものと認めるのが相当であり，また，Ｘらの
同意を得ずに，Ｙによって一方的に行われた本件減額
は，何ら効力を生じる根拠はなく無効といわざるを得
ないとされた例（港湾労働安定協会〔年金減額〕事件・
神戸地裁平22.4.9判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-147
年金減額 多数の権利者につき集団的・画一的な処理
が要請される本件年金制度においては，必ず権利者全
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員の同意がなければ減額変更ができないということに
はならず，権利変更の必要性に応じ，事情変更の法理
の適用により対処することが可能であり，個別の同意
がなくとも，権利の変更が認められる場合もあるとさ
れた例（港湾労働安定協会〔年金減額〕事件・神戸地
裁平22.4.9判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-147
賃金減額 就業規則等変更のうち賃金減額の効果を有
する部分は，Ｘ1らにその効力を及ぼさず，Ｘ1らは，
新賃金制度による給与額が旧賃金制度において支給さ
れたであろう額を下回る場合には，その差額の賃金を
請求することができるとして，Ｙに対して差額の賃金
の支払いを命じた一審判決（長野地判平22.3.26労判
1014号13頁）が維持された例（社会福祉法人賛育会事
件・東京高裁平22.10.19判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1014-5
賃金減額と未払賃金 一方的に減額された賃金を原告
Ｘが受領したことをもって賃金減額に合意したとは認
められず，訴状において減額後の基本給を基礎とする
請求を行ったとしても，一部請求をしたにすぎず，減
額に合意した自白が成立するわけではないとされた例
（医療法人大生会事件・大阪地裁平22.7.15判決)

……1014-35
賃金減額と未払賃金 予告された解雇日以前にタイム
カード等を撤去されたＸからの解雇予告手当請求につ
いて，予告が30日以上の期間を定めて行われたので請
求できず，就労拒絶の事実があれば賃金請求をすれば
足りるとして退けられた例（医療法人大生会事件・大
阪地裁平22.7.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1014-35
賃金減額 新賃金規程の制定には「一定の合理性があ
る」と認められるが，乗務員の基本的権利である賃金
の減額であることと減給の制裁額が一賃金支払期にお
ける賃金総額の10分の1の範囲に制限されている（労
基法91条）ことを踏まえると，個人原告Ｘ1らタクシー
運転手の各月賃金について「改定前賃金体系による算
定に比して20％以上減額する限度で合理性が認められ
ず，無効」であるとして，個人原告Ｘ1らの差額賃金の
支払請求が一部認容された例（大阪京阪タクシー事
件・大阪地裁平22.2.3判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1014-47
賃金減額と賞与 賃金規程に「賞与は，組合の業績お
よび業界の動向，職員の業務遂行能力，勤務成績等を
考慮し，原則として毎年7月と12月に措定の金額を支
払うものとする」，「経済状況等によりやむを得ない場
合，賞与を支給しない場合がある」との規定があり，
これらに沿った賞与の算定が行われていた場合に，入
社時に賞与の算定方法についての説明・合意があった
というＸ1らの主張を退けて，個別具体的な賞与の算
定方法，支給額，支給条件が労働契約の内容になって
いるとは認められないとして，差額賞与の支払請求が
認められなかった例（大阪府板金工業組合事件・大阪

地裁平22.5.21判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1015-48
賃金減額と差額請求 差額賃金請求権は，被告Ｙ社が
前年度成果評価に基づく査定によって具体的な額が決
定されるものであるから，本件成果報酬ゼロ査定しか
されていないという本件事実関係の下においては，Ｘ
はいまだ成果報酬が定まっていないという状態にあ
り，これについて損害が発生する余地はないとして，
従前年俸額と新年俸額との差額支払請求は理由がない
とされた例（コナミデジタルエンタテインメント事
件・東京地裁平23.3.17判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1027-27
賃金減額 合意がないままなされた賃金引下げが，そ
の前提となる賃金引上げが適正な手続きに基づいてな
された適法なものであるということはできないとして
も，本件給与減額は，法的には，原告Ｘの賃金額が平
成20年4月以降においても19年度の水準のままであっ
たことを前提として，新年度の年俸を決定したにすぎ
ないものと解すべきであり，21年度の想定年収1300万
円は，19年度の想定年収1236万円を上回っているので
あるから，労働条件の切下げということはできず，何
ら違法・不当ではないとして，Ｘの本件給与減額に基
づく差額給与の請求が棄却された例（日本ベリサイン
事件・東京地裁平22.12.27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1031-62
賃金減額 被告Ｙホテルの料理人として就労していた
原告Ｘの賃金減額に関する合意につき，Ｙホテルに対
するＸの返事は「会社の説明は良く分かった」という
程度の重みのものと考えるべきであること，また，Ｘ
が明示的な抗議をしていないからといって賃金減額に
同意していたとはいえないなどの理由から，賃金減額
の同意があったとは認められないとされた例（ザ・ウィ
ンザー・ホテルズインターナショナル事件・札幌地裁
平23.5.20判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1031-81(ダ全)
賃金減額 賃金の額が，雇用契約における最も重要な
要素の1つであることは疑いがないところ，使用者に
労働条件明示義務（労基法15条）および労働契約の内
容の理解促進の責務（労働契約法4条）があることを
勘案すれば，いったん成立した労働契約について事後
的に個別の合意によって賃金を減額しようとする場合
においても，使用者は，労働者に対して，賃金減額の
理由等を十分に説明し，対象となる労働者の理解を得
るように努めたうえ，合意された内容をできるかぎり
書面化しておくことが望ましいことはいうまでもない
とされた例（技術翻訳事件・東京地裁平23.5.17判決)

……1033-42
賃金減額 就業規則に基づかない賃金減額に対する労
働者の承諾の意思表示は，賃金債権の放棄と同視すべ
きものであることに照らせば，賃金全額払いの原則（労
基法24条1項）との関係においても慎重な判断が求め
られるというべきであり，本件のように，賃金減額に
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ついて労働者の明示的な承諾がない場合において黙示
の承諾の事実を認定するには，書面等による明示的な
承諾の事実がなくとも黙示の承諾があったと認め得る
だけの積極的な事情として，使用者が労働者に対し書
面等による明示的な承諾を求めなかったことについて
の合理的な理由の存在等が求められるものとされた例
（技術翻訳事件・東京地裁平23.5.17判決)㌀㌀㌀㌀1033-42
雇止めと賃金 雇止めが無効とされ，雇止めの翌月か
ら1年間を限度として，申立ての金額での賃金仮払い
が認められた例（明石書店〔製作部契約社員・仮処分〕
事件・東京地裁平22.7.30決定)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1014-83(ダ)
規定変更による退職金不支給 Ｙ社は退職金の不支給
をも導入する3回目の就業規則の改定に当たり，雇用
者側として従業員に対し適切かつ十分な説明をしたも
のと認めることはできないとされた例（協愛事件・大
阪高裁平22.3.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1015-83
退職金：退職事由，減額支給 仕事がないから2名の
うち1名には辞めてほしい旨の退職の協力要請がＹ社
工場の責任者からあったのに対し，Ｘら2名ともが退
職を申し出ていたところ，これは退職金規程にいう「や
むを得ない業務上の都合」に当たるものとして，会社
都合の場合の退職金支給基準率が適用されるべきであ
るとされた例（芝電化事件・東京地裁平22.6.25判決)

……1016-46
退職金：支給対象 正規従業員Ｘ1と同様の労働実態
にあったＸ2につき，退職金の支給がない「パートタ
イマー」であったとするＹ社の主張が退けられ，退職
金請求が認容された例（芝電化事件・東京地裁平22.6.
25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1016-46
退職金：破産管財人による死亡退職金請求 破産者の
破産管財人であるＸが，破産者の亡夫が勤務していた
被告Ｙ大学に対して，破産者には，亡夫が取得した退
職金を受給する権利があるとして，同退職金の支払い
を求めた件につき，Ｙ大学退職金規程上の退職金請求
権は，遺族が固有に取得する権利であるとはいえず，
亡夫にかかる相続財産に含まれるものであると解され
るが，破産者は相続放棄をしているため，ＸのＹ大学
に対する退職金請求権は存在しないといわざるを得な
いとして，Ｘの請求が棄却された例（大阪産業大学事
件・大阪地裁平22.9.10判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1025-93(ダ全)
退職金 丁事件原告Ｄは在職中に新会社の準備を計画
的に進め，被告Ｘ社の取引先を担当する従業員らに対
して新会社に移るよう積極的に勧誘し，取引先に対し
て新会社の利益のために営業活動をしていたことが，
懲戒解雇事由に該当するとされ，このような行為によ
る従業員の移籍の状況，Ｘ社の上記取引先への売上げ
の落込み，従業員の引抜き行為の態様にかんがみれば，
それまでの勤続の功を抹消してしまうほどの著しく信

義に反する行為があったとされ，退職金請求が認めら
れなかった例（ソフトウエア興業〔蒲田ソフトウエア〕
事件・東京地裁平23.5.12判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1032-5
退職金 丁事件原告Ｅは部下の従業員に関して新会社
への移籍についての管理を行い，新会社へ移籍予定の
Ｘ社の従業員に対して新会社の業務に関する説明を行
い，Ｘ社に対してこれらの移籍予定の従業員に関する
虚偽の報告をし，Ｘ社の取引先に対して移籍予定の従
業員の情報を提供する等，従業員の引抜き行為に積極
的に重要な役割を果たし，Ｘ社の取引先に対して新会
社との取引の働きかけを行うことに重要な役割を果た
したことが，懲戒解雇事由に該当するとされ，Ｘ社の
上記取引先への売上げの落込み等に照らせば，それま
での勤続の功を抹消してしまうほどの著しく信義に反
する行為があったとされ，退職金請求が認められな
かった例（ソフトウエア興業〔蒲田ソフトウエア〕事
件・東京地裁平23.5.12判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1032-5
退職金返還請求 被告Ａは，チームのミーティング等
において部下の従業員に退職して新会社に移ることを
話し，新会社の説明会を開催する等し，在職中に原告
Ｘ社の取引先を担当する従業員に対して新会社に移る
よう勧誘する等して，Ａおよび被告Ｃが在職中にその
地位を利用して部下の従業員らに対して積極的に勧誘
行為をしたことが懲戒解雇事由に該当するとされ，一
斉退職の結果としてＸ社の業務に支障が生じることを
十分に認識しており，このような行為によってＸ社の
取引先2社への売上げが0円になったことに照らせ
ば，それまでの勤続の功を抹消してしまうほどの著し
く信義に反する行為があったとされ，退職金の返還請
求が認められた例（ソフトウエア興業〔蒲田ソフトウ
エア〕事件・東京地裁平23.5.12判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1032-5
退職金返還請求 退職後2年以内に会社の許可なく同
業他社に就職しまたは同業の営業を行ったことが明ら
かになった場合に退職金の返還請求ができる旨の規定
は，功労報償的な性格を有する退職金規則上は不合理
なものであるということはできず，あくまで退職金の
返還条件を定めたのみであって一般に退職後の競業行
為を禁止して従業員の職業の自由を不当に拘束するも
のでもないとされた例（ソフトウエア興業〔蒲田ソフ
トウエア〕事件・東京地裁平23.5.12判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀1032-5
退職金 被告Ｙ社の退職金規程によると，退職金の支
給率は，退職事由によりＡ，Ｂの2種類に区分され，
会社都合の退職，在職中の死亡，業務上の負傷等によ
る退職，定年退職の場合はＡ，それ以外の場合はＢを
適用するものとされているところ，そこでいう「会社
の都合で退職したとき」とは，解雇，使用者の退職勧
奨による退職等，使用者側の意向ないし発案に基づく
退職を意味するものと解するのが相当であるとされた
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例(技術翻訳事件・東京地裁平23.5.17判決)㌀㌀㌀1033-42
年俸減給等 年度途中で年俸を一方的に減額する権限
が使用者には与えられていなかったとして，降格処分
は有効としながらも当該年度内に行われた減給措置は
無効とし，差額賃金請求が一部認容された例（新聞輸
送事件・東京地裁平22.10.29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1018-18
年俸減給等 大口取引先を失ったことを理由とする賃
金の広範な切下げにつき，必要性および合理性があり，
対象者への説明・周知も行われ，Ｘらを除く従業員か
らの理解・協力も得られていたことからすれば，賃金
改定が従業員にとって受忍しがたい程度に達していた
ものとは認められないとして，差額賃金請求が棄却さ
れた例（新聞輸送事件・東京地裁平22.10.29判決)

……1018-18
未払賃金 本件雇止めについて，整理解雇の要件を満
たしていると認めることはできず，Ｙ社の業績不振を
理由とする本件雇止めは解雇権の濫用に当たり無効で
あるとして，Ｘの地位確認請求および本判決確定まで
の分の賃金請求が認容された例（エフプロダクト〔本
訴〕事件・京都地裁平22.11.26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1022-35
未払賃金・賞与 原告Ｘは，被告Ｙ社に対し，本件退
職意思表示の動機は懲戒解雇を避けるためであること
を黙示的に表示したものと認められるので，Ｙ社が懲
戒解雇を有効になし得ないのであれば，Ｘは本件退職
意思表示をしなかったものと認められ，したがって，
Ｘが，自主退職しなければ懲戒解雇されると信じたこ
とは，要素（動機）の錯誤に該当し，懲戒解雇は無効
なものとして，Ｘの地位確認および賞与を含めたバッ
クペイの支払いが命じられた例（富士ゼロックス事
件・東京地裁平23.3.30判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1028-5
賃金控除 乗客のクレジットカードによる料金支払い
について，カード使用手数料の一部（2％）を毎月の
給与から控除する旨の労働協約の定めがあり，タク
シー運転手も給料からの天引きに異議等を述べていな
いことを併せかんがみると，本件労働協約は適法に成
立しており，2％を控除することは労基法24条に違反
するとはいえないとされたが，非組合員であった期間
は労働協約の効力が及ばず，2％を控除することは違
法であるとされた例（国際興業大阪事件・大阪地裁平
23.1.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1027-79
賞与：支給体系変更 被控訴人Ｘ（一審原告）らと控
訴人Ｙ（一審被告）の労働契約においては，公立準拠
の点についても，一律制の点についてもこれらはとも
に契約の内容となっておらず，Ｙが給与規定の各改正
によって，賞与の支給体系につき，従前の一律性を査
定制に変更したことが不法行為を構成するということ
はできないとされた例（学校法人森教育学園事件・広
島高裁岡山支部平23.3.10判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1028-33

賞与：支給日在籍要件 原告Ｘが，夏季賞与支給日以
前に被告Ｙ社を退職していたため支給されなかった賞
与の支払いを求めた件につき，Ｙ社より本件支給日在
籍要件が記載された給与改定通知書を示されたうえで
説明を受け，同通知書に署名したのであるから，Ｘは，
本件支給日在籍要件を含む本件通知書に記載された労
働条件に同意したとして，Ｘの請求が棄却された例（リ
ンク・ワン事件・東京地裁平23.2.23判決)

……1031-91(ダ全)
その他 原告Ｘの解雇期間中等の IPC（インセンティ
ブ・パフォーマンス・コンベンセイション・アワード）
の支払請求につき，被告Ｙ社は極めて広範な裁量を有
しており，それ自体は公序良俗に反するものでなく，
具体的な IPC の支給基準についての合意もないとし
て，請求が棄却された例（クレディ・スイス証券事件・
東京地裁平23.3.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1031-48

労働時間・休日・休暇

会計事務所職員の時間外労働等 直行直帰が頻繁に生
じていた場合につき，タイムカードや執務日誌による
勤怠管理を受けていたのであって，事業所外のみなし
労働時間制の適用はないとされた例（Ｈ会計事務所事
件・東京地裁平22.6.30判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-37
会計事務所職員の時間外労働等 Ｘの役職は多分に名
目的であったこと，タイムカード等による出退勤管理
を受けていたこと，管理職手当としては3万円しか支
給されていないこと等の理由から，Ｘの管理監督者性
が否定された例（Ｈ会計事務所事件・東京地裁平22.6.
30判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-37
国内・海外旅行派遣添乗員の時間外労働と労基法38条
の2 事業場外労働のみなし制が適用されるために
は，例えば，使用者が通常合理的に期待できる方法を
つくすこともせずに，労働時間を把握・算定できない
と認識するだけでは足りず，具体的事情（当該業務の
内容・性質，使用者の具体的な指揮命令の程度，労働
者の裁量の程度等）において，社会通念上，労働時間
を算定しがたい場合であるといえることを要するとさ
れた例（阪急トラベルサポート〔派遣添乗員・第3〕
事件・東京地裁平22.9.29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1015-5
国内・海外旅行派遣添乗員の時間外労働と労基法38条
の2 労働基準法は，使用者が個々の労働者とみな
し労働時間を合意することは本来想定しておらず，そ
れが可能であるとしても，労働者の真摯な合意による
ものであることを要するというべきであるとされた例
（阪急トラベルサポート〔派遣添乗員・第3〕事件・
東京地裁平22.9.29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1015-5
時間外・深夜，休日労働 弁当の宅配・小売事業のフ
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ランチャイズシステム管理運営を業とするＹ社に勤務
していたＸによる割増賃金請求につき，Ｘが勤務して
いた平成19年7月1日から20年7月31日までの時間外
勤務285時間，深夜勤務4時間，休日勤務216時間（時間
外24.5時間）であるとされた例（シニアライフクリエ
イト事件・大阪地裁平22.10.14判決)㌀㌀㌀1019-89(ダ全)
時間外労働：塾講師 休憩時間，予習時間，経営会議
や勉強会への参加に要した時間について，いずれも使
用者の指揮監督下にあった時間であると認め，ＸがＹ
社（配属教室）に在社していた時間を労働時間と算定
して，時間外労働手当ならびに同額の付加金請求が認
容された例（類設計室事件・大阪地裁平22.10.29判決)

……1021-21
時間外労働：みなし労働時間制 事業場外みなし制度
が適用されるには，使用者が通常合理的に期待できる
方法をつくすこともせずに，労働時間を把握・算定で
きないと認識するだけでは足りず，具体的事情におい
て，社会通念上，労働時間を算定しがたい場合である
といえることを要するとされた例（レイズ事件・東京
地裁平22.10.27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1021-39
時間外労働：みなし労働時間制 Ｘ2の業務は，社会
通念上，労働時間を算定しがたい場合であるとは認め
られず，また，所定労働時間（8時間）を超えて勤務
することが恒常的であったことから，みなし制度を適
用して所定労働時間以上の労働実態を当然に賃金算定
の対象としないことは同制度の趣旨に反するとして，
休日労働・時間外・深夜労働にかかる未払賃金の支払
請求が認められた例（レイズ事件・東京地裁平22.10.
27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1021-39
時間外労働 原告Ｘ1らの労働時間は，タイムカード
の打刻時刻を基準として認定するのが相当であり，出
勤打刻時から所定始業時間までの間および所定終業時
間から退勤打刻時まではそれぞれ時間外労働として割
増賃金支払いの対象となると解されるとされた例（医
療法人大寿会〔割増賃金〕事件・大阪地裁平22.7.15判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1023-70
時間外労働 休日労働について，Ｙ社から業務を命じ
られた場合，提携先からの要望等による業務に従事す
る必要があった場合，業務量等から休日以外の日に処
理することが困難な業務に従事した場合等を除き，Ｙ
社の指揮監督下にあったと認めることはできないとし
て労働時間が認定され，休日以外の労働について，Ｙ
社から指揮監督下から解放する旨明示された場合，業
務外のことを行った場合を除き，少なくとも所定労働
時間である8時間，Ｙ社の指揮監督下にあったものと
認めるのが相当であるとして労働時間が認定された例
（日鯨商事事件・東京地裁平22.9.8判決)㌀㌀㌀㌀㌀1025-64
時間外・休日・深夜労働：産婦人科医の宿日直勤務

医療機関の宿日直勤務について，「病室の定時巡回，少
数の要注意患者の定時検脈など，軽度又は短時間の業
務のみが行われている場合には，労働基準法41条3号
の断続的業務たる宿日直として取り扱い，病院の医師
等が行う付随的宿日直業務を許可してきた」こと，「宿
日直勤務中に救急患者の対応等通常の労働が突発的に
行われることがあるものの，夜間に充分な睡眠時間が
確保できる場合には，宿日直勤務として対応すること
が可能である」という労働行政の扱いは，医療機関に
おける宿日直勤務が労基法41条3号の断続的業務に当
たるかどうかを判断する基準として，相当なものとい
えるとされた例（奈良県〔医師・割増賃金〕事件・大
阪高裁平22.11.16判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1026-144
時間外・休日・深夜労働：産婦人科医の宅直勤務 宅
直勤務制度について，医師の自主的な取組みでありＹ
からの黙示の業務命令によるものとは認められないと
して，労基法上の労働時間に当たらないとされた例（奈
良県〔医師・割増賃金〕事件・大阪高裁平22.11.16判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1026-144
時間外労働 時間外・休日労働に従事した時間を算定
するに当たり，閉店後に業務に関するメールを送信し
ていたことのみをもって間断なく業務に従事していた
と認めることはできないが，後片付けにかかるであろ
う時間として2時間を要していたものとされた例（コ
コロプロジェクト事件・東京地裁平23.3.23判決)

……1029-18
国内・海外旅行派遣添乗員の「休日｣ 労働基準法35条
1項にいう「休日」とは，当該労働契約において労働
義務がない日とされている日をいうものと解されるか
ら，特段の事情がないかぎり，当該労働契約の契約期
間に含まれている「週」について，少なくとも1回の
休日を与えているかどうかによって判断すべきとされ
た例（阪急トラベルサポート〔派遣添乗員・第3〕事
件・東京地裁平22.9.29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1015-5
管理監督者性 被告Ｙ社の不動産事業部の部長として
業務を一手に行っていたＸについて，労基法41条2号
の管理監督者に当たらないとされた例（デンタルリ
サーチ社事件・東京地裁平22.9.7判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-66
管理監督者性：営業本部長 被告Ｙ社の営業本部長で
あった原告Ｘ1につき，事業経営に対する関与，労務
管理に対する関与，勤務態様，特別手当その他待遇の
4点から判断して，役付手当15万円の支給自体から管
理監督者該当性は認められないとして，休日労働・時
間外・深夜労働にかかる未払賃金の支払請求が認めら
れた例（レイズ事件・東京地裁平22.10.27判決)

……1021-39
店長の管理監督者性 管理監督者に該当するか否かの
判断に当たっては，イ当該労働者が職務内容，責任お
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よび権限に照らして，労働条件の決定，その他の労務
管理等の企業経営上の重要事項にどのように関与して
いるか，ロ勤務態様が労働時間等の規制になじまず，
また，自己の出退勤につき，一般の労働者と比較して
自由な裁量が認められているか，ハ賃金等の待遇が管
理監督者というにふさわしいか否かなどの点につい
て，諸般の事情を考慮して検討すべきとされた例（九
九プラス事件・東京地裁立川支部平23.5.31判決)

……1030-5
管理監督者性 行政通達（昭22.9.13発基17号，昭63.
3.14基発150号）の内容をも踏まえると，管理監督者に
該当するかどうかについては，①その職務内容，権限
および責任が，どのように企業の事業経営に関与する
ものであるのか（例えば，その職務内容が，ある部門
全体の総括的なものであるかなど），②企業の労務管
理にどのように関与しているのか（例えば，部下に対
する労務管理上の決定等について一定の裁量権を有し
ていたり，部下の人事考課，機密事項等に接したりし
ているかなど），③その勤務態様が労働時間等に対す
る規制になじまないものであるか（例えば，出退勤を
規制されておらず，自ら決定し得る権限があるかな
ど），④管理職手当等の特別手当が支給されており，管
理監督者にふさわしい待遇がされているか（例えば，
同手当の金額が想定できる時間外労働に対する手当と
遜色がないものであるかなど）といった視点から，個
別具体的な検討を行い，これら事情を総合考慮して判
断するのが相当であるとされ，上記の判断基準に照ら
して，原告Ｘは，労基法41条2号の管理監督者に当た
らないとされた例（エス・エー・ディー情報システム
ズ事件・東京地裁平23.3.9判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1030-27
管理監督者性 管理監督者は，労働基準法の労働時間
等に関する規定の適用を受けないが，それは，当該労
働者が，経営者と一体的な立場において，労働時間，
休憩および休日等に関する規定の枠を超えて事業活動
することを要請されてもやむを得ないものといえるよ
うな重要な職務と権限を付与されており，また，その
ために賃金等の待遇およびその勤務態様において，他
の一般労働者に比べて優遇措置が講じられているの
で，労働時間等に関する規定の適用を除外されても，
当該労働者の保護に欠けることがないという趣旨によ
るものとされた例（シーディーシー事件・山形地裁平
23.5.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1034-47
管理監督者性 原告Ｘが管理監督者に当たるというた
めには，形式的に役職にあることのみならず，実質的
に，他の従業員の労務管理を含め，企業全体の事業経
営に関わる重要な権限を付与されており，その勤務態
様が労働時間などに対する規制になじまないものであ
り，給与および一時金において，管理監督者にふさわ

しい待遇がされていることを要するとされた例（シー
ディーシー事件・山形地裁平23.5.25判決)㌀㌀㌀㌀1034-47
寮監職の変形労働時間制，仮眠時間 Ｙ学園の就業規
則において労働時間の特定など変形労働時間制の要件
を満たしていないとして，寮監の業務につき変形労働
時間制の適用がないとされ，寮監の宿直勤務における
仮眠時間が労働時間に当たるとされた例（学校法人関
西学園事件・岡山地裁平23.1.21判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1025-47
仮眠時間 原告Ｘの仮眠時間が労基法上の労働時間に
該当するかについて，Ｘは，本件仮眠時間中，寮の寮
監部屋において事故対応等が義務づけられており，本
件仮眠時間は全体として労働からの解放が保障されて
いるとはいえず，労働契約上の役務の提供が義務づけ
られているといえることから，Ｘは，本件仮眠時間中
は不活動仮眠時間も含めて被告学校法人Ｙの指揮命令
下に置かれているものであり，本件仮眠時間は労基法
上の労働時間に当たるとされた例（学校法人関西学園
〔寮監・仮眠時間〕事件・岡山地裁平23.2.14判決)

……1033-89(ダ全)
守衛の休息・仮眠時間 労基法上の労働時間とは，労
働者が使用者の指揮命令下に置かれている時間をい
い，労働者が労働から離れることを保障されていて初
めて指揮命令下に置かれていないものと評価すること
ができるのであって，不活動時間であっても労働から
の解放が保障されていない場合には，労基法上の労働
時間に当たるとされた例（ジェイアール総研サービス
事件・東京高裁平23.8.2判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1034-5
守衛の休息・仮眠時間 控訴人Ｘが従事する守衛の休
憩および仮眠時間につき，緊急事態が発生した場合へ
の対応はもとより，現実に実作業に従事する必要が生
ずることがあり，休憩および仮眠時間は，労働からの
解放が保障されていたとはいえず，具体的な状況に応
じて役務の提供が義務付けられ，本件休憩・仮眠時間
中の不活動時間も被控訴人Ｙ社の指揮命令かに置かれ
ていたと認められることから，労基法上の労働時間に
当たるとされた例（ジェイアール総研サービス事件・
東京高裁平23.8.2判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1034-5
変形労働時間制の適用の有無 Ｙで寮監となったＸの
変形労働時間制の適用の有無につき，本件就業規則に
は単位期日およびその起算日の定めすらなく，また，
個人別勤務表の内容や作成時期，作成手続等に関する
定めすらないのであるから，本件就業規則による各週，
各日の所定労働時間の特定がされていると評価するこ
とはおよそできないのであって，Ｘに変形労働時間制
の適用要件が具備されているとはいえないとされた例
（学校法人関西学園〔寮監・仮眠時間〕事件・岡山地
裁平23.2.14判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1033-89(ダ全)
有給休暇保証金 労基法39条が，使用者は労働者に対
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し年次有給休暇を与えなければならないと定めた趣旨
が，労働時間の短縮および労働者の余暇の拡大を図る
ことにあり，労働者が現実に休暇を取得することを要
するものと解されるから，労働者において，休暇を取
得する代わりに，使用者に対し，これに応じた金額の
請求をすることができるものと解することはできない
とされた例（シーディーシー事件・山形地裁平23.5.25
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1034-47

人 事

降格 降格を行う人事権は，労働契約上，使用者の権
限として当然に予定されているものであり，その権限
行使については使用者に広範な裁量権があり，このよ
うな人事権行使に裁量権の逸脱または濫用があるか否
かを判断するに当たっては，使用者側における業務
上・組織上の必要性の有無およびその程度，能力・適
性の欠如等の労働者側の帰責性の有無およびその程
度，労働者の受ける不利益の性質およびその程度等諸
般の事情を総合考慮するのが相当であるとされた例
（大阪府板金工業組合事件・大阪地裁平22.5.21判決)

……1015-48
降格，セクハラ 女性派遣社員Ａと同乗したタクシー
の車内で，Ａのスカートをまくり上げた原告Ｘ1の行
動はセクハラ行為に当たるとされ，本件行為時を基準
として1階級を引き下げる降格処分は人事権の裁量の
範囲内の措置として有効であるとされた例（新聞輸送
事件・東京地裁平22.10.29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1018-18
降格，セクハラ Ａの上司である原告Ｘ2が，セクハ
ラ被害を受けたとのＡからの申告を受けたにも拘らず
適切に対応をしなかったばかりか，Ａに対して二次被
害を与えかねない不謹慎かつ不適切な言動を行って事
態を深刻化させていたことから，Ｘ2を降格した処分
には合理的な理由があるとされた例（新聞輸送事件・
東京地裁平22.10.29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1018-18
ハラスメント 扇風機を用いて喫煙者であるＸ1およ
びＸ2に風を当てた上司Ｙ2の行為は，嫌がらせの目的
をもって，長期間にわたり執拗にＸ1およびＸ2の身体
に著しい不快感を与え続け，それを受忍することを余
儀なくされたＸ1およびＸ2に対し，著しく大きな精神
的苦痛を与えたものというべきであるから，不法行為
に該当するとされた例（日本ファンド〔パワハラ〕事
件・東京地裁平22.7.27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1016-35
配転 配転命令は，業務上の必要性がないのに行われ
た場合，それが他の不当な動機ないし目的をもって行
われた場合，またはＸ1らに対し通常甘受すべき程度
を著しく超える不利益を負わせるものである場合など
特段の事情がある場合には，権利の濫用として許され

ないが，資材部所属の職員が病気入院したことを契機
としてＹ組合（使用者）事務局の担当職務を変更する
必要性が生じたことから，職務上の必要性はあり，配
転命令がＸ1らを退職に追い込もうと嫌がらせ目的で
行われたとまでは認められないことから，不当な目的
はなく，配転命令は濫用に当たらないとされた例（大
阪府板金工業組合事件・大阪地裁平22.5.21判決)

……1015-48
配転：環境・安全衛生室長に対する職務内容変更に伴う
配転命令 被告Ｙ社が，原告Ｘの職務内容を変更し，
ＥＨＳ（環境・安全衛生）室長から物品等の受入検査
部門（トランザクション業務）へと配置転換したこと
について，その効力が認められた例（ＧＥヘルスケア・
ジャパン事件・東京地裁平22.5.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1017-68
配転：環境・安全衛生室長に対する職務内容変更に伴う
配転命令 Ｘのコミュニケーション能力やリーダー
シップ能力，専門知識において，ＥＨＳ室長としての
Ｘの適性が認められる一方で，Ｘには管理職としての
適性を欠くというＹ社の判断は合理的であるとされ，
配転命令にかかる業務上の必要性が認められた例（Ｇ
Ｅヘルスケア・ジャパン事件・東京地裁平22.5.25判決)

……1017-68
配転：環境・安全衛生室長に対する職務内容変更に伴う
配転命令 配転先であるトランザクション業務は，
ＥＨＳ室長と比較すれば仕事のスケールは小さく，単
調な業務であるなどの配転に伴う不利益も認められる
が，いずれも，通常甘受すべき程度を著しく超える不
利益とはいえないとして，配転命令の効力が認められ，
Ｘの慰謝料請求が棄却された例（ＧＥヘルスケア・ジャ
パン事件・東京地裁平22.5.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1017-68
育休復職後の配置 育介法22条および同法の指針の
「原則として原職又は原職相当職に復帰させることが
多く行われているものであることに配慮すること」は，
努力義務を定める規定であって，原職または原職相当
職に復帰させなければ直ちに同条違反になるとは解さ
れないとされた例（コナミデジタルエンタテインメン
ト事件・東京地裁平23.3.17判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1027-27
育休復職後の担務変更 産休・育休からの復職に当
たって担務変更をしたことは，業務上の必要性に基づ
いて，配転にかかる人事上の権限の行使として行われ
たものであって，育休等の取得を理由としてされたも
のではないとして，担務変更が休業取得を理由とする
不利益取扱いには該当しないとされた例（コナミデジ
タルエンタテインメント事件・東京地裁平23.3.17判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1027-27
育休復職後の職種・職位の変更 使用者が有する従業
員の配置，異動等の人事権の行使は，雇用契約に根拠
を有し，従業員を被告の会社組織の中でどのように活
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用，統制していくかという使用者に委ねられた経営上
の裁量判断に属する事項であり，従業員に周知された
就業規則の規定に基づき行われる職種・職位の変更（役
割グレード引下措置）につき労働者本人の同意を要す
るものとは解されないとされた例（コナミデジタルエ
ンタテインメント事件・東京地裁平23.3.17判決)

……1027-27
情報管理 個人情報の収集に本人の同意がある場合や
収集方法等に照らして定型的に推定的同意があると認
められる場合には，人格的自律ないし私生活上の平穏
を害する態様で収集されたということはできないか
ら，労組が使用者から公式に入手した個人情報につい
ては，推定的同意があると認めるのが相当とされた例
（ＪＡＬ労組ほか〔プライバシー侵害〕事件・東京地
裁平22.10.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1017-14
情報管理 労組による非公式な個人情報の収集には被
記録者の同意がなく違法であり，組合活動をするうえ
で必要な目的のために行われたともいえないから違法
性阻却事由もないとして，プライバシー侵害に当たる
とされた例（ＪＡＬ労組ほか〔プライバシー侵害〕事
件・東京地裁平22.10.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1017-14
情報管理 収集に推定的同意を認め得る個人情報を労
組内部で保管するにとどまるのであれば，保管にも推
定的同意があったと認めるのが相当であるが，容易に
第三者に開示または公表されない状態にあったといえ
る程度の保管がされていたとはいえないから，その保
管は同意の範囲を超えており，プライバシー侵害に当
たるとされた例（ＪＡＬ労組ほか〔プライバシー侵害〕
事件・東京地裁平22.10.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1017-14
情報管理 収集に推定的同意を認め得る情報を労組内
部で使用するにとどまるのであれば，使用にも推定的
同意があったと認めるのが相当であるが，同意のない
情報を労組役員らが使用したこと，個人情報を組合員
に閲覧させたことはプライバシーを侵害しており，印
象等の情報もみだりに開示されたくないと考えること
は自然であるから，本人の同意なく開示することはプ
ライバシーを侵害するとされた例（ＪＡＬ労組ほか〔プ
ライバシー侵害〕事件・東京地裁平22.10.28判決）

……1017-14
採用：内々定取消しと不法行為 ＸがＹ社から採用内
定を得られること，ひいてはＹ社に就労できることに
ついて強い期待を抱いていたことはむしろ当然のこと
であり，特に採用内定通知書交付の日程が定まり，そ
のわずか数日前に至った段階ではＹ社とＸとの間で労
働契約が確実に締結されるであろうとのＸの期待は，
法的保護に十分に値する程度に高まっていたとした一
審判決が維持された例（コーセーアールイー〔第2〕
事件・福岡高裁平23.3.10判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-82(ダ全)

採用：内々定取消しと不法行為 Ｙ社の本件内々定取
消しによって，Ｘに内定の場合と同様の精神的障害が
生じたとすることはできないが，他方，本件内々定取
消しは，Ｘの期待権を一方的に侵害し，それによって
Ｘが受けた精神的苦痛は大きく，いまだ就職できてい
ないことなどを考慮すると，Ｙ社はＸが被ったこれら
損害について賠償すべき責任を負うとして，慰謝料50
万円，弁護士費用5万円が認められた例（コーセーアー
ルイー〔第2〕事件・福岡高裁平23.3.10判決)

……1020-82(ダ全)
採用：内々定取消しと不法行為 Ｘが，Ｙ社から採用
内定を得られること，ひいてはＹ社に就労できること
について，強い期待を抱いていたことはむしろ当然の
ことであり，特に，採用内定通知書交付の日程が定ま
り，そのわずか数日前に至った段階では，Ｙ社とＸと
の間で労働契約が確実に締結されるであろうとのＸの
期待は，法的保護に十分に値する程度に高まっていた
とした一審判決が維持された例（コーセーアールイー
〔第1〕事件・福岡高裁平23.2.16判決)

……1023-82(ダ全)
採用：内々定取消しと不法行為 内々定の合意の実体
は，企業が内定までの間に新卒者が他の企業へ流れる
ことを防止するためのものであって，直接的かつ確定
的な法的効果を伴わないものであり，ＸとＹ社が正式
な労働契約締結を目指すうえでの信義則違反による不
法行為に当たるとして，一審判決が認容した慰謝料額
等（計85万円）が本件における事実関係に相応した額
（慰謝料20万円，弁護士費用2万円）に変更された例
（コーセーアールイー〔第1〕事件・福岡高裁平23.2.
16判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1023-82(ダ全)
その他：上官による暴行・恐喝 Ｙが職務外でＫに暴
行や恐喝をしていたことにつき，艦長はその規律違反
行為を知らなかったと認められるから指導監督義務違
反は認められないが，分隊長，先任海曹，班長がＹの
規律違反行為を知りながら，指導や上司への報告をし
なかったことは指導監督義務違反に当たり，国賠法上
違法であるとされた例（国〔護衛艦たちかぜ（海上自
衛隊員暴行・恐喝）〕事件・横浜地裁平23.1.26判決)

……1023-5
服務規律：男性職員の長髪・ひげ 髪型やひげに関す
る服務中の規律は，勤務関係または労働契約の拘束を
離れた私生活にも及び得るものであることから，その
ような服務規律は，事業遂行上の必要性が認められ，
その具体的な制限の内容が労働者の利益や自由を過度
に侵害しない合理的な内容の限度で拘束力が認められ
るとした一審判決が維持された例（郵便事業〔身だし
なみ基準〕事件・大阪高裁平22.10.27判決)

……1020-87(ダ全)
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人事評価：男性職員の長髪・ひげと低査定等 Ｘに生
じた損害につき，違法な人事評価がなされた結果，支
給停止とされた職能調整額合計9万7200円相当額に加
え，夏季・年末手当減額分4万余円が認められた例（郵
便事業〔身だしなみ基準〕事件・大阪高裁平22.10.27
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-87(ダ全)
人事評価：男性職員の長髪・ひげと低査定等 控訴人
Ｙ社が被控訴人Ｘに対し「特殊」業務の「夜勤」のみ
の担当を指定したこと，またＸに対する上記各基準を
遵守していないことを前提として行われた本件各人事
評価は誤った前提に基づくものであることから，Ｙ社
の上記行為は裁量権を逸脱し違法なものとした一審判
決が維持された例（郵便事業〔身だしなみ基準〕事件・
大阪高裁平22.10.27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-87(ダ全)
差別的処遇：医師に対する長期間の臨床担当除外等
Ｙ1らが，Ｘに対する具体的な改善指導を行わず，

期限の定めのないままＸを臨床担当から外し，臨床等
の機会を全く与えない状態で雇用を継続したことにつ
き，およそ正当な雇用形態ということはできず，差別
的な意図に基づく処遇であったとされた例（学校法人
兵庫医科大学事件・大阪高裁平22.12.17判決)

……1024-37
休職 寮監の業務から高校教諭への配置換えを命じら
れたにもかかわらず，それに従わず年休を取得して入
院したＸに対して，職場放棄に近い行為があったとし
て学校法人であるＹ学園が行った休職処分につき，正
当事由を欠くものとして無効とされた例（学校法人関
西学園事件・岡山地裁平23.1.21判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1025-47
休職命令発令と休職期間満了後の退職扱い 被告Ｙ1
社は，本件休職命令を発令する過程で，原告Ｘの当事
の状況を踏まえてその立場に配慮した働きかけ等をし
たものということができ，Ｙ1社がＸを退職に追い込
む目的を有していたとは認められず，また，診断書の
信用性に疑問を抱くことに合理的な理由があり，Ｙ1
社が復職可能診断を不当に無視したとは認められず，
本件休職命令は無効とはいえないとされた例（日本通
運〔休職命令・退職〕事件・東京地裁平23.2.25判決)

……1028-56
休職命令発令と休職期間満了後の退職扱い Ｙ1社が
Ｘの欠勤（休職）の原因を作ったとは認められず，ま
た，Ｘの病状が回復していたとは思われないとした医
師の意見に相当の説得力があり，これらの事情等に，
Ｘが休職期間満了日を超えて平成20年9月頃まで，抗
不安薬等，医師から処方された薬を服用していたこと
も考慮すると，Ｙ1社が復職可能診断を不当にも無視
したものと認めることはできず，休職期間満了を理由
としてＸを退職扱いとすることが信義則に反し許され
ないとはいえないとされた例（日本通運〔休職命令・

退職〕事件・東京地裁平23.2.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1028-56
内部告発 本件内部告発が公通保護法3条によって保
護されるためには，まず本件内部告発事実が「通報対
象事実」（公通保護法2条3項）に当たることを前提に
したうえ，①「本件内部告発が不正の利益を得る目的，
他人に損害を加える目的その他の不正の目的でないこ
と」，②「事業者である被告Ｙに通報対象事実（公通保
護法2条3項）が生じ，又はまさに生じようとしてい
ると信ずるに足る相当の理由があり，かつ同条3号イ
ないしホのいずれかに該当する場合であること」，③
「本件内部告発先である週刊Ｐの記者が，その者に対
し当該通報対象事実を通報することがその発生又はこ
れによる被害の拡大を防止するために必要であると認
められる者であること」の各要件を満たす必要がある
とされた例（学校法人田中千代学園事件・東京地裁平
23.1.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1029-59
内部告発 公通保護法が保護の対象とする同法2条3
項所定の「通報対象事実」とは，「同法2条別表に掲記
の通報対象法律において犯罪行為として規定されてい
る事実」と「犯罪行為と関連する法令違反行為として
規定されている事実」に限定されており，「通報対象法
律以外の法律に規定された犯罪行為やその犯罪行為と
関連する法令違反行為の事実」，「通報対象法律におい
て最終的にその実効性が刑罰により担保されていない
規定に違反する行為事実」には該当しないものとされ
た例（学校法人田中千代学園事件・東京地裁平23.1.28
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1029-59
在職中の守秘義務 本件情報（4月分）については，
業務の必要性から送受信されたものと推認でき，被告
Ｙ1に守秘義務違反があったということはできない
が，本件情報（6月分）については，Ｙ1は守秘義務
に違反して本件送信行為を行ったというべきであると
された例（カナッツコミュニティほか事件・東京地裁
平23.6.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1034-29
競業避止義務 Ｙ1は平成21年8月24日まではＡ社の
従業員としての立場を有していたというべきであるか
ら，Ｙ1が同年7月8日に設立された被告Ｙ2社の取
締役に就任してＹ2社の営業に関与したことが競業避
止義務に違反することは明らかであるとされた例（カ
ナッツコミュニティほか事件・東京地裁平23.6.15判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1034-29

懲 戒 処 分

懲戒解雇：不正経費の計上等 社内旅行の実施を担当
した総務部人事部長に対する，妻を伴っての下見費用，
旅行代理店に対する付替え請求指示等は就業規則上の
服務規律違反に当たるが，懲戒解雇事由には当たらな
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いとされた例（ビーアンドブィ事件・東京地裁平22.7.
23決定）㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-25
懲戒解雇 私立高校教諭原告Ｘ1が顧問を務めていた
書道部の活動費を，実際には発生していない「大広間
代」として PTAに請求し受領していたことを理由と
する免職（解雇）処分が，社会通念上相当であるとは
認めがたいとして，懲戒権ないし解雇権濫用に当たり
無効とされた例（Ｙ学園事件・大阪地裁平22.5.14判決)

……1015-70
懲戒免職：セクハラ行為等 一口にセクハラ発言と
いっても，それまでの両者の関係や当該発言の会話全
体における位置づけ，当該発言がされた状況等も考慮
する必要があり，加害者がした性的な発言内容はもと
より，その日時をできるかぎり特定し，発言を受けた
相手方の氏名を示す必要があるとされた例（京都市〔北
部クリーンセンター〕事件・大阪高裁平22.8.26判決)

……1016-18
懲戒免職 地方公共団体が自らの懲戒権の行使につい
て懲戒処分指針を定めた以上は，懲戒処分を行うには
同指針が定める要件に基づいて行う必要があり，「準ず
る」とか「匹敵する」という理由で処分原因を拡張解釈
することはできないとされた例（京都市〔北部クリーン
センター〕事件・大阪高裁平22.8.26判決)㌀㌀㌀㌀1016-18
懲戒免職 懲戒免職処分という重い処分に際しては，
特段の事情がないかぎり，処分の理由となる事実を具
体的に告げ，これに対する弁明の機会を与えることが
必要であるとし，防御の機会が与えられていない場合
には，処分理由とすることは許されないとされた例（京
都市〔北部クリーンセンター〕事件・大阪高裁平22.8.
26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1016-18
懲戒免職 協会のタクシーチケットは，Ｙの公金・公
物ではなく，その業務外目的での使用はＹの懲戒指針
の「公金又は公物の横領」等に該当せず，また物品手
数料の簿外管理は上司も黙認していたこと，手数料収
入は主に職員の福利厚生や来訪客接待経費に充てるな
ど全くの個人的費消とはいえないことから，いずれも，
より軽い処分が想定されている「公金公物処理不適正」
に該当するとして，Ｘに対する懲戒免職処分が平等取
扱原則に照らして重きに失し，裁量を逸脱していると
された例（京都市〔北部クリーンセンター〕事件・大
阪高裁平22.8.26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1016-18
懲戒解雇：工事代金の架空請求等による詐欺 工事部
現場担当者であったＸ1の一連の行為（工事代金の架
空請求等による詐欺，虚偽申請のうえでの海外旅行，
宿泊費の不正請求）は，刑法の詐欺に該当する犯罪行
為であり，懲戒解雇事由に該当するとされ，Ｘ2がＸ1
の詐欺について相談に乗ったこと，弁護士の調査に対
し虚偽の事実を述べたこと，また，Ｙ社の製造番号を

使用して事務用品等を購入したことなどは，社会通念
上，解雇事由に該当するとされた例（ダイフク事件・
東京地裁平22.11.9判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1016-84(ダ)
非違行為等を理由とする懲戒解雇 労働契約法15条の
内容は，①懲戒処分の根拠規定が存在していることを
前提に，②懲戒事由への該当性，③相当性の3つの有
効要件から構成されており，この②および③の各有効
要件の有無は，それぞれ「労働者の行為の性質及び態
様その他の事情」，すなわち当該労働者の態度・動機，
業務に及ぼした影響，損害の程度のほか，労働者の情
状・処分歴などに照らし判断する必要があるとされた
例（学校法人Ｂ〔教員解雇〕事件・東京地裁平22.9.10
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1018-64
非違行為等を理由とする懲戒解雇 懲戒という制裁罰
を科しうる実質的根拠は企業秩序維持の要請にあり，
懲戒権は，単に労働者が雇用契約上の義務に違反した
というだけでは足りず，企業秩序を現実に侵害したか，
少なくともその具体的な危険性が認められる場合に発
動することができるとされた例（学校法人Ｂ〔教員解
雇〕事件・東京地裁平22.9.10判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1018-64
非違行為等を理由とする懲戒解雇 当該企業秩序違反
行為から長期間が経過しているからといって，そのこ
とから直ちに当該懲戒解雇が社会通念上相当性を欠く
ことにはならないが，懲戒解雇の制裁罰としての本質
（①）およびこれに由来する手続的安定性確保の要請
（②）に照らすと，使用者の上記裁量権には自ずから
限りがあり，イ労働者の企業秩序違反行為が存在し，
懲戒事由該当性が肯定される場合であっても，長期間
の経過によって企業秩序が回復し，その維持のために
懲戒処分を行う必要性が失われた場合，あるいはロ合
理的理由もなく著しく長期間を経過してから懲戒権を
行使したことにより，懲戒処分は行われないであろう
との労働者の期待を侵害し，その法的地位を著しく不
安定にするような場合などには，例外的に当該懲戒解
雇は，懲戒権の行使時期の選択を誤ったものとして社
会通念上の相当性を欠き，懲戒権の濫用を構成するも
のと解するのが相当であるとされた例（学校法人Ｂ〔教
員解雇〕事件・東京地裁平22.9.10判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1018-64
懲戒解雇：経歴詐称 使用者が雇用契約の締結に先立
ち雇用しようとする労働者に対し，その労働力評価に
直接関わる事項やこれに加え企業秩序の維持に関係す
る事項について必要かつ合理的な範囲内で申告を求め
た場合には，労働者は信義則上真実を告知すべき義務
を負うものというべきであるとされた例（メッセ事
件・東京地裁平22.11.10判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1019-13
懲戒解雇：経歴詐称 Ｘが本件雇用契約締結に際して，
経営コンサルタントに従事していたと虚偽の申告を
し，服役の事実を隠していたことが，「重大な経歴をい
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つわり採用された」場合に該当するとされ，本件解雇
は，Ｘの経歴詐称行為の性質および態様その他の事情
に照らして，客観的に合理的な理由があり，社会通念
上相当であると認められるから，その権利を濫用した
ものとはいえず，本件解雇は有効であるとされた例
（メッセ事件・東京地裁平22.11.10判決)㌀㌀㌀㌀㌀1019-13
懲戒解雇：派遣女性従業員らに対するわいせつ行為
被告Ｙ社の部長職であった原告Ｘが，Ｙ社業務委託
先に派遣されていた女性従業員2人に対し，ホテルの
客室内でわいせつ行為をしたことを理由として懲戒解
雇された件につき，本件わいせつ行為は，強制わいせ
つ罪にも当たり得るほどに重大なものであり，被害者
女性らに与えた精神的衝撃も大きく，このような行為
の悪質性，重大性に照らせば，Ｙ社が懲戒処分の中で
最も厳しい解雇処分を選択したことは十分に合理性を
有するものとされた例（富士通エフサス事件・東京地
裁平22.12.27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1022-70(ダ)
懲戒解雇：派遣女性従業員らに対するわいせつ行為
Ｘに対する懲戒解雇は，弁護士も関与した詳細な調
査・検討と，これに基づく社内手続を経て行われてお
り，手続的な瑕疵は見当たらず，本件懲戒解雇は懲戒
権の濫用には当たらず有効であるとされた例（富士通
エフサス事件・東京地裁平22.12.27判決)

……1022-70(ダ)
懲戒解雇 使用者が労働者に対する懲戒処分を検討す
るに当たっては，特段の事情がないかぎり，その前提
となる事実関係を使用者として把握する必要があり，
特に懲戒解雇は，懲戒処分の最も重いものであるから，
使用者は，懲戒解雇をするに当たっては，従業員の行
為および関連する事情を具体的に把握し，当該行為が
就業規則の定める懲戒解雇事由に該当するのか（懲戒
解雇の合理性），当該行為の性質・態様その他の事情に
照らして，懲戒解雇以外の懲戒処分を相当とする事情
がないか（懲戒解雇の相当性の観点）といった検討を
すべきであるとされた例（セイビ事件・東京地裁平23.
1.21決定)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1023-22
懲戒解雇 現経営陣に対する辞任要求等を契機として
なされた懲戒解雇処分につき，被告Ｙ社の懲戒委員会
は労働者らの行為を具体的に把握したうえで当該行為
の懲戒事由への該当性，懲戒処分の要否・内容を審議
したわけではなく，就業規則所定の適正手続の趣旨に
実質的に反し，懲戒解雇事由としての本件懲戒付議事
項の存在ないし懲戒解雇事由該当性を認めるに足りる
疎明もなく，社会通念上相当なものとは認められない
とされた例（セイビ事件・東京地裁平23.1.21決定)

……1023-22
懲戒免職：業務終了後の酒酔い運転 業務外の飲酒運
転および物損事故を理由とする懲戒免職処分を取り消

した一審判決につき，当該懲戒免職処分が社会観念上
著しく妥当を欠き，懲戒権者の裁量権の範囲を逸脱し
これを濫用したとまでは認められないとして取り消さ
れた例（高知県〔酒酔い運転・懲戒免職〕事件・高松
高裁平23.5.10判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1029-5
懲戒免職：業務終了後の酒酔い運転 地公法27条1項
が懲戒処分の公正を定めていることに照らすと，地方
公務員としての身分を喪失させるという重大な不利益
を及ぼす懲戒免職処分については，処分の基礎となる
事実の認定等について被処分者の実体上の権利の保護
に欠けることのないよう，適正かつ公正な手続きを履
践することが要求されているというべきであり，Ｙの
条例には免職処分について弁明の機会の付与に関する
規定はなく，本件懲戒免職処分に先立ち，Ｙの人事課
職員が事情を聴取し，本人からも顛末書の提出がなさ
れるなどしていたことから，改めて弁明の機会を与え
ていないとしても，裁量権の逸脱があるとはいえない
とされた例（高知県〔酒酔い運転・懲戒免職〕事件・
高松高裁平23.5.10判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1029-5
懲戒解雇：出張旅費の不正請求・私的流用 原告Ｘは，
日帰出張旅費につき70万円を上回る額を過大請求し，
その私的流用をしたことが認められ，この行為は被告
Ｙ社の就業規則に該当するものであることから，Ｘの
本件懲戒解雇には懲戒事由の存在が認められるとされ
た例（ＮＴＴ東日本〔出張旅費不正請求〕事件・東京
地裁平23.3.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1032-91(ダ全)
懲戒解雇：業務命令違反 本件配転命令は，専ら債権
者らを配転命令拒否（＝懲戒事由の発生）へと導く，
不当な意図の下に発せられたものであると推認される
うえ，本件各配転命令によって上記債権者らに生じる
不利益は通常甘受すべき程度を著しく超えるもので，
本件各配転命令は，配転命令権の濫用に当たり無効と
された例（セネック事件・東京地裁平23.2.21決定)

……1030-72
懲戒・諭旨解雇 懲戒解雇および諭旨解雇の無効確認
の訴えが，終了原因に関して争いはあるものの，すで
に原告Ｘ1らと被告Ｙ社との間の雇用契約は終了して
いること，上記の解雇処分の有効無効の判断は，Ｘ1
らがＹ社に対して求めている退職金請求あるいは損害
賠償請求において判断されること，本件において，過
去の法律関係等の確認を求める特段の事情があること
を認めるに足りる的確な証拠はないことからすると，
上記の解雇処分の無効確認の訴えには確認の利益があ
るとはいえず，不適法な訴えとして却下された例（モ
リクロ〔懲戒解雇等〕事件・大阪地裁平23.3.4判決)

……1030-46
懲戒・諭旨解雇 Ｘ1ら（6名）がＹ社からの集団での
退職および同業他社への集団での転職を画策し，Ｙ社
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に打撃を与えて混乱と回復しがたい損害を生じさせ，
あわよくばＹ社を潰そうとしたという不当，違法な目
的を持っていたとしてなされた懲戒解雇および諭旨解
雇が無効とされた例（モリクロ〔懲戒解雇等〕事件・
大阪地裁平23.3.4判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1030-46
諭旨解雇：業務妨害等 栄養士または調理師（調理員）
の正規職員として勤務していた原告Ｘ1ら4名が，被
告Ｙの提案した雇用形態の変更の方針に反対して，職
安に労働争議中であると話したことや上部団体の組合
員がＹの業務委託先会社に対して職員の募集広告を取
りやめるよう求めるなどした組合活動について，Ｙに
対する求人の妨害にあたるという理由でなされた諭旨
解雇が無効とされた例（福島県福祉事業協会事件・福
島地裁平22.6.29判決㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-54
諭旨退職 本件医療事故について，Ｘの過失は否定さ
れるべきであり，逮捕，起訴されたといっても後に無
罪判決が確定したのであるから，本件諭旨退職につい
て，Ｘが人工心肺の操作を適切に行わず，被害者に重
度の脳障害を招き死亡に至らしめたことおよび業務上
過失致死罪で逮捕，起訴されたことを理由とする部分
は相当ではないとされた例（学校法人Ａ大学〔医師・
諭旨退職処分〕事件・東京地裁平22.8.24判決)

……1017-52
諭旨退職 Ｘは，医療記録の一部改竄に協力し，その
うえ，被害者が本件手術中に脳障害を発症した疑いが
あったのに，被害者の遺族に対し死因は心不全であっ
たというごまかしの説明をする目的で，その改竄に協
力したのであるから，脱血不良の事実を隠蔽するため
に，人工心肺記録等の一部改竄に協力したとの理由だ
けでかなり重い処分を受けてもやむを得ないとされた
例（学校法人Ａ大学〔医師・諭旨退職処分〕事件・東
京地裁平22.8.24判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1017-52
諭旨退職 Ｘが医療記録の一部改竄に協力した目的
は，Ｘの過失がないように見せかけることではなく，
死因をごまかすところにあり，Ｘは弁明の機会の行使
として，弁護士を通して意見を付した回答をしたうえ
で退職願を提出したことによれば，退職意思を有して
いたことが認められ，改竄を主導した医師に対する処
分が懲戒解雇であったこととのバランスを考慮する
と，本件諭旨退職を違法ということはできないとされ
た例（学校法人Ａ大学〔医師・諭旨退職処分〕事件・
東京地裁平22.8.24判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1017-52
諭旨解雇：バス運転手の度重なる酒気帯び行為 道路
交通法上の酒気帯びの状態と断定できなかった原告Ｘ
について諭旨解雇とするのは社会通念上重きに失する
ものと評価せざるを得ず，本件諭旨解雇は解雇権を濫
用した無効なものといわざるを得ないとされた例（京
阪バス事件・京都地裁平22.12.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-35

諭旨解雇：バス運転手の度重なる酒気帯び行為 1，
2回目の検査では「Low」の反応が出ており，Ｘに一
定程度の飲酒をしていたことが推認できることやエチ
ケットマウスミントの使用が検査結果をうやむやにす
るためになされた疑いがあることなどを考慮すれば，
Ｘの被った精神的苦痛を過大に評価することはできな
いなどとして，慰謝料は50万円を下ることがないもの
と評価するのが相当であり，弁護士費用として10万円
の支払いを命ずるのが相当であるとされた例（京阪バ
ス事件・京都地裁平22.12.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-35
諭旨解雇 ①（ゼミ生らにプロジェクトへの参加等を
強制した行為）については，Ｘ1らは，准教授でゼミの
指導教官として，学生を適切に指導・監督する注意義
務を有しているにもかかわらず，学生の意思を適宜確
認せず，また，作業量等の状況を把握しないまま作業
を行わせたという，いわば消極的な義務違反行為に及
んだもので，それ以上に，Ｘ1らが学生に参加や長時
間にわたる作業を直接強要するような行動をし，参加
をやめた学生に不利益を課したというような積極的な
人権侵害行為に及んだ事実を認めるに足りず，②（①
の結果，学生Ｍを一時不登校ともいえる状態に至らし
めた行為）は，時期的に相談員会議からの注意を受け
る前のことであり，③（学生の自主的活動であるとし
て何らの有効な改善策を講じなかった行為）について
は，Ｘ1らは相談員会議からの注意を受けた後，各ゼ
ミ生に参加は強制ではなくやめたい人はやめていい旨
伝え，その後実際にやめた学生がいることが認められ，
これによりＸ1らは学生らに参加の意思を確認し，プ
ロジェクトから抜ける機会を与えているということが
でき，上記①に関しても，状況は一応ではあるものの
改善されたと認められるとされ，とすれば，①から③
の懲戒事由としてあげられているＸ1らの行為は，確
かにハラスメントに該当する行為であり，Ｘ1らに反
省を促す必要があるというべきであるが，その行為の
性質およびその後のＸ1らの対応にかんがみると，そ
れ自体直ちに諭旨解雇ないし懲戒解雇に相当する重大
な非違行為であるとまではいえないとされた例（Ｙ大
学〔アカデミックハラスメント〕事件・札幌地裁平22.
11.12判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1023-43
諭旨解雇：システムエンジニアの無断欠勤等 控訴人
Ｘ（一審原告）には，被控訴人Ｙ社（一審被告）に申
告した被害事実が，自己の精神的な不調に基づく被害
妄想であるなどという意識はなかったこと，Ｙ社も，
Ｘが申告した被害事実について，Ｘがこれを自己の精
神的な不調に基づく被害妄想であるという意識を有し
ていないことを認識していたことなどを考慮すれば，
Ｘが就業規則により病気を理由として欠勤を事前に届
け出ることは期待することができず，就業規則の「や
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むを得ない理由により事前の届出ができない場合」に
該当し，Ｘは上司に対し，「適宜の方法で欠勤の旨を所
属長に連絡」したものと認めることができるので，Ｘ
が有給休暇を消化した後に申告した被害事実を理由に
欠勤を継続したからといって，直ちに正当な理由のな
い欠勤に該当するということはできず，これを無断欠
勤として取り扱うのは相当ではないとされた例（日本
ヒューレット・パッカード事件・東京高裁平23.1.26判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1025-5
諭旨解雇：システムエンジニアの無断欠勤等 Ｘは，
平成20年7月25日の出勤命令に対しては異議を述べな
がらも同月31日にはこれに応じて出社しているのであ
るから，Ｘの欠勤に対して精神的な不調が疑われるの
であれば，本人あるいは家族，Ｙ社のEHS（環境・衛
生・安全部門）を通した職場復帰へ向けての働きかけ
や精神的な不調を回復するまでの休職を促すことが考
えられたし，精神的な不調がなかったとすれば，Ｘが
欠勤を長期間継続した場合には無断欠勤となり，懲戒
処分の対象となることなどの不利益をＸに告知する等
の対応をＹ社がしておれば，約40日間Ｘが欠勤を継続
することはなかったといえ，Ｙ社が諭旨退職処分の理
由としている懲戒事由（無断欠勤，欠勤を正当化する
事由がない）を認めることはできず，上記処分が無効
とされた例（日本ヒューレット・パッカード事件・東
京高裁平23.1.26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1025-5
諭旨解雇：システムエンジニアの無断欠勤等 無断欠
勤等を懲戒事由とする諭旨退職処分を社会的に相当で
あるとした一審判決が変更された例（日本ヒューレッ
ト・パッカード事件・東京高裁平23.1.26判決)

……1025-5
減給，出勤停止等：遅刻・無断欠勤等の非違行為 遅
刻および無断欠勤を理由とする減給10分の1ないし20
分の1の懲戒処分につき，Ｙ2社およびＹ1社就業規則
に該当することは明らかであり，これについての制裁
として減給を選択しても重きに失するということはで
きないが，減給の額が平均賃金の1日分の半額を超え
ているから，労働基準法91条に違反し懲戒処分が無効
であるとされ，他方，禁止されていた派遣労働者によ
る清掃車両の運転をさせたこと，有料で収集すべき事
業系一般廃棄物を無料で収集したことを理由とする戒
告処分につき，Ｙ1社就業規則の所定の訓戒であると
したうえで，Ｙ1社就業規則50条3号，6号，9号に該
当し，同処分が重きに失するとはいえないから懲戒権
の濫用に当たるとはいえないとされた例（日光産業ほ
か1社事件・大阪地裁堺支部平22.5.14判決)

……1013-127
減給 書道部の顧問で会計担当を務めていた原告Ｘ2
が，前任者の取扱いを踏襲して，不正に PTAから施

設費を得ていたことを理由とする減給処分は，客観的
合理性があり，かつ，社会通念上相当であるとされ，
賃金の減額分の請求が棄却された例（Ｙ学園事件・大
阪地裁平22.5.14判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1015-70
減給 学内謹慎期間中の生徒に対し，原告教員が，自
主退学することを望んでいるかのような発言をしたこ
とにつき，就業規則の「懲戒を受けたにもかかわらず
改悛の見込みのないとき」に該当するとしてなされた
減給処分が懲戒権の濫用には当たらないとされた例
（学校法人大谷学園事件・横浜地裁平22.10.28判決)

……1019-24
減給 タクシー運転手の度重なる交通事故は看過でき
ないとの判断から，賞罰規程所定の手続きに基づいて
行われた減給処分（交通事故1件につき5000円とし，
毎月の給与から1万円を減額）には，使用者の裁量の
逸脱濫用があったとは認められないとされた例（国際
興業大阪事件・大阪地裁平23.1.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1027-79
減給 Ｙ社代表者の供述によっても，Ｘに懲戒事由は
認められないから，本件減給が懲戒処分として有効で
あるとは認められず，また，本件減給分の返還につい
てＸとＹ社代表者との間で協議が持たれ，これについ
て結論が出ないままに本件減給が実施されたものとい
えるから，Ｘが本件減給に同意したとも認められない
として，未払賃金差額請求10万9500円が認められた例
（ココロプロジェクト事件・東京地裁平23.3.23判決)

……1029-18
減給 内部監査室長に対する業務命令違反を理由とす
る減給処分が無効とされた例（日本ベリサイン事件・
東京地裁平22.12.27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1031-62
譴責処分：セクハラ発言 原告Ｘが女性社員に対しセ
クハラ発言をしたとして被告Ｙ社より譴責処分を受け
た件につき，Ｘの女性社員への発言は配慮を欠き，性
的な不快感を覚えさせたのであるから，故意ではな
かったとしても，相手方の意に反する性的言動，すな
わち，セクハラに該当するというべきであるとされた
例（東芝ファイナンス事件・東京地裁平23.1.18判決)

……1023-91(ダ全)
譴責処分：セクハラ発言 Ｙ社による本件譴責処分の
手続きは相当性を欠くものとまでは見ることができな
いとし，また，Ｘに対し本件譴責処分を科したことが，
社会的相当性を欠き，懲戒権の濫用に当たるとまでは
いえないとして，本件譴責処分が無効であるとするＸ
の主張が棄却された例（東芝ファイナンス事件・東京
地裁平23.1.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1023-91(ダ全)
出勤停止 訓告，厳重注意，譴責ないし減給によって
Ｘの改善がおよそ期待できないような事情は本件記録
上うかがえないことおよび本件処分が6か月間に及ぶ
長期間の出勤停止処分であって，大学教員としての活
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動ができないのみならず，その間の収入を絶つもので
あることを考慮すると，上記懲戒事由①（学生に「先
生から電話があったらすぐに折り返し電話をしないの
か」などと述べたこと），②（診断書を提出したのに無
視して作業を続けさせたこと）に該当する事実の存在
を前提としても本件処分をすることは，懲戒手続の際
のＸの対応を考慮してもなお重きに失し，Ｒ大学が懲
戒権に関する裁量を逸脱しているとされた例（Ｒ大学
〔ハラスメント〕事件・金沢地裁平23.1.25判決)

……1026-116

普 通 解 雇

解雇予告 被告会計事務所Ｙの就業規則を解釈すれ
ば，Ｙが解雇予告手当の支払いを免れることができる
のは「懲戒解雇の場合で，かつ，労働基準監督署長の
除外認定を受けたとき」に限定されるが，本件では所
轄労基署長の除外認定を受けていないうえ，本件解雇
通知の文言からすれば本件解雇は普通解雇と解される
とし，労働基準法20条1項ただし書にかかるＹの主張
を退け，Ｙに解雇予告手当43万余円ならびに同額の付
加金の支払いが命じられた例（Ｈ会計事務所事件・東
京地裁平22.6.30判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-37
解雇予告 原告Ｘは，Ｙ社代表者との間で，平成19年
8月頃に後任者を探した後に退職することで合意して
おり，これに反し，Ｙ社代表者がＸに対し，同年7月
末日で退職するように求めた行為は，同日をもって解
雇する旨の意思表示をしたものというべきであるとさ
れた例（シーディーシー事件・山形地裁平23.5.25判決)

……1034-47
変更解約告知 仮に，本件解雇を変更解約告知による
解雇として，その効力を判断した場合でも，整理解雇
としての合理性を基礎づけるような事情はうかがわれ
ず，解雇権を濫用したものとして無効であるとされた
例（福島県福祉事業協会事件・福島地裁平22.6.29判決)

……1013-54
非違行為：取引先女性従業員に対するセクハラ言動
訴外Ｅ社に勤務するＫに対するＸの言動がセクハラ

行為に該当するとか，社会的に許容される限度を超え
たものということはできないから，Ｘの本件言動を本
件解雇事由を基礎づけるものということはできず，ま
た，本件解雇は整理解雇の実質を持つとのＹ1社主張
も採用できないから，Ｘに対する本件解雇は，客観的
に合理的な理由を欠き，社会通念上相当であるとは認
められず無効であり，本件解雇からＹ2共済会の解散
までの期間の未払賃金請求が認容された例（ジョブア
クセスほか事件・東京地裁平22.5.28判決)㌀㌀㌀㌀1013-69
非違行為 遅刻・無断欠勤を再三繰り返し，数度にわ

たって懲戒処分を受けた半年後に，1ないし2分間の
遅刻をしたこと，業務外で運転免許の取消処分を受け
たことを理由とする解雇につき，懲戒解雇ではなく普
通解雇であるとされ，その有効性が認められた例（日
光産業ほか1社事件・大阪地裁堺支部平22.5.14判決)

……1013-127
非違行為：取引先女性従業員に対するセクハラ言動
平成19年8月21日付の「業務発注依頼の中止に関す

る予告通知書」で行われた本件解雇（整理解雇）は，
客観的に合理的な理由を欠き，社会通念上相当である
とは認められず，その権利を濫用したものとして無効
であるとした一審判決が維持された例（ジョブアクセ
スほか事件・東京高裁平22.12.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1019-5
整理解雇と不当労働行為 人員削減の必要性が認めら
れ，勤務日数の縮減，給与・賞与の減額などの解雇回
避努力がつくされており，人事考課その他の評価ポイ
ントに基づく被解雇者の人選に合理性が認められ，労
働組合との交渉，従業員に対する説明会の経緯などに
照らせば手続きの相当性が認められるとして，整理解
雇の有効要件の具備が認められた例（乙山金属運輸〔保
全抗告〕事件・東京高裁平22.5.21決定)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-82
整理解雇と不当労働行為 組合員23名のうち15名が役
員であり，人員削減の必要性，人選の合理性にもかん
がみると，整理解雇が，被解雇者が労働組合の組合員
であることや，その活動のゆえをもってなされたとは
いえないとされた例（乙山金属運輸〔保全抗告〕事件・
東京高裁平22.5.21決定)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-82
整理解雇 Ｘ1の解雇につき，当時は整理解雇として
行われたにもかかわらず，Ｙ社が本件訴訟に至って初
めて懲戒解雇を主張することは，解雇手続としての適
正を著しく欠く等として，懲戒解雇として無効である
とされ，また，整理解雇としても有効性（相当性）を
基礎づけうるＹ社の主張ないし立証はなく，解雇予告
手当も支払われておらず，普通解雇としても無効であ
るとされた例（レイズ事件・東京地裁平22.10.27判決)

……1021-39
整理解雇 いわゆるリーマンショックによってグルー
プ全体で多大な損失を被った被告Ｙ社において，リス
トラ策の一環として，ハイリスクの金融商品販売から
事実上の撤退が行われたなかで，同商品を主に扱って
きた原告Ｘに対する整理解雇の効力が否定された例
（クレディ・スイス証券事件・東京地裁平23.3.18判決)

……1031-48
整理解雇 約1年間におよぶ自宅待機命令後に行われ
た整理解雇について，他の従業員に対しては高額の
IPC（インセンティブ・パフォーマンス・コンペンセイ
ション・アワード）が支払われていることや，新規採
用が行われていること等から，Ｘを解雇する業務上の
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必要性に比較して，Ｙ社の解雇回避努力は明らかに不
十分として解雇の効力が否定された例（クレディ・ス
イス証券事件・東京地裁平23.3.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1031-48
整理解雇 Ｙ1社の受注業務終了に伴うＹ3社の従業
員であるＡらに対する解雇は，企業を存続させるため
に経営上必要とされる人員削減とは様相を異にする解
雇形態であるから，整理解雇法理の適用にはなじまず，
端的に，解雇権濫用論の成否における検討要素として，
解雇回避努力の有無ないしその程度と，手続きの相当
性を考慮要素とするべきとされた例 (エコスタッフ
[エムズワーカース]事件・東京地裁平23.5.30判決)

……1033-5
派遣先の契約解除による派遣労働者の期間内解雇 登
録型派遣労働契約であって，派遣契約が期間内に終了
した場合であっても，「やむを得ない事由」がある場合
に限り，期間内の解雇が認められるとされ，期間内の
解雇は，期間の定めのない労働契約の解雇が権利の濫
用として無効となる要件である「客観的に合理的な理
由を欠き，社会通念上相当であると認められない場合」
よりも厳格に解されるべきであるから，期間の定めの
ない労働契約における解雇権濫用法理の一形態である
整理解雇の要件をそのまま当てはめるのは妥当ではな
いとされた例（アウトソーシング事件・津地裁平22.11.
5判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1016-5
勤務態度 ＸにＹ社の就業規則に定める解雇事由に該
当する事情があることは明らかであったので，Ｙ社が
Ｘに対し本件欠勤を契機として本件解雇をしたことは
やむを得なかったものというべきであり，懲戒処分な
どの解雇以外の方法を採ることなくされたとしても本
件解雇が著しく相当性を欠き，Ｘに対する不法行為を
構成するものということはできないとされた例（小野
リース事件・最高裁三小平22.5.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1018-5
勤務態度：マンション管理人の解雇 被告Ｙ社から訴
外Ｂ社が管理するマンションの住込み管理員として派
遣されていた原告Ｘが，Ｙ社より，Ｂ社との間の直接
雇用契約にすべく転籍出向の意向打診がなされたが同
意せず，また，研修を欠席したことなどから解雇され
た件につき，Ｘの解雇は就業場所についての事前協議
協定に反し無効とされた例（互光建物管理事件・大阪
地裁平23.1.27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1026-172(ダ)
職務能力，業務命令違反 Ｙ社・労働組合間の事前協
議・同意条項の趣旨は，Ｙ社が本件組合に加入してい
る従業員を解雇しようとする場合，Ｙ社に対し，事前
に本件組合との間でその同意が得られるように誠実に
交渉することを義務づけることにあるが，本件解雇に
ついてＹ社・本件組合間で事前に協議を行っておらず，
解雇手続に重大な瑕疵があるというべきであるから，
労働契約法16条により無効とされた例（石原産業〔ご

み収集車乗務員・解雇〕事件・大阪地裁平22.9.24判決)
……1018-87(ダ)

職務能力等 「生徒アンケート」につき，「各講師の技
術力や集客力等の客観的かつ総合的な評価指標となっ
ている」と認めたうえで，生徒アンケートで低評価が
連続していたことや，生徒・保護者からのクレームが
多数寄せられていたことを理由に原告Ｘの授業能力に
問題があったと認め，普通解雇が有効と判断された例
（類設計室事件・大阪地裁平22.10.29判決)㌀㌀㌀1021-21
職務能力等 生徒に対する暴行行為や保護者とのトラ
ブルなど8項目について，事実が存在しないか，また
はＸに非があると評価することは困難であるなど，い
ずれも教職員としての資質に欠ける事由には当たらな
いとして，Ｘに対する解雇処分が無効とされ地位確認
請求が認容された例（学校法人関西学園事件・岡山地
裁平23.1.21判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1025-47
職務能力等 信頼関係喪失を理由とする内部監査室長
に対する解雇が解雇権濫用として無効とされた例（日
本ベリサイン事件・東京地裁平22.12.27判決)

……1031-62
休職期間満了による解雇と労基法19条1項 本件解雇
は，原告Ｘが業務上の疾病にかかり療養のために休業
していた期間にされたものであって，労基法19条1項
本文に反し，無効であるとする一審判決が維持された
例（東芝〔うつ病・解雇〕事件・東京高裁平23.2.23判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1022-5
海外業務契約の解除 被告Ｙ社の原告Ｘに対する中東
業務契約解除につき，本件就業規則には解雇規定はあ
るが，Ｙ社に在籍しつつ一部の業務について契約を解
除する旨の規定はないことや，Ｙ社がＸに対し退職の
意思の有無を確認せずに退職手続を進めたことから，
Ｙ社は，契約解除通知書の交付をもって，Ｘに対し解
雇の意思表示をしたものと認められた例（日鯨商事事
件・東京地裁平22.9.8判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1025-64
派遣会社待機社員の解雇 被告派遣会社Ｙ社におい
て，派遣労働者として就労しており，契約期間満了に
より待機社員となった原告Ｘに対する解雇につき，Ｙ
社に切迫した人員削減の必要性は認められず，また，
解雇回避努力を十分につくしたといえず，解雇対象者
の人選にも合理性がないとして，解雇無効とされた例
（テクノプロ・エンジニアリング〔派遣労働者・解雇〕
事件・横浜地裁平23.1.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1028-91(ダ)
事業計画の変更 債務者は，債権者の処遇を検討せざ
るを得ない状況において，偶さか債権者が中心となっ
て本件労組を結成する動きがあることを察知したこと
から，「事業計画の変更」といった，実際とは異なる解
雇理由を楯に，即刻，債権者に対する普通解雇に踏み
きったことが認められるので，本件解雇事由に基づく
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普通解雇は，いかにも拙速というよりほかないもので
あるうえ，不当労働行為の疑いさえある解雇であって，
労契法16条にいう「客観的に合理的な理由を欠き，社
会通念上相当であると認められない場合」に該当し無
効とされた例（セネック事件・東京地裁平23.2.21決定)

……1030-72

契 約 の 終 了

定年制：継続雇用制度，再雇用拒否 Ｙにおいては，
再雇用就業規則において再雇用条件（健康状態，意欲，
能力）が定められていたものの，高年法9条2項にい
う「継続雇用制度の対象となる高年齢者にかかる基準
を定める労使協定」は締結されていなかったところ，
当該規則制定の経過やその運用状況等にかんがみれ
ば，同規則所定の要件を満たす定年退職者は，Ｙとの
間で同規則所定の取扱いおよび条件に応じた再雇用契
約を締結する雇用契約上の権利を有するものと解せら
れ，要件を満たす定年退職者が再雇用を希望したにも
かかわらず，Ｙが再雇用拒否の意思表示をした場合に
は，解雇権濫用法理（労契法16条）の類推適用により
無効となり，ＸとＹとの間には再雇用契約が成立した
ものとして取り扱われることになるとされた例（東京
大学出版会事件・東京地裁平22.8.26判決)㌀㌀㌀㌀1013-15
定年制：継続雇用制度，再雇用拒否 本件再雇用就業
規則3条⑵の「再雇用者として通常勤務できる意欲と
能力がある者」という要件のうちの「能力」の解釈に
つき，その中心的なものとしては，当該職務を遂行す
るうえで備えるべき身体的・技術的能力を意味するが，
職務遂行に必要な環境および人間関係等に照らせば，
その備えるべき身体的・技術的能力を測るに当たり，
協調性や規律性等の情意についても，その要素として
考慮しなければならない場合もあるとされた例（東京
大学出版会事件・東京地裁平22.8.26判決)㌀㌀㌀㌀1013-15
派遣労働者に対する契約解除 本件労働者派遣の内容
は，Ｙ2共済会の共済事業の査定業務等の職務（労務）
を遂行することを内容とするもので，当該職務が存在
するかぎりでの「期間の定めのない」労働契約である
と解せられるところ，Ｙ2共済会が解散したことに
よって本件労働契約も終了したものというべきである
とされた例（ジョブアクセスほか事件・東京地裁平22.
5.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-69
雇止め 少なくとも従前にＹ社において有期労働契約
を締結していた契約社員には，契約更新の合理的期待
があると評価できるとされ，方針Ａおよび同Ｂ，特に
概ね3年を目処に正社員化できない契約社員について
雇用調整を行うことの合理性をうかがわせる事情は想
定できず，本件雇止めの正当性を認めることはできな

いとされた例（明石書店〔製作部契約社員・仮処分〕
事件・東京地裁平22.7.30決定)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1014-83(ダ)
雇止め Ｘ1らの雇止めにおいて，Ｘ1らに非違行為等
の落ち度は全く，Ｙらも使用者側の経営事情等により
生じた非常勤講師数削減の必要性に基づく雇止めであ
ること自体は否定していない以上，Ｘ1らの雇止めは
使用者が経営合理化を進めるために余剰人員削減を目
的として行った雇止めであるとして，整理解雇の法理
を類推適用すべきであるとされた例（学校法人加茂暁
星学園事件・新潟地裁平22.12.22判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-14
雇止め それまで雇用していたＸ1らを雇止めする必
要がないのに，Ｘ1らに対して恣意的に雇用契約を終
了させようとしたなど，その裁量の範囲を逸脱したと
認められるような事情のないかぎり，「社会通念上相
当とされる客観的合理的理由」が存在するといえ，解
雇権の濫用に当たると認めることはできないとされた
例（学校法人加茂暁星学園事件・新潟地裁平22.12.22
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-14
雇止め Ｙに相当程度の裁量があることを最大限考慮
しても，雇用していたＸ1らを雇止めにする必要がな
いのにＸ1らに対して恣意的に雇用契約を終了させよ
うとしたと認められるので，Ｘ1らの雇止めには「社
会通念上相当とされる客観的合理的な理由」がなかっ
たと解され，Ｘ1らの雇止めはいずれも解雇権濫用法
理の類推適用により無効とされた例（学校法人加茂暁
星学園事件・新潟地裁平22.12.22判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-14
雇止め 本件更新拒絶に解雇権濫用法理が類推適用さ
れるか否かは，任期制の定めの内容，導入の経緯，運
用等の債務者Ｙ大学における任期制の実情とともに，
債権者Ｘの雇用継続期間や職務内容等をも総合的に考
慮したうえで，Ｘの雇用継続の期待に合理性があるか
否かの観点から判断すべきものであるとされ，本件雇
用契約における任期の満了後にも雇用が継続するとい
う合理的な期待が存在したというべきであって，本件
更新拒絶には解雇権濫用法理の類推適用が認められる
とされた例（ノースアジア大学〔仮処分〕事件・秋田
地裁平22.10.7決定)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1021-57
雇止め：継続雇用制度による再雇用契約 被告Ｙ社が，
高年法9条1項2号にいう継続雇用制度により1年単
位の契約の反復更新を原則として再雇用された原告Ｘ
に対し，業績不振を理由として雇止めを行った事件に
つき，就業規則および労使協定上の上限年齢（64歳）
に達するまで雇用が継続されるとの合理的期待があっ
たものということができ，Ｘが60歳定年までの間，Ｙ
社等において期間の定めなく勤務してきたことを併せ
考えると，本件再雇用契約の実質は，期間の定めのな
い雇用契約に類似するものと解され，したがって，本
件雇止めには解雇権濫用法理の類推適用があるとする
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のが相当であるとされた例（エフプロダクト〔本訴〕
事件・京都地裁平22.11.26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1022-35
雇止め：継続雇用制度による再雇用契約 有期契約労
働者の整理解雇の有効性判断における解雇回避努力に
ついて，平成21年6月の本件雇止め以前において役員
および管理職の賃金カット，本件雇止めと同じ時期に
Ｘと同じ西営業所の契約社員をアルバイト等に変更す
る措置を実施しているものの，同年4月には親会社に
移籍する予定とはいえ新規に大学卒を採用し，希望退
職を募集したのは同年12月であったなどした経緯から
すると，Ｙ社において，本件雇止め以前にそれを回避
すべき努力義務をつくしたということはできないとさ
れた例（エフプロダクト〔本訴〕事件・京都地裁平22.
11.26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1022-35
雇止め：継続雇用制度による再雇用契約 有期契約労
働者の整理解雇の有効性判断における選定基準の合理
性について，Ｘ以外の再雇用労働者5名は再雇用が継
続されているのに，Ｘのみが雇止めになった理由につ
いて，Ｙ社において5名が必要な理由を主張している
ものの，必ずしも説得力のある理由とはいいがたいと
された例（エフプロダクト〔本訴〕事件・京都地裁平
22.11.26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1022-35
郵便（外務）業務を担当する期間雇用社員の雇止め
控訴人Ｘと被控訴人Ｙ社との間の雇用関係について，
私法上の雇用契約であるから雇止めの場合に解雇権濫
用法理を類推適用する余地があるとしたうえで，公社
時代からの更新回数（13回）と雇用期間（4年10か月
余），公社およびＹ社の業務における期間雇用社員の
必要不可欠性，公社時代からの労働条件の継続性，契
約更新の常態化などを考慮し，Ｘを含め相当年数の更
新を重ねてきた期間雇用社員らにとって，Ｙ社発足後
半年を経過せず1回の更新がなされていない時期にお
いても契約更新の期待は極めて強いものと考えられる
として，雇止めに解雇権濫用法理が類推適用されうる
とされた例（郵便事業〔期間雇用社員・雇止め〕事件・
広島高裁岡山支部平23.2.17判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1026-94
郵便（外務）業務を担当する期間雇用社員の雇止め
Ｙ社の期間雇用社員であるＸが雇止めされたことにつ
き，5年間で合計5回にわたる交通事故を起こし，こ
れらの交通事故は前方不注視，車間距離不保持など運
転者にとって基本的な注意義務違反により生じたもの
であること等の事情がある一方で，これらの事故につ
いてＸの運転に特に危険な行為ないし案ずべき癖が
あったわけではないこと，日本郵政公社およびＹ社に
おいて業務遂行上の先急ぎやあせりを排除する対策が
取られていなかったこと，公社およびＹ社では物損事
故程度では処分されないのが一般的であり，雇止めや
解雇された者はＸ以外にいないこと等の事情から，一

審判決が取り消され，雇止めの効力が否定された例（郵
便事業〔期間雇用社員・雇止め〕事件・広島高裁岡山
支部平23.2.17判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1026-94
雇止め Ａ社に雇用され，当初業務請負として，後に労
働者派遣として被告Ｙ社姫路工場で就労していた原告
Ｘが，ＸとＹ社間の労働契約の成立を前提として解雇･
雇止めの無効などを主張したが，三者間の関係は当初
から労働者派遣に該当するものの，労働契約は成立し
ていないとされ，その主張が退けられた例（日本化薬
事件・神戸地裁姫路支部平23.1.19判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1029-72
雇止め：定年後の再雇用契約 債権者Ｘは，自らの就
労能力が衰えるなどそれまでと事情が大きく変化しな
いかぎり，再雇用が続けられる期待を持っていたとい
うべきであり，本件雇止めについては，労働契約法16
条の解雇権濫用法理が類推適用されると解するのが相
当であるとされた例（トーホーサッシ事件・福岡地裁
平23.7.13決定)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1031-5
雇止め：定年後の再雇用契約 いわゆる従業員代表と
の間の労使協定は，法律上明文がある場合に労働基準
法等の法律上の規制を免除する効果を及ぼすものであ
るが，他の労働者に対して規範的効力が及ぶものでは
なく，そのような効力まで認めることは困難であると
され，高年齢法9条2項に基づいて，本件雇用継続制
度について従業員代表と労使協定を締結して導入した
以上，Ｘに対しても本件雇用継続制度が直接適用され，
そこに定められた本件基準を満たさなければ雇用の更
新は認められない（雇止めについて合理的な理由があ
る）という債務者Ｙ社の主張が退けられた例（トーホー
サッシ事件・福岡地裁平23.7.13決定)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1031-5
雇止め：定年後の再雇用契約 「定年後再雇用されて
いる従業員を対象とする雇止めについては，その合理
性の判断において，定年前の従業員を対象とした解雇
や雇止めと比較して，より緩やかな基準で判断される
べきである」などとするＹ社の主張に対して，「いわゆ
る高年齢者も，厚生年金の支給開始年齢の引き上げが
行われた結果，それまでの雇用が確保されるかどうか
に重要な関心を持つものであるから，ひとたび雇用継
続の信頼を与えた場合にはそれを保護すべきであり，
具体的・個別的な事情等を考慮することなく，緩やか
な基準で判断することは，相当では」なく，Ｙ社の主
張する事実を総合考慮したとしても，本件雇止めに合
理的な理由があるとは認められないとされた例（トー
ホーサッシ事件・福岡地裁平23.7.13決定)㌀㌀㌀㌀㌀㌀1031-5
雇止め Ｘ1らが，それぞれの訴外派遣元会社である
Ｂ社またはＣ社から雇止めされたことについて，Ｙ社
に対し，雇用主であることを前提として解雇権の濫用
であるとして法的責任を問うことは認められないとい
うべきであるとされた例（パナソニックエコシステム
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ズ〔派遣労働〕事件・名古屋地裁平23.4.28判決)
……1032-19

退職：休職期間満了 休職期間満了による退職取扱い
は，それ自体無効といわざるを得ないものの，不法行
為に該当するとまではいいがたいとして，Ｙ社による
退職取扱いが実質的な解雇に該当するとして，労基法
19条1項に違反する解雇によって精神的な苦痛を被っ
たとするＸの主張は理由がないとされた例（フィット
産業事件・大阪地裁平22.9.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-50
退職：退職事由 ｢自己都合」と記載した退職願を提出
したタクシー運転手の雇用契約の終了原因は，懲戒解
雇ではなく自己都合退職であり，退職金支払請求権を
有するとされた例（国際興業大阪事件・大阪地裁平23.
1.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1027-79
退職：退職合意 被告Ｙ社からの退職勧奨に応じて同
社を退職した原告Ｘにつき，本件退職がＸの意に沿わ
ない意思表示であることは確かであるが，退職勧奨が
違法な強迫行為に該当するとまではいえないとして，
同人の地位確認および退職後の賃金請求等が棄却され
た例（サニーヘルス事件・東京地裁平22.12.27判決)

……1027-91(ダ)
退職の意思表示の効力 原告Ｘが出退勤の情報につき
虚偽の申告等を行っており，それが判明したことを契
機になされたＸの退職の意思表示について，Ｘが自主
退職しなければ被告Ｙ社による懲戒解雇がなされると
誤信して行われたもので，錯誤による無効なものとし
て，その効力が否定された例（富士ゼロックス事件・
東京地裁平23.3.30判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1028-5
研修期間満了による本契約拒否 Ｙ社に観光バス運転
手として採用されたが，研修中に実施された検定に不
合格となり，退職扱いにされたＸの地位確認請求につ
き，①本件労働契約は，雇用期間2か月の定めのある
労働契約であり，Ｙ社による留保解約権の行使は認め
られないから，本件労働契約は平成19年9月15日の経
過により終了したこと，②ＸはＹ社のバス運転手とし
ての適性・能力を有することが認められない以上，Ｙ
社に対し，契約社員の労働契約が成立したと主張する
ことはできないことから，Ｘ・Ｙ社間の労働契約関係
は，19年9月15日の経過により終了し，以後，両者の
間に労働契約関係は存在しないから，Ｘの地位確認請
求は理由がないとされた例（奈良観光バス事件・大阪
地裁平23.2.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1030-90(ダ全)
執行役員の解任，顧問への配属 原告Ｘの常務執行役
員解任および調理部顧問への配属は，左遷ないし降格
と受け取られる人事異動といい得ることに照らすと，
これが不利益処分という性質を有することは否定でき
ず，被告Ｙ2の長男を後継者とするためにＸを執行役
員から解任するという動機は正当な理由とはいえない

から，かかる人事上の不利益処分は，故意にＸの名誉
ないし社会的評価を傷つけた違法なものとして不法行
為を構成するとされた例（萬世閣〔顧問契約解除〕事
件・札幌地裁平23.4.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1032-52

就 業 規 則

不利益変更 本件就業規則等変更が，人件費削減を目
的とするものではないにもかかわらず，Ｘ1らを含め
従業員の賃金減額をもたらし，代償措置もその不利益
を解消するに十分なものとはいえないのであって，新
賃金制度の導入目的に照らして賃金減額をもたらす内
容への変更に合理性を見出すことは困難であり，その
ような基本的な労働条件を変更するには，特に十分な
説明と検証が必要であるといえるが，Ｘ1らを含め従
業員ないし労組に対する説明は十分にされたとはいえ
ず，新賃金制度を導入しなければならないほどの緊急
の必要性があったとも認められないとした一審判決が
維持された例（社会福祉法人賛育会事件・東京高裁平
22.10.19判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1014-5
不利益変更 新賃金規程制定に高い必要性が認めら
れ，また，Ｙ社のそれまでの支出削減努力，代償措置，
原告組合Ｚとの交渉過程，新賃金規程の賃金水準，多
数組合との合意を踏まえると，新賃金規程の制定には
「一定の合理性がある」と認められるとされた例（大
阪京阪タクシー事件・大阪地裁平22.2.3判決)

……1014-47
効力：不利益変更 労働契約法9条と10条をあわせる
と，就業規則の不利益変更は同意した労働者には9条
によって拘束力が及び，反対した労働者には10条に
よって拘束力が及ぶものとすることを同法は想定し，
同法9条の合意があった場合，合理性や周知性は就業
規則の変更の要件とはならないと解されるが，このよ
うな合意の認定は慎重であるべきであって，単に労働
者が就業規則の変更を提示されて異議を述べなかった
といったことだけで認定すべきものではないとされた
例（協愛事件・大阪高裁平22.3.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1015-83
効力：不利益変更 2回目の就業規則改定による退職
金の減額幅は極めて大きく，さらにＹ社によって恣意
的運用がされるおそれがあることからすると，Ｙ社と
しては従業員に最悪退職金を支給しないことを定める
就業規則であることやその内容を具体的かつ明確に説
明しなければならないというべきであるが，本件にお
いてはこの点が従業員に対し具体的かつ明確に説明さ
れたと認めることはできないとされた例（協愛事件・
大阪高裁平22.3.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1015-83
効力：不利益変更 退職金規程の改訂で「やむを得な
い業務上の都合による解雇」の他に「経営の簡素化，
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事業の縮小，職務の改廃，不況による経営の悪化，そ
の他会社業務の都合」による解雇が併記されることに
なり，後者に該当する場合には前者の場合に支給され
る退職金を半減するものであるとのＹ社の主張につ
き，変更後の就業規則は従業員に周知されていないう
え，労働者に対して重大な経済的不利益を生じさせる
ものであって合理性の要件も欠き，不利益変更の効力
を有しないとされた例（芝電化事件・東京地裁平22.6.
25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1016-46
効力 労働者が真実を告知すべき義務に違反し，「重
要な経歴をいつわり採用された場合」に，当該労働者
を懲戒解雇する旨を定めた本件就業規則規定は合理的
であるとされた例（メッセ事件・東京地裁平22.11.10
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1019-13
効力 就業規則を労働者に周知させていたというため
には，常時各作業場の見やすい場所に備え付ける方法
等により，実質的に見て事業場の労働者に対して当該
就業規則の内容をいつでも知り得る状態に置いていた
ことを要するものというべきであるとされた例（メッ
セ事件・東京地裁平22.11.10判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1019-13
給与規定改正 被告学校法人Ｙにおける高校教職員の
賞与支給体系変更は，従前の公立準拠による賞与支給
率決定という労使慣行を不利益に変更したというＸ1
らの主張につき，改正前の給与規定は公立高校に準拠
した賞与の支給を定めたものとは解されず，公立高校
に準拠した賞与を支給することがＹにおける労使慣行
として成立していたものとはいえないとされた例（学
校法人森教育学園事件・広島高裁岡山支部平23.3.10
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1028-33

労働安全・災害補償

業務上外：市役所職員のうつ病自殺に対する公務外認
定処分の取消請求 心理的負荷の有無およびその強
度を検討するに当たっては，基本的には，同種の平均
的職員，すなわち，職場，職種，年齢および経験等が
類似する者で，通常その公務を遂行できる者を一応観
念して，これを基準とするのが相当であると考えられ
るが，通常想定される多様な職員の範囲内において，
その性格傾向に脆弱性が認められたとしても，通常そ
の公務を支障なく遂行できる者は平均的職員の範囲に
含まれると解すべきであるとされた例（地公災基金愛
知県支部長〔Ａ市役所職員・うつ病自殺〕事件・名古
屋高裁平22.5.21判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-102
業務上外：市役所職員のうつ病自殺に対する公務外認
定処分の取消請求 Ｋが児童課に異動した後に勤務
に関して生じた一連の出来事は，これらの業務に内在
または随伴する危険が現実化したものであるというべ

きであるから，Ｋの自殺には公務起因性が肯定される
とされた例（地公災基金愛知県支部長〔Ａ市役所職員・
うつ病自殺〕事件・名古屋高裁平22.5.21判決)

……1013-102
業務上外：嚢胞腎罹患の雑誌・ウェブサイト編集制作職
のくも膜下出血発症・死亡 脳・心臓疾患の労災認定
に関する行政通達（認定基準）は裁判所を拘束するも
のではないが，最新の医学的知見と業務起因性に関す
る（判例の）見解に基づき評価要因を検討し，策定さ
れたものであり，判断基準としての合理性を有するも
のであるから，亡Ｋのくも膜下出血の業務起因性につ
いては，亡Ｋの血管病変の内容および性質，この点に
ついての医学的知見，労働時間，勤務形態，作業環境，
精神的緊張の状態等を具体的かつ客観的に把握，検討
し，業務による明らかな過重負荷が加わることによっ
て，血管病変等がその自然経過を超えて著しく増悪し，
発症に至ったかどうかによって判断すべきであるとさ
れた例（国・中央労基署長〔リクルート〕事件・東京
高裁平22.10.13判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1018-42
業務上外：嚢胞腎罹患の雑誌・ウェブサイト編集制作職
のくも膜下出血発症・死亡 亡Ｋが従事していた業
務は過重なものではなく，亡ＫがＲ社の人事制度に重
圧を感じてはいなかったこと，亡Ｋのくも膜下出血は
多発性嚢胞腎が原因となって発症したと考えられるこ
となどから，亡Ｋの死亡の業務起因性が否定された例
（国・中央労基署長〔リクルート〕事件・東京高裁平
22.10.13判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1018-42
業務上外：嚢胞腎罹患の雑誌・ウェブサイト編集制作職
のくも膜下出血発症・死亡 亡Ｋの死亡に業務起因
性を認めた一審判決が取り消され，Ｙ労基署長の行っ
た労災補償給付不支給処分の取消請求が棄却された例
（国・中央労基署長〔リクルート〕事件・東京高裁平
22.10.13判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1018-42
業務上外：同僚女性社員からのいじめ等による営業部
員の精神障害罹患 相当因果関係が認められるか否
かを判断するに当たっては，本件疾病発症前の業務の
内容および業務外の生活状況ならびにこれらによる心
理的負荷の有無および程度，さらにはＸ側の反応性お
よび脆弱性を総合的に検討し，社会通念を踏まえて判
断するのが相当とされた例（国・京都下労基署長〔富
士通〕事件・大阪地裁平22.6.23判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1019-75
業務上外：同僚女性社員からのいじめ等による営業部
員の精神障害罹患 Ｘの発症した精神疾患は，会社
の同僚等の職務に伴ういじめとそれに対する適切な措
置がとられず業務に起因するものであるとのＸ主張が
認められ，Ｙ労基署長による療養補償給付不支給処分
が取り消された例（国・京都下労基署長〔富士通〕事
件・大阪地裁平22.6.23判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1019-75
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業務上外：輸送システムグループ長のうつ病発症・自殺
業務上の負荷によりうつ病等の精神障害を発症した

者が，まだ完全に行為選択能力や自殺を思いとどまる
抑制力を失っていない状態において，改めて社会通念
上，平均的労働者がうつ病を発症する程度の心理的負
荷を受けた結果，希死念慮を生じ自殺を行う場合があ
り，そのような場合には相当因果関係を認めるのがむ
しろ合理的であるといえ，本件においては，亡Ｋがう
つ病を発症した後における出来事の心理的負荷も考慮
したうえで，業務による心理的負荷が，社会通念上，
精神障害を発症させる程度に過重であるといえるかに
ついて判断することが相当であるとされた例（国・神
戸東労基署長〔川崎重工業〕事件・神戸地裁平22.9.3
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1021-70
業務上外：輸送システムグループ長のうつ病発症・自殺
Ｋが韓国案件を担当するようになった後の業務負担

は，相当程度過重であったものと認められるから，Ｋ
の業務による心理的負荷は「強」であり，加えてうつ
病を発症した後には，14年2月初め頃から韓国案件が
破談となったこと等により，Ｋは相当程度の心理的負
荷を受けていたものと認められるとされた例（国・神
戸東労基署長〔川崎重工業〕事件・神戸地裁平22.9.3
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1021-70
業務上外：部品用品部担当者のうつ病発症・自殺未遂
うつ病となって自殺を図った労働者の休業補償給付

不支給処分につき，労働者のうつ病の発症とその増悪
に業務起因性が認められるとして不支給処分が取り消
された例（国・諫早労基署長〔ダイハツ長崎販売〕事
件・長崎地裁平22.10.26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1022-46
業務上外：部品用品部担当者のうつ病発症・自殺未遂
上司による指導の範囲を超えた厳しい叱責，ノルマ

設定等は，判断指針上も平均的な労働者に精神障害を
発症させるおそれのある程度の強度の心理的負荷で
あったということができるし，ノルマ不達成，それに
対する叱責，異動等の変化もうつ病を増悪させた可能
性が高い一方，業務外の出来事による心理的負荷，個
体側要因は認められないから，業務とうつ病発症との
間に相当因果関係が認められ，また，発症後も業務外
の出来事による心理的負荷の存在がうかがわれないこ
とを考慮すると，うつ病の増悪との相当因果関係も認
められるとされた例（国・諫早労基署長〔ダイハツ長
崎販売〕事件・長崎地裁平22.10.26判決)㌀㌀㌀㌀㌀1022-46
業務上外：銀行支店長代理の降格後の脳出血発症 脳
血管疾患の業務起因性判断につき，脳・心臓疾患の労
災認定に関する行政通達（新認定基準）は裁判所の判
断を拘束するものではないが，その内容には相当程度
の合理性が認められるとされ，新認定基準の定める業
務による明らかな過重負荷が認められるか検討したう

え，他のリスクファクター等について検討し本件疾病
の業務起因性を検討するとされた例（国・橋本労基署
長〔和歌山銀行〕事件・大阪高裁平23.1.25判決)

……1024-17
業務上外：銀行支店長代理の降格後の脳出血発症 貸
付係長であったＸが右被殻出血を発症し左上下肢不全
麻痺となったことにつき，労働時間（発症前1か月目
の時間外労働が77時間58分，発症前6か月の時間外労
働が平均73時間30分）や業務内容（発症前6か月に2
度の異動があり，そのうち1度は降格処分によるもの）
を総合考慮すると業務による明らかな過重負荷があっ
たということはできないとされ，他方で高血圧・肥満・
喫煙習慣といった私的なリスクファクターや海外旅行
での肉体的疲労があったことから，Ｘの本件疾病は，
Ｘの業務に内在する危険が現実化したものと評価する
ことはできず，被控訴人の業務と本件疾病との相当因
果関係を認めることはできないとして，本件疾病の業
務起因性を肯定した一審判決が取り消され，Ｙ労基署
長の行った労災補償給付不支給処分の取消請求が棄却
された例（国・橋本労基署長〔和歌山銀行〕事件・大
阪高裁平23.1.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1024-17
業務上外：鮮魚部門チーフの精神障害発病・自殺 スー
パーマーケットチェーンＺ社において鮮魚部門チーフ
として就労していた労働者Ｋの労働時間につき，Ｋが
職場で受けた心理的負荷につき，前の異動から2か月
半と短い期間で異動があったこと，新任のチーフに就
任したことで部下の育成教育についての責任が増した
こと，新装開店を控えた店舗における営業戦略のうえ
で重要なものと位置づけられていた鮮魚部門のチーフ
に抜てきされたものであって，Ｋは強いプレッシャー
を感じていたこと等からすると，評価表では負荷強度
「Ⅱ」とされているところを「Ⅲ」に修正するのが相
当であるとされ，Ｋが精神障害を発病して自殺したこ
とにつき，これを業務に起因するものではないと判断
して労災保険法に基づく遺族補償給付等を不支給とし
た労基署長の処分が取り消された例（国・三鷹労基署
長〔いなげや〕事件・東京地裁平23.3.2判決)

……1027-58
業務上外：複数の職場で就労した労働者のくも膜下出
血発症・死亡 Ｋ（死亡当時27歳）が，転職により，
複数の職場で就労した後にくも膜下出血を発症して死
亡したことについて，現使用者の下での就労実態は過
重なものではないが，前使用者の下での業務は過重な
ものと評価され，労災における業務起因性が肯定され，
Ｙ労基署長が平成15年6月17日付で原告Ｘにした遺族
補償給付および葬祭料不支給処分が取り消された例
（国・足立労基署長〔クオーク〕事件・東京地裁平23.
4.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1031-16
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業務上外：複数の職場で就労した労働者のくも膜下出
血発症・死亡 くも膜下出血の業務起因性の判断に
おいて，労働者が従事した業務が，客観的にみて，社
会通念上，血管病変等をその自然経過を超えて著しく
増悪させ，当該脳血管疾患の発症に至らせるほどの過
重負荷を与えたものと評価できるか否かという観点よ
り，これを判断するのが相当とされた例（国・足立労
基署長〔クオーク〕事件・東京地裁平23.4.18判決)

……1031-16
業務上外：複数の職場で就労した労働者のくも膜下出
血発症・死亡 疲労の蓄積は十分な休養により回復
するものではあるが，疲労の蓄積により生じた脳動脈
瘤の増悪の結果についても，蓄積された疲労の解消に
より回復することを認める証拠はないとして，退職後
の非就労期間（失業期間）における疲労回復の点は，
過重業務により増悪したＫの脳動脈瘤自体を改善する
ものとはいえないとされた例（国・足立労基署長〔ク
オーク〕事件・東京地裁平23.4.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1031-16
業務上外：プログラマーの精神障害発病・死亡 判断
指針（「心理的負荷による精神障害等に係る業務上外
の判断指針について」平11.9.14基発544号）・改正判断
指針（平21.4.6基発0406001号）は，いずれも精神医学
的・心理学的知見を踏まえて作成されており，かつ，
労災保険制度の危険責任の法理にもかなうものであ
り，その作成経緯や内容に照らして不合理なものであ
るとはいえないので，基本的には判断指針・改正判断
指針を踏まえつつ，当該労働者に関する精神障害発病
に至るまでの具体的事情を総合的に斟酌して，業務と
精神障害発病との間の相当因果関係を判断するのが相
当であるとされた例（国・川崎北労基署長〔富士通ソー
シアルサイエンスラボラトリ〕事件・東京地裁平23.3.
25判決）㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1032-65
業務上外：プログラマーの精神障害発病・死亡 死亡
した労働者の精神障害発病前の業務の心理的負荷の総
合評価は「強」であり，その他精神障害の発病につな
がる業務以外の心理的負荷や個体側要因も特段認めら
れないのであるから，判断指針・改正判断指針によっ
ても，上記労働者の精神障害発病が同人の業務に起因
するものであると認めるのが相当であるとされた例
（国・川崎北労基署長〔富士通ソーシアルサイエンス
ラボラトリ〕事件・東京地裁平23.3.25判決)

……1032-65
業務上外：プログラマーの精神障害発病・死亡 死亡
した労働者の精神障害発病およびこれに伴う薬物依存
傾向による過量服薬による死亡は，同人が，その業務
の中で，同種の平均的労働者にとって，一般的に精神
障害を発病させる危険性を有する心理的負荷を受けた
ことに起因して生じたものと認めるのが相当であり，

同人の業務と上記疾病発病および死亡との間に相当因
果関係の存在を肯定することができるとされ，遺族補
償給付および葬祭料を支給しないとしたＹ労基署長の
各処分が違法とされ，取り消された例（国・川崎北労
基署長〔富士通ソーシアルサイエンスラボラトリ〕事
件・東京地裁平23.3.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1032-65
公務上外：ごみ収集職員の腰部椎間板症の発症 本件
疾病は，Ｘの従事した公務であるごみ収集業務が他の
要因に比して，相対的に有力な原因となって発症した
もので，公務に内在する危険が現実化して生じたもの
であるとして，公務起因性が認められるとされた例（地
公災基金京都府支部長〔井手町ごみ収集職員〕事件・
京都地裁平22.5.27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-161(ダ)
業務起因性：専任講師のうつ病発症 引率業務による
初めての海外経験，帰国当日から連日多岐にわたる業
務の遂行，Ｓ学園長からの他教員の前での叱責により，
遂に心身の疲労が限界を越え，精神障害を発病させた
とみるのが自然であり，Ｘの業務は，精神障害を発症
させる程度に過重な心理的負荷を与える業務であった
と認められ，Ｘの業務と精神障害発症との間には相当
因果関係があるとして，天満労基署長による休業補償
給付不支給処分が取り消された例（国・天満労基署長
〔Ｓ学園〕事件・大阪地裁平22.6.7判決)1014-86(ダ)
業務起因性 相当因果関係の有無の判断の基準は，原
則として，当該労働者と同種の業務に従事し，遂行す
ることが許容できる程度の心身の健康状態を有する労
働者（平均的労働者）となるが，平均的労働者と同程
度に労働することが困難な障害者について安全配慮義
務の有無を判断する場合は，当該障害を有する労働者
を基準として相当因果関係を判断すべきであるとされ
た例（新明和工業事件・神戸地裁平23.4.8判決)

……1033-56
労災保険上の労働者性：シルバー人材センター会員の
負傷事故 労災保険法にいう労働者は労基法に定め
る労働者と同義で，労働者に該当するか否かは，使用
者の指揮監督の下に労務を提供し，使用者から労務の
対償としての報酬が支払われている者として，使用従
属関係にあるといえるかを基準として判断すべきであ
るとされ，また，労務の提供が他人の指揮監督下にお
いて行われているかどうかに関しては，具体的には業
務従事の指示等に対する諾否の自由の有無や，業務遂
行上の指揮監督の有無，勤務場所および勤務時間が指
定され管理されているかどうか，労務提供につき代替
性の有無等の事情を総合的に考慮して判断されるとさ
れた例（国・西脇労基署長〔加西市シルバー人材セン
ター〕事件・神戸地裁平22.9.17判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1015-34
労災保険上の労働者性：シルバー人材センター会員の
負傷事故 Ｘは，シルバー人材センターに登録後も，
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訴外会社の加工部門において，定年退職前と全く同様
の労務に従事して，他の従業員と同じく，専ら訴外会
社で就労していた状況であったということができ，Ｘ
に対する報酬も，実質的には労働の対価として支払わ
れたものといえるのであるから，Ｘは，訴外会社と使
用従属関係にある労働者に該当するとされた例（国・
西脇労基署長〔加西市シルバー人材センター〕事件・
神戸地裁平22.9.17判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1015-34
労災保険上の労働者性：シルバー人材センター会員の
負傷事故 Ｘが，訴外会社と雇用契約を締結せず，労
働法の適用を回避しようとする意図を有していたとし
ても，労基法または労災保険法上の労働者に該当する
か否かについては，これに関わらずに判断がされるべ
きとされた例（国・西脇労基署長〔加西市シルバー人
材センター〕事件・神戸地裁平22.9.17判決)

……1015-34
出張中に死亡した執行役員兼務部長の労災保険上法上
の労働者性 労災保険法には，保険給付の対象とな
る労働者の意義について定めた規定はないが，同法12
条の8第2項が，労働者の業務災害に関する保険給付
について，労基法に規定する災害補償の事由が生じた
場合に，これを行う旨定めており，労災保険法が労基
法第8章「災害補償」に定める使用者の労働者に対す
る災害補償義務を補てんする制度として制定されたも
のであることにかんがみると，労災保険法上の労働者
は労基法上の労働者と同一のものであると解するのが
相当であるとされた例（国・船橋労基署長〔マルカキ
カイ〕事件・東京地裁平23.5.19判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1034-62
出張中に死亡した執行役員兼務部長の労災保険上法上
の労働者性 労災保険法上の「労働者」に当たるか否
かは，使用者の指揮監督の下において労務を提供し，
使用者から労務に対する対償としての報酬が支払われ
る者であるかという観点から，実態に即して実質的に
判断するのが相当であるとされた例（国・船橋労基署
長〔マルカキカイ〕事件・東京地裁平23.5.19判決)

……1034-62
出張中に死亡した執行役員兼務部長の労災保険上法上
の労働者性 建設機械の卸売販売を営む会社におい
て，一般従業員を退職して退職金を支払われた後，理
事，取締役を経て執行役員となったＫにつき，Ｋが理
事・取締役・執行役員になってからも一般従業員であっ
たときと同じ業務に従事しており勤務場所も同一で
あったこと，Ｋの担当していた業務は経営担当者が行
うものというよりは一般従業員の管理職が行うような
ものであったこと，Ｋは理事・取締役・執行役員とし
て独自の権限を有してはいなかったこと等の事情から
すれば，Ｋは労災保険法上の労働者に該当するもので
あると判断され，Ｋの遺族である原告Ｘによる遺族補

償給付等の請求につき，Ｋは労災保険法上の労働者に
は当たらないものであるとして不支給決定を行ってい
たＹ労基署長の行政処分が取り消された例（国・船橋
労基署長〔マルカキカイ〕事件・東京地裁平23.5.19判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1034-62
その他：支給決定処分の義務づけ Ｘが労働者に該当
しないという理由でされた労災保険法に基づく療養補
償給付および休業補償給付の不支給処分が取り消さ
れ，行政事件訴訟法3条6項2号および37条の3に基
づくＸの上記各支給決定を行うことの義務づけ請求が
認められた例（国・西脇労基署長〔加西市シルバー人
材センター〕事件・神戸地裁平22.9.17判決)

……1015-34
損害賠償：機械部品組立工の石綿曝露と安全配慮義務
農耕用クラッチ(クリソタイル〔白石綿〕含有)の組

立作業等に約21年間従事していた労働者につき，同作
業により継続的に相当多量の石綿粉じんに曝露してい
たとされ，石綿肺・肺結核等の発症について石綿粉じ
んの曝露と因果関係があるとされた例(渡辺工業[石綿
曝露等]事件・大阪地裁平22.4.21判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1016-59
損害賠償：機械部品組立工の石綿曝露と安全配慮義務
安全配慮義務の前提として認識すべき予見義務の内

容は，安全性に疑念を抱かせる程度の抽象的な危惧が
あれば足り，必ずしも生命，健康に対する障害の性質，
程度や発症頻度まで具体的に認識する必要はないとさ
れ，Ｙ社は昭和35年にじん肺法が施行されたこと等の
経過を踏まえ，遅くとも37年頃までには石綿粉じんの
健康被害等の危険性や対策について把握することは可
能であったとされた例（渡辺工業〔石綿曝露等〕事件・
大阪地裁平22.4.21判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1016-59
損害賠償：石綿粉じん曝露と安全配慮義務 自動車整
備工として1年7か月の間就労した原告Ｘが，Ａ社を
退社後37年が経過して悪性胸膜中皮腫を発症したこと
について，Ａ社には安全配慮義務違反があったとして，
同社を吸収合併した被告Ｙ社による損害賠償責任が認
められた例（本田技研工業〔SF 中部・石綿曝露〕事
件・東京地裁平22.12.1判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1021-5
損害賠償：石綿粉じん曝露と安全配慮義務 Ａ社が負
う安全配慮義務の具体的な内容として，自動車整備業
務に従事する労働者に対し，定期的にじん肺健康診断
をし，じん肺の予防と健康管理のために必要な教育を
行い，また，粉じんの発散を防止，抑制するための適
切な措置を講じ，さらに，保護具を使用させるなどの
適切な措置を講ずべき義務があったところ，Ａ社はこ
れらの義務に違反しており，Ｙ社についても，合併に
よりＡ社の権利義務を包括的に承継したものとして，
Ｘに対する安全配慮義務違反に基づく責任を免れない
とされた例（本田技研工業〔SF 中部・石綿曝露〕事
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件・東京地裁平22.12.1判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1021-5
損害賠償：石綿粉じん曝露と安全配慮義務 退職後，
長期間にわたり自営業を営んでいたＸの逸失利益の算
定について，悪性中皮腫罹患の判明後にはＸの労働能
力が100％喪失しているとしたうえで，悪性中皮腫罹
患前の平均所得との差額を収入減として認める一方
で，Ｘの年齢である61歳から10年間は就労可能である
として，賃金センサスを用いて逸失利益が算定された
結果，Ｙ社に対して合計5437万6315円の支払いが命じ
られた例（本田技研工業〔SF中部・石綿曝露〕事件・
東京地裁平22.12.1判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1021-5
損害賠償：技術者のうつ病発症・増悪と安全配慮義務違
反 Ｘが平成13年4月にうつ病を発病し，同年8月
頃までにその症状が増悪したのは，Ｙ社が，Ｘにおい
て業務の遂行に伴う疲労や心理的負荷等を過度に蓄積
して心身の健康を損なうおそれのあること，すでに損
なっていた健康をさらに悪化させるおそれのあること
を具体的・客観的に予見可能であったにもかかわらず，
Ｘの業務量を適切に調整して心身の健康を損なうこと
やさらなる悪化をたどることがないような配慮をしな
かったという不法行為に該当するとともに，雇用契約
上の安全配慮義務に違反する債務不履行によるもので
あったともいうことができるとされた例（東芝〔うつ
病・解雇〕事件・東京高裁平23.2.23判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀1022-5
損害賠償：技術者のうつ病発症・増悪と安全配慮義務違
反 Ｙ社の平成13年8月以降の対応については，Ｘ
の症状の悪化と因果関係にある安全配慮義務違反とい
うことはできないとした一審判決が維持された例（東
芝〔うつ病・解雇〕事件・東京高裁平23.2.23判決)

……1022-5
損害賠償：財務経理部長のうつ病罹患・自殺 老人ホー
ムの運営を行う会社において財務経理を担当していた
従業員Ｚの自殺につき，自殺前6か月間において92～
228時間の時間外労働に従事していたことや，折衝を
担当していた投資会社からの投資を断られたこと，代
表取締役の被告Ｙ2から叱責を受けたことなどから，
過重で精神的な緊張を強いられる業務内容および過重
な長時間労働に従事したことによって著しい肉体的・
心理的負荷を受けた結果，本件うつ病を発症して自殺
に及んだものであると認め，業務起因性が認められた
例（メディスコーポレーション事件・前橋地裁平22.10.
29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1024-61
損害賠償:財務経理部長のうつ病罹患･自殺 被告Ｙ1
社には，従業員が過剰な時間外労働を余儀なくされ，
その健康状態を悪化させることがないように注意すべ
き義務があったにもかかわらず，Ｙ1社はこの注意義
務に違反していたとして，Ｚの遺族らによるＹ1社に
対する損害賠償請求が認められ，Ｙ2を相手方とする

損害賠償請求については，Ｙ1社の管理体制に照らせ
ば，個々の従業員の労働時間および勤務状況を把握し
て，長時間または過酷な労働とならないように配慮し
て，個々の労働者の心身の健康を損なうことがないよ
うに注意する具体的義務まで負っていると解するのは
困難であるとして，請求が退けられた例（メディスコー
ポレーション事件・前橋地裁平22.10.29判決)

……1024-61
損害賠償：部品購買担当者のうつ病罹患・自殺 被告
Ｙ社に入社して3年後に自殺した部品購買担当訴外Ｃ
の自殺は，過重な労働に起因するうつ病によるもので
あり，Ｙ社に安全配慮義務違反があったとして，その
両親（原告Ａ，同Ｂ）からの損害賠償請求（合計6367
万余円）が認容された例（マツダ〔うつ病自殺〕事件・
神戸地裁姫路支部平23.2.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1026-64
損害賠償：部品購買担当者のうつ病罹患・自殺 業務
の過重性を判断するに当たって，Ｃの労働時間を，非
公開の労働基準監督官向けの内部通達に従って計算す
ることが妥当性を欠くものとはいえないとされた例
（マツダ〔うつ病自殺〕事件・神戸地裁姫路支部平23.
2.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1026-64
損害賠償：部品購買担当者のうつ病罹患・自殺 労働
者が業務に起因する精神障害を発症した結果，自殺に
至った場合には，当該労働者が死亡という結果を認識
し認容していたとしても，結果を意図したとまでいう
ことができないから，業務により発症した精神障害に
罹患した者が自殺を図った場合には，原則として，死
亡について業務起因性を認めるのが相当であるとされ
た例（マツダ〔うつ病自殺〕事件・神戸地裁姫路支部
平23.2.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1026-64
損害賠償：部品購買担当者のうつ病罹患・自殺 使用
者の予見義務の内容として，具体的に特定の疾患の発
症を予見し得たことまでは要求されず，過重労働をす
れば，労働者の健康が悪化するおそれがあるという抽
象的な危惧を予見し得たならば予見可能性は肯定され
るのであり，具体的には，①使用者または代理監督者
たる上司が，当該労働者が心身の健康を損なっている
状態（体調悪化）を認識していたかまたは認識可能で
あったか，もしくは，②心身の健康を損なう原因となっ
た労働実態について，使用者または代理監督者たる上
司が認識していたかまたは認識可能であれば，予見可
能性が認められるとされた例（マツダ〔うつ病自殺〕
事件・神戸地裁姫路支部平23.2.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1026-64
損害賠償：脳動静脈奇形を有する労働者の小脳出血・水
頭症発症 他に確固たるＡＶＭの増悪要因を見出せ
ない本件においては，Ｘ1の業務による過重な身体的，
精神的負荷およびこれに基づく疲労や睡眠不足が同人
の基礎疾患であるＡＶＭをその自然の経過を超えて急
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激に増悪させ，本件発症に至ったものと認めるのが相
当であるとして，Ｘ1の本件業務と本件発症との間に
は相当因果関係が存在するものと認めることができる
とされた例（天辻鋼球製作所〔小脳出血等〕事件・大
阪高裁平23.2.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1029-36
損害賠償：脳動静脈奇形を有する労働者の小脳出血・水
頭症発症 本件業務と本件発症との間に相当因果関
係が認められるから，本件業務が本件発症の原因と
なっているというべきであるが，他方では，認定のよ
うなＸ1のＡＶＭの態様・特徴，ＡＶＭ破裂の状況，そ
れが自然の経過の中で出血する危険性の程度等からす
れば，ＡＶＭは本件発症の1つの，そして重要な原因
になっていると評価すべきものであり，Ｘ1に生じた
損害の全部についてＹ社に賠償義務を負わせることは
公平を失するものと認められるので，Ｘ1にかかる損
害賠償額を算定するに当たっては，民法722条2項の
過失相殺の規定を類推適用し，Ｘ1のＡＶＭを斟酌す
るのが相当であるとされ，Ｘ1らの損害を算定するに
ついて損害額の40％を減額するのが相当であるとされ
た例（天辻鋼球製作所〔小脳出血等〕事件・大阪高裁
平23.2.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1029-36
損害賠償：バス運転手の研修中の事故 Ｘの安全配慮
義務違反等に基づく損害賠償請求につき，①Ｘがバス
運転手の研修中に遭った事故について，本件検定の不
合格が決まった後にＹ社へ報告しているだけでなく，
その発生日時についても供述を変遷させていること，
②Ｘの腰痛の原因は，腰椎の変形性変化にあるとみら
れるところ，Ｘの腰痛はＹ社採用前から続いており，
本件事故を境に悪化したとはいえないこと，③Ｘが事
故に遭ったところをバスの同乗者のいずれもが現認し
ていないことから，本件事故の発生を認定するには証
拠が足りないとされた例（奈良観光バス事件・大阪地
裁平23.2.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1030-90(ダ全)
損害賠償：店長のうつ病発症と安全配慮義務 長時間
かつ不規則な労働や頻繁な勤務場所の変更は，労働者
の心身の健康を害する危険が内在しているというべき
であり，Ｙ社はこのようなＸの就労状況を認識し，ま
たは少なくとも認識可能であったとして，Ｙ社の安全
配慮義務違反を認め，100万円の慰謝料の支払いを命
じることが相当であるとされた例（九九プラス事件・
東京地裁立川支部平23.5.31判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1030-5
損害賠償 ①賃金不払いおよび②メールによる誹謗・
中傷についての損害賠償請求について，①はＹ社の不
法行為には当たらないとされたが，②について，Ｘの
信用ないし社会的評価を毀損するような内容のメール
をＸおよびＸの再就職先の関係者に送信したことは，
不法行為に当たるとして損害賠償の支払いが命じられ
た例（エス・エー・ディー情報システムズ事件・東京

地裁平23.3.9判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1030-27
損害賠償：新卒入社の飲食店店員の急性心不全発症・死
亡 時間外労働が月100時間前後であったＫの業務と
死亡との因果関係を認め，Ｙ1社の安全配慮義務違反
およびＹ2らの会社法429条1項違反に基づくそれぞ
れの損害賠償責任が認められた一審判決が維持された
例(大庄ほか事件・大阪高裁平23.5.25判決)㌀㌀㌀1033-24
損害賠償 労働者に基礎疾病（高脂血症）があること，
妻との関係が悪化していたこと，既往の精神障害があ
ることは，業務と労働者に発症した疾患の相当因果関
係を否定する要素とならないが，高脂血症については
発症に対する寄与を考慮し，損害額から2割を控除す
べきとされた例(新明和工業事件・神戸地裁平23.4.8
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1033-56
派遣システムエンジニアのうつ病発症 Ｘが担当して
いた業務は，客観的にみて過重であったといえ，それら
に専門医師の意見やＸには精神疾患の既往症はなく，
家族にも精神疾患を発症した者はいないこと，ほかに
Ｘの業務以外にうつ病を発症させる個別要因があった
ことを認めるに足りる的確な証拠がないことを総合す
ると，Ｘが担当していた業務と発症したうつ病との間
には相当因果関係を認めるのが相当とされた例（フィ
ット産業事件・大阪地裁平22.9.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-50
派遣システムエンジニアのうつ病発症 Ｙ社は安全配
慮義務違反により，Ｘがうつ病を発症したことにより
被った損害を賠償すべき責任があるとされた例（フィ
ット産業事件・大阪地裁平22.9.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-50
派遣システムエンジニアのうつ病発症 Ｘのうつ病の
発症および発症後長期間経過したにもかかわらず治癒
するに至っていないことに関しては，Ｘ自身の生活態
度・業務態度が一定の範囲で寄与していたと認めるの
が相当であり，その過失割合は2割とされた例（フィッ
ト産業事件・大阪地裁平22.9.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-50
通勤災害 原告Ｘが勤務先の従業員会主催のバドミン
トン大会に参加し，その終了後に同僚の運転する自動
車に同乗して帰宅途中，同自動車が交通事故に遭い傷
害を負った件につき，本件大会への参加は強制ではな
くＸの業務に該当するとはいえないことから，大会開
催場所の体育館が「就業場所」であったとは認めるこ
とができず，通勤災害には該当しないとして，Ｘの療
養給付の支払請求が棄却された例（国・米沢労基署長
〔通勤災害〕事件・東京地裁平22.10.4判決)

……1024-83(ダ)
被災者を施術した柔道整復師に対する受任者払いの取
扱い 被災労働者に対して施術をした柔道整復師の
原告Ｘが，受任者払制度により受任者払いが認められ
るとして，Ｙ労基署長の被災労働者に対する療養補償
給付決定の取消しを求めた件につき，柔道整復師の開
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設する施術所は，労災保険法施行規則に規定される医
療機関に該当しないが，応急の手当または医師の同意
を得たうえで行われた柔道整復師の施術については，
労災保険法13条に規定する療養補償給付に含め，施術
を受けた被災労働者は，同条3項の療養の給付に代え
て療養費用の支給を請求することができるものとされ
た例（国・向島労基署長〔柔道整復師・受任者払制度〕
事件・東京地裁平22.10.4判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1025-89(ダ全)
被災者を施術した柔道整復師に対する受任者払いの取
扱い 受任者払制度は，被災労働者が療養費用の支
給を請求する場合に，被災労働者の受療の便宜と，よ
り適正な施術の確保を図るため，療養費用を委任によ
り受領することが認められているものであり，結果と
して，柔道整復師が労災保険から支給される療養費用
を受領し，それを被災労働者に返還する債務と被災労
働者に対する施術料債権と対当額で相殺できることに
より，事実上優先的に施術料債権の支払いを確保する
ことができるという反射的，間接的利益を有するにす
ぎず，Ｘが本件支給決定の取消しを求めるにつき法律
上の利益を有するものとは認められないことは明らか
であるとして，Ｘの訴えが退けられた例（国・向島労
基署長〔柔道整復師・受任者払制度〕事件・東京地裁
平22.10.4判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1025-89(ダ全)
労災保険法：特別加入者の「全部労働不能」保護要件の
適否 労災保険法自体には全部労働不能を保護要件
とする規定はなく，全部労働不能を保護要件とする基
発1454号通達および基発671号通達は労災保険の趣旨
に反するものであるとする原告Ｘの主張につき，特別
加入は，当該事業の内容に着目して特別に認められた
制度であり，特別加入者は自らの裁量によって就労時
間を変更できる結果，労働できない時間があっても直
ちにそれに相当する利益を喪失するわけではないこと
などからすれば，上記通達が，労災保険法および労災
保険法施行規則の委任の範囲を逸脱したものとは認め
られないとされた例（国・三好労基署長〔振動障害〕
事件・高松地裁平23.1.31判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1028-67
労災保険法：特別加入者の「全部労働不能」保護要件の
適否 休業補償給付の支給要件について，労働者の
場合には一部労働不能を保護要件とし，特別加入者の
場合には全部労働不能を保護要件とすることは，法が
一般の労働者と特別加入者を完全に同列には扱ってい
ないことは明らかであるので，平等原則に反しないと
された例（国・三好労基署長〔振動障害〕事件・高松
地裁平23.1.31判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1028-67
労災保険法：特別加入者の「全部労働不能」保護要件の
適否 労災保険法は，当該業務の内容，就労形態に注
目して特別加入制度を設けたのであるから，休業補償
給付の支給要件の解釈についても，特別加入申請に当

たり申請した事業の内容を基準として，当該業務内容，
就労形態を踏まえながら行うのが相当であり，特別加
入に当たり申請した業務は，業務上外の判断の基礎と
なるだけでなく，従事不能要件の判断対象たる業務遂
行性の認められる業務の判断の基礎ともなるというべ
きであって，業務上外の判断の基礎となる業務の範囲
と，業務遂行性の認められる業務の範囲は，同一であ
ると解するのが相当とされた例（国・三好労基署長〔振
動障害〕事件・高松地裁平23.1.31判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1028-67
労災保険法：特別加入者の「全部労働不能」保護要件の
適否 本件特別加入における業務遂行性の認められ
る業務の範囲は，ＸがＫ林業の事業主本人として行っ
ていた，伐採（皆伐および一部の間伐），伐採した木材
の造材，集材，搬出作業およびこれに直接附帯する作
業に限定されるものと認めるのが相当であるとされた
例（国・三好労基署長〔振動障害〕事件・高松地裁平
23.1.31判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1028-67
労災保険法：特別加入者の「全部労働不能」保護要件の
適否 Ｘは，本件処分当時，振動障害の療養のため，
業務遂行性が認められる業務につき全部労働不能で
あったと認められるべきであり，Ｘについて全部労働
不能とは認められないとして休業補償給付を支給しな
いとした本件処分は違法であり，取り消されるべきで
あるとされた例（国・三好労基署長〔振動障害〕事件・
高松地裁平23.1.31判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1028-67

争訟・その他

損害賠償：外国人研修生に対する受入れ機関の責任
控訴人Ｙ3協同組合による①Ｙ1社らのＡらの旅券

の預かり行為に加担した行為および②第2次受入れ機
関であるＹ1社らによる違法就労の排除，不適切な方
法による研修生の監理の禁止，非実務研修の実施等に
ついて適切な監査を行い，その結果に基づいてＹ1社
らを適切に指導すべき作為義務を怠ったことが，Ａら
に対する不法行為を構成するとされ，また，Ｙ3協同
組合の役割の重要性やＡらに対する人格権侵害等にか
んがみれば，Ｙ3協同組合にＹ1社らと同額（慰謝料額
100万円）の損害賠償義務があるとするのが相当であ
るとして，一審判決が維持された例（プラスパアパレ
ル協同組合〔外国人研修生〕事件・福岡高裁平22.9.13
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-6
損害賠償 Ｘが退職する前後にＹの顧問先18名がＹと
の契約を解約して，うち15名がＸの紹介した税理士Ｇ
に税務申告を依頼したことによりＹは顧問先を奪われ
損害を被ったとする賠償請求につき，ＸがＹに対して
負う就業規則上の競業行為禁止義務に違反する行為を
したとまで認めるに足りる的確な証拠はないとして，
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反訴請求が棄却された例（Ｈ会計事務所事件・東京地
裁平22.6.30判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-37
損害賠償：不法行為 Ｘには，本件再雇用拒否によっ
て再雇用契約締結の機会が奪われたことによる財産的
および精神的損害が発生したといえるとして，Ｘの損
害額につき500万円，弁護士費用につき50万円を認め
た一審判決は相当であるとして，Ｙ社による事実認定，
法的評価等が不当であるとする主張が棄却された例
（日本ニューホランド〔再雇用拒否〕事件・札幌高裁
平22.9.30判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-160(ダ全)
損害賠償：解雇等の嫌がらせ行為 Ｙが，客観的に合
理性のある解雇理由がなく解雇理由も説明せずにＸを
解雇し，その後も業務命令違反と称して基本給を一方
的に減額する等の嫌がらせを行った態様に照らすと，
解雇はＸの雇用契約上の権利を不当に奪い，精神的苦
痛を与えたものとして，不法行為上も違法性を有する
として，慰謝料30万円の支払いが命じられた例（医療
法人大生会事件・大阪地裁平22.7.15判決)㌀㌀㌀㌀1014-35
損害賠償 配転命令には業務上の必要性があったと認
められ，他方，不当な動機目的があったとは認められ
ないこと，Ｙ組合事務局にはＸ1らの他にも女性従業
員が在籍しているが，これらの者から同様の苦情等が
出ているとはうかがわれないことなどからすると，Ｙ
組合のＸ1らに対する不利益取扱いが既婚女性従業員
への差別であるとは認められないとされた例（大阪府
板金工業組合事件・大阪地裁平22.5.21判決)

……1015-48
損害賠償 本件貸与契約の終了日以降も，Ｙ組合は組
合事務所を明け渡さず，何らの占有権原なく現在に至
るまで占有を続けているのであるから，Ｘ社に対し，
債務不履行または不法行為に基づく損害賠償義務を負
うとされ，Ｙ組合に対し，組合事務所の明渡しと，明
渡遅滞によって生じた賃料相当損害金3万余円の支払
いが命じられた例（安倍川製紙労組〔建物明渡請求〕
事件・静岡地裁平22.3.3判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1015-93(ダ)
損害賠償 Ｙ社が派遣労働契約の解消を申し入れるこ
とにも無理からぬ面があるうえに，他の派遣先を紹介
するなど十分とはいえないまでも一応の努力をしてい
ることが認められ，Ｙ社に制裁としての付加金の支払
いを命ずる必要性は認められず，また，Ｙ社に不法行
為が成立するとも解されないとされた例（アウトソー
シング事件・津地裁平22.11.5判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1016-5
損害賠償 Ｙ2のＸらに対する不法行為は，同人が会
社の部長として職務の執行中ないしその延長上におけ
る昼食時において行われたものであり，これらの行為
は，同人のＹ1社における職務執行行為そのもの，ま
たは行為の外形から判断してあたかも職務の範囲内の
行為に属するものに該当することは明らかであるか

ら，Ｙ1社の事業の執行に際して行われたものと認め
られるとして，Ｙ1社の使用者責任が肯定された例（日
本ファンド〔パワハラ〕事件・東京地裁平22.7.27判決)

……1016-35
損害賠償：個人情報ファイル作成等によるプライバシー
侵害 労組による乗務員の個人情報の収集の一部と
個人情報の管理およびその使用が，乗務員らの人格的
自律ないし私生活上の平穏を害する態様でなされたと
して，プライバシー侵害による不法行為の成立が認め
られた例（ＪＡＬ労組ほか〔プライバシー侵害〕事件・
東京地裁平22.10.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1017-14
損害賠償：個人情報ファイル作成等によるプライバシー
侵害 労組によるプライバシー侵害について組合役
員らの個人責任を認め，連帯して損害賠償の支払いを
命じたものの，使用者の組織的関与は認められないと
された例（ＪＡＬ労組ほか〔プライバシー侵害〕事件・
東京地裁平22.10.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1017-14
損害賠償：消滅時効 刑事事件の審理において，原告
Ｘ（被告人）は，もともと実地検分が非科学的なもの
ではないかという疑いを抱いており，証人に対する反
対尋問でこの点を追及したからこそ，そのような事情
が判明したと考えられることから，Ｘが上記の反対尋
問より前の時点で，権利行使（被告Ｙらに対して名誉
毀損に基づく損害賠償請求訴訟を提起すること）がで
きなかったと認めることはできないとして，損害賠償
債務の消滅時効の起算点を上記の反対尋問の時点とす
ることはできないとされ，Ｙらが，Ｙ1大学の都合や
Ｙ2の出世のために調査報告を作成して被害者を冒と
くしたなどということはないとして，Ｙらが消滅時効
の抗弁を主張することは，信義則違反または権利濫用
には当たらないとされた例（学校法人Ａ大学〔医師・
諭旨退職処分〕事件・東京地裁平22.8.24判決)

……1017-52
損害賠償 誤った調査報告等に基づき不当な諭旨退職
処分を受けたことを理由とする懲戒権濫用に基づく損
害賠償請求が退けられた例（学校法人Ａ大学〔医師・
諭旨退職処分〕事件・東京地裁平22.8.24判決)

……1017-52
慰謝料 配転先であるトランザクション業務は，ＥＨ
Ｓ室長と比較すれば仕事のスケールは小さく，単調な
業務であるなどの配転に伴う不利益も認められるが，
いずれも，通常甘受すべき程度を著しく超える不利益
とはいえないとして，配転命令の効力が認められ，Ｘ
の慰謝料請求が棄却された例（ＧＥヘルスケア・ジャ
パン事件・東京地裁平22.5.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1017-68
損害賠償 被告学園が導入した継続雇用制度の対象者
に該当しないため定年退職となった原告Ｘ1が，高年
法9条1項違反を理由として，60歳以降においても雇
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用契約上の権利を有する地位にあると主張し，あるい
は，雇用が継続されなかったことを理由に損害賠償請
求を求めることはできないとされた例（学校法人大谷
学園事件・横浜地裁平22.10.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1019-24
損害賠償 団体交渉権・団結権侵害により原告各組合
が被った無形の損害として50万円および弁護士費用5
万円が相当とされた例（学校法人大谷学園事件・横浜
地裁平22.10.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1019-24
損害賠償：従業員のわいせつ行為等 ⒜Ｘは，犯罪行
為にも該当すると解される本件わいせつ行為について
真っ向から否定していたため，Ｙ社は人事担当従業員
らによる調査に加えて，専門家である弁護士に調査を
依頼したこと，⒝Ｙ社は派遣女性従業員らの派遣元会
社へ損害賠償を支払っており，Ｘに対して求償権を行
使できること，⒞Ｘの本訴提起は不当訴訟として不法
行為に当たるため，Ｙ社が本訴の対応に要した費用も
不法行為によって生じた損害であるといえることなど
から，①Ｘの不法行為である本件わいせつ行為によっ
てＹ社に発生した損害，②不当訴訟である本訴提起に
よるＹ社の損害，③反訴の提起に必要と認められる弁
護士費用の一部についてＸは損害賠償義務を負うとさ
れ，Ｘの本訴請求が棄却された例（富士通エフサス事
件・東京地裁平22.12.27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1022-70(ダ)
損害賠償：海上自衛隊員の自殺と国賠法1条1項の責
任 勤務時間内外に上官から暴行，恐喝を受けてい
た自衛官Ｋの自殺に対する遺族からの損害賠償請求に
つき，上官であった被告Ｙと国に対して，Ｋが被った
精神的苦痛に対する慰謝料400万円および弁護士費用
の支払いが命じられた例（国〔護衛艦たちかぜ（海上
自衛隊員暴行・恐喝）〕事件・横浜地裁平23.1.26判決)

……1023-5
損害賠償：海上自衛隊員の自殺と国賠法1条1項の責
任 国は，加害者本人の職務行為自体のほか，客観的，
外形的に見て，その行為が社会通念上職務の範囲に属
するとみられる場合を含む行為について国賠法上の責
任を負うとして，Ｙが業務上の不満を抱いた際に行っ
たＫへの暴行について，責任を免れないとされた例（国
〔護衛艦たちかぜ（海上自衛隊員暴行・恐喝）〕事件・
横浜地裁平23.1.26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1023-5
損害賠償：海上自衛隊員の自殺と国賠法1条1項の責
任 Ｋは，任官後に初めて乗り込んだ艦艇で，Ｙの行
為によって極めて重大な精神的打撃を被ったであろう
ことが容易に推測し得る，遺書内容からもＹの行為が
自殺の重要な原因となったことを優に推認することが
できる，Ｙの不法行為および上官らの指導監督義務違
反とＫの自殺との間に事実的因果関係が認められると
された例（国〔護衛艦たちかぜ（海上自衛隊員暴行・
恐喝）〕事件・横浜地裁平23.1.26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1023-5

損害賠償：海上自衛隊員の自殺と国賠法1条1項の責
任 ＹがＫの自殺による損害について賠償責任を負
うというためには，自殺の予見可能性があることを要
するところ，ＹはＫが自殺することまで予見すること
ができたとまでは認められないし，その上官らも，自
殺を予見していたとか予見することが可能であったと
は認められないから，その死亡によって発生した損害
については相当因果関係があるとは認められないが，
Ｙおよび国は，エアガン等を用いた暴行および恐喝に
よりＫが被った精神的苦痛に対する慰謝料については
賠償責任を負うとされた例（国〔護衛艦たちかぜ（海
上自衛隊員暴行・恐喝）〕事件・横浜地裁平23.1.26判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1023-5
損害賠償：従業員同士の暴行と安全配慮義務 安全配
慮義務とは，ある法律関係に基づいて特別な社会的接
触の関係に入った当事者間において，当該法律関係の
付随義務として当事者の一方または双方が相手方に対
して信義則上負う義務のことであり，具体的には，使
用者が従業員に対し業務遂行のために設置すべき場
所，施設もしくは器具等の設置管理または従業員が使
用者もしくは上司の指示のもとに遂行する業務の管理
に当たって，従業員の生命および健康等を危険から保
護するよう配慮すべき義務を意味し，安全配慮義務の
履行補助者が当然負うべき通常の注意義務は使用者の
安全配慮義務には含まれないとされた例（佃運輸事
件・神戸地裁姫路支部平23.3.11判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1024-5
損害賠償：従業員同士の暴行と安全配慮義務 従業員
同士の喧嘩による本件暴行は，会社にとって予見可能
性の範囲外であり，したがって，会社は両者の接触を
避けるような人員配置を行う等の結果回避義務を負わ
ず，また，現に喧嘩行為が眼前で展開している場合に，
これに使用者がどう対処すべきかという問題は，そも
そも安全配慮義務の範疇外であるとされた例（佃運輸
事件・神戸地裁姫路支部平23.3.11判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1024-5
損害賠償：従業員同士の暴行と安全配慮義務 被用者
の暴行が「事業の執行について」（民法715条）に当た
るか否かについては，かかる暴行が会社の事業の執行
を契機とし，これと密接な関連を有すると認められる
か否かによるとされ，本件暴行は，事業執行行為との
時間的場所的な関連性は満たしているということはで
きるけれども，暴行が生じた原因と事業執行行為との
密接関連性があるということはできないから，会社の
事業の執行についてなされたものということはできな
いとされた例（佃運輸事件・神戸地裁姫路支部平23.3.
11判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1024-5
損害賠償：医師に対する長期間の臨床担当除外等 大
学病院の耳鼻咽喉科の医師である控訴人Ｘ（一審原告）
が，被控訴人Ｙ1大学（一審被告）の耳鼻咽喉科教授で
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あるＹ2（一審被告）から違法な差別的処遇を受けた
ことについて，不法行為に基づきＹ1らによる損害賠
償責任が認められた例（学校法人兵庫医科大学事件・
大阪高裁平22.12.17判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1024-37
損害賠償 ＸとＹ2社との間には黙示の労働契約の成
立は認められないが，Ｙ2社がＸに対し派遣労働契約
終了後3か月の期間をおいて再度就労が可能であると
告げたこと等から，Ｘの復職就労に関する期待が法的
保護に値するものであり，Ｙ2社による平成20年12月
以降のＸの就労の拒否はこれを侵害した違法行為であ
るとされ，30万円の損害賠償請求が認容された例（積
水ハウスほか〔派遣労働〕事件・大阪地裁平23.1.26判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1025-24
損害賠償 Ⅹの出張先からの帰国等が，本件就業規則
の解雇事由である「従業員の就業状況が著しく不良で
就業に適しないと認められる場合」には該当しないと
し，本件解雇は解雇権を濫用し著しく相当性を欠くも
のであり，Ｙ社には本件解雇をしたことにつき過失が
あったものと認められることから，Ｘに対する不法行
為を構成するとされた例（日鯨商事事件・東京地裁平
22.9.8判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1025-64
損害賠償 解雇により失職したことによって，合理的
に再就職が可能と考えられる時期までの間，本来勤務
を継続していれば得られたはずの賃金相当額の損害を
受けたとされ，合理的に再就職をすることが可能であ
ると考えられる期間は，本件解雇後3か月であると認
めるのが相当であるとされた例（日鯨商事事件・東京
地裁平22.9.8判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1025-64
損害賠償 Ｘは，Ｙ社において受領していた賃金月額
35万円から再就職先の月額30万円を控除した5万円が
本件解雇と相当因果関係の認められる1か月当たりの
財産的損害であるとされた例（日鯨商事事件・東京地
裁平22.9.8判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1025-64
損害賠償：部品購買担当者のうつ病罹患・自殺 Ｘの
研究活動に関して前記認定の限度で懲戒事由が認めら
れること，Ｘが，園芸療法の研究に関する高齢者の屋
外作業につき，倫理委員会の手続きを十分に履践して
いなかったこと，Ｘの研究および学生に対する指導の
手法につき，教育効果とボランティアとの名分の下，
自己の研究の手足として学生を使役していると受け止
められかねない余地があったこと等，本件にあらわれ
た一切の事情を総合勘案すると，賃金や賞与の支払い
以上に慰謝料の支払いを相当とする特段の事情がある
とはいえないとされた例（Ｒ大学〔ハラスメント〕事
件・金沢地裁平23.1.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1026-116
損害賠償，謝罪文交付等 原告Ｘの平成21年度の成果
報酬について，査定期間のうち9か月間は産休・育休
により休業して業務実績はないが，休業前の3か月は

一定の内容，程度の業績を上げており，休業に当たり
Ｘの業務を引き継いだＦマネージャーらはＸの実績を
利用しまたは踏まえて残りの業務を行ったということ
ができるから，同年度の成果報酬ゼロ査定は，成果報
酬の査定にかかる裁量権の濫用に当たり無効であると
判断され，慰謝料の請求が一部認容された例（コナミ
デジタルエンタテインメント事件・東京地裁平23.3.
17判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1027-27
損害賠償 使用者の不法行為によって退職を余儀なく
され，3～4か月収入がない状況に追い込まれて，再
就職，経済的な問題に苦しみ，訴訟せざるを得なくなっ
たとしてなされた損害賠償請求が退けられた例（国際
興業大阪事件・大阪地裁平23.1.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1027-79
事故損害金，求償金 本件事故にかかる事情を総合的
に勘案すると，その損害の全部をタクシー運転手に負
担させることは，損害の公平な分担という見地から信
義則上相当と認められる範囲内にあると解するのが相
当であるとされた例（国際興業大阪事件・大阪地裁平
23.1.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1027-79
損害賠償等 Ｘ1らにも，職務専念義務違反や同僚間
の友誼上の問題がないではなく，ひいてはこれらが若
干の低評価につながる可能性があることを考慮する
と，係争期間中につきＸ1らは少なくともＢランクの
査定を受けることができたとして，賞与の差額が財産
的損害として認められた例（学校法人森教育学園事
件・広島高裁岡山支部平23.3.10判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1028-33
損害賠償等 教員にとって，相当の授業持ち時間や校
務分掌を与えられ，これに従事することは，自らの教
育に対する技能を維持発展させ，生徒らとの交流を維
持することにより，教員生活の充実発展を期すること
ができ，それにより，今後の教員としての地位の維持
発展を図ることができるのであり，これらを与えられ
ないことによる不利益は多大なものがあると考えられ
るから，労働者に就労請求権がなく，労働の軽減をも
たらす面があるとしても，組合活動を嫌悪し，その阻
害を意図するなどして校務分掌や授業の持ち時間を与
えない行為は，当該労働者に対する不利益取扱いに該
当するものというべく，不当労働行為と評価されても
やむを得ないとされ，校務分掌はずし等に対する慰謝
料として，Ｘ1らに各100万円の支払いを命じた一審判
断が維持された例（学校法人森教育学園事件・広島高
裁岡山支部平23.3.10判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1028-33
損害賠償 使用者は，その雇用する労働者に従事させ
る業務を定めてこれを管理するに際し，業務の遂行に
伴う疲労や心理的負荷等が過度に蓄積して労働者の心
身の健康を損なうことがないよう注意する義務を負う
と解するのが相当であるとされ，Ｙ社は，本件注意義
務に違反し，Ｘに対し長時間労働を強いて疲労や心理
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的負荷等を蓄積させたことに加え，Ｘが長時間労働に
従事していたことおよび長時間労働の危険性を認識し
ながら，長時間労働をしてでも利益を上げるか，職を
辞するかの選択を迫るといった不合理な状況に追い込
み，Ｘの不安感を強めさせて，うつ状態に至らしめた
ものと認められるので，Ｙ社らによる一連の行為とＸ
のうつ状態との間には相当因果関係が認められ，精神
的苦痛に対する慰謝料として30万円の支払いが命じら
れた例（ココロプロジェクト事件・東京地裁平23.3.23
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1029-18
損害賠償 派遣労働者を受け入れ就労させるにおいて
は，労働者派遣法上の規制を遵守するとともに，その指
揮命令の下に労働させることにより形成される社会的
接触関係に基づいて派遣労働者に対し信義誠実の原則
に則って対応すべき条理上の義務があるというべきで
あり，ただでさえ雇用の継続性において不安定な地位
におかれている派遣労働者に対し，その勤労生活を著
しく脅かすような著しく信義にもとる行為が認められ
るときには，不法行為責任を負うと解するのが相当で
あるとされた例（パナソニックエコシステムズ〔派遣
労働〕事件・名古屋地裁平23.4.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1032-19
損害賠償 原告Ｘに対する執行役員の解任および降格
と，その後の解雇が違法とされ，地位確認・未払賃金
支払請求および不法行為に基づく損害賠償請求が認容
された例（萬世閣〔顧問契約解除〕事件・札幌地裁平
23.4.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1032-52
損害賠償 Ａらの解雇が不当労働行為とは認められな
いが，団体交渉不応諾型の不当労働行為を，その解雇
に至る経緯の違法性と捉えて不法行為と構成すること
はできるとして，各人の慰謝料20万円（Ｃは40万円）
につき，被告Ｙ4（Ｙ3社代表取締役）個人に会社法429
条に基づく損害賠償責任が認められた例（エコスタッ
フ〔エムズワーカース〕事件・東京地裁平23.5.30判決)

……1033-5
損害賠償 Ｙ社は近年，業績が下降線をたどる中，本
件雇用条件通告により人件費を抑制することによって
利益率が向上するとの意図を有していたものと見られ
るが，人件費の抑制を目指した労働条件の切下げ自体
は，当事者の合意に基づくなど適法な方法で行われる
かぎりは許容されるというべきであるし，労働条件の
切下げを労働者に提案する行為についても，その方法，
態様が適法なものであるかぎり，労働者に対する不法
行為に該当しないことはいうまでもないとされた例
（技術翻訳事件・東京地裁平23.5.17判決)㌀㌀㌀㌀1033-42
損害賠償：安全配慮義務違反 労働者が発症した急性
心筋梗塞と心臓機能障害，その後発症した精神障害等
の後遺障害について，使用者に安全配慮義務違反が
あったとして，債務不履行責任により，逸失利益と慰

謝料等の支払いが命じられた例（新明和工業事件・神
戸地裁平23.4.8判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1033-56
損害賠償 Ｙ1社は，従業員としての守秘義務に違反
して取得した本件情報（6月分）を利用して営業活動
を行ったものと一応推認できるものの，その具体的な
利用態様については，Ｙ2社がＥ社物件に対して営業
活動をかける際，本件情報（6月分）に含まれたＥ社
物件のオーナーの住所・連絡先等の情報を利用したと
いう限度において認められるとされ，原告Ｘ社が得ら
れる粗利（2年間分）の1割に相当する部分が，Ｙ1ら
の不法行為と相当因果関係にある損害であると認めら
れるとされた例（カナッツコミュニティほか事件・東
京地裁平23.6.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1034-29
タイムカード等の開示 使用者は，労基法の規制を受
ける労働契約の付随義務として，信義則上，労働者に
タイムカード等の打刻を適正に行わせる義務を負って
いるだけでなく，労働者からタイムカード等の開示を
求められた場合には，その開示要求が濫用にわたると
認められるなど特段の事情のないかぎり，保存してい
るタイムカード等を開示すべき義務を負うとして，正
当な理由なく労働者にタイムカード等の打刻をさせな
かったり，特段の事情なくタイムカード等の開示を拒
絶したりする行為は，違法性を有し不法行為を構成す
るとして，Ｙに慰謝料10万円の支払いが命じられた例
（医療法人大生会事件・大阪地裁平22.7.15判決)

……1014-35
その他：懲戒免職処分の取消し 事務所長に対する女
性臨時従業員に対するセクハラ行為，協会のタクシー
チケットの私的使用，物品販売手数料の簿外管理等を
理由とする懲戒免職処分が取り消された例（京都市〔北
部クリーンセンター〕事件・大阪高裁平22.8.26判決)

……1016-18
その他：求償金 Ｘらの地位確認および懲戒解雇後の
賃金支払請求はいずれも理由がなく，これに対し，Ｙ
社がＸ1の不正請求による損害を下請業者らへ賠償し
たと主張してＸ1に求償金の支払請求をしたことは，
理由があるとされた例（ダイフク事件・東京地裁平22.
11.9判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1016-84(ダ)
除斥 民訴法23条1項6号にいう「前審の裁判」とは，
当該事件の直接または間接の下級審の裁判を指すと解
すべきであるから，労働審判に対し適法な異議の申立
てがあったため訴えの提起があったものとみなされて
訴訟に移行した場合において，当該労働審判に関与し
た裁判官が，本件の一審判決をしたことに違法はない
とされた例（小野リース事件・最高裁三小平22.5.25判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1018-5
損害賠償 被告Ｙ1社とＹ3社間に資本関係はなく経
理も別々になされていたこと，業務指示の主体等を考
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慮すると，両社が一種の協力企業関係にあった程度を
超えて，Ｙ3社の法人格の形骸化および濫用や両社の
一体性は認められないとして，Ｙ1社とその代表取締
役に対するＹ3社社員の原告ら，Ｘ1支部，Ｘ2分会の
慰謝料請求が退けられた例（エコスタッフ〔エムズワー
カース〕事件・東京地裁平23.5.30判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1033-5

労働組合・組合活動・争議行為

ロックアウト ロックアウトが正当な争議行為として
是認されるかどうかは，衡平の見地からみて労働者側
の争議行為に対する対抗防衛手段として相当と認めら
れるかどうかによってこれを決すべきであるとして，
Ｙ1社らが行ったロックアウトは，衡平の観点から見
て対抗手段として相当であり，使用者の正当な争議行
為であるとされた例（日光産業ほか1社事件・大阪地
裁堺支部平22.5.14判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-127
製造所閉鎖移転に伴う組合事務所貸与契約の解除と明
渡請求 組合事務所の明渡しを求める必要性の程度
と，組合が引き続き組合事務所を使用する必要性，ま
たは事務所の明渡しにより受ける不利益の程度等を比
較考量したうえで，本件には解除をする正当な事由が
あるとして，本件貸与契約は，明渡期限日の経過をもっ
て解除により終了したものとされた例（安倍川製紙労
組〔建物明渡請求〕事件・静岡地裁平22.3.3判決)

……1015-93(ダ)
除名処分 被告補助参加人である支部組合から，支部
と支部委員長に対して誹謗・中傷する行為を続けたこ
とを理由に除名処分された支部分会所属の原告組合員
ら45名につき，除名処分に値するほどの損害や影響を
組合に与えたと認められないこと等から，原告らの行
為は本件除名処分に値するほどの統制違反ということ
はできないとされ，原告らは，その上部組織である被
告組合の組合員としての地位を有しているとされた例
（全日本港湾労組〔関西地方阪神支部〕事件・大阪地
裁平22.11.1判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1016-86(ダ)
脱退 原告組合Ｘの規約8条は，組合員の脱退につい
て，所定の脱退届に理由を明記し支部長を通じて執行
委員長に届けると定めるのみで，脱退についてその他
の要件を規定しておらず，また，労働組合はあくまで
自発的な結合に基づく結社であるから，その脱退を組
合の承認等にかからせることは認められないとし，被
告組員ＹはＸ組合に対して，9月から11月分までの3
か月分の未納組合費を支払う義務があるとされた例
（新世紀ユニオン〔組合費等請求〕事件・大阪地裁平
22.9.10判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1018-91(ダ)
組合費 被告組合員Ｙが勤務先会社を解雇され地位確
認等を求めて提起した別件訴訟につき，Ｘ組合の規約

6条7項（組合員は労働争議により勝ち取った慰謝料
および未払賃金・和解金・解決金等の10％を活動資金
としてＸ組合に拠出する義務がある）に基づき，別件訴
訟でＹが取得した解決金のうち10％を原告組合に支払
う義務があるとされた例（新世紀ユニオン〔組合費等
請求〕事件・大阪地裁平22.9.10判決)㌀㌀㌀㌀1018-91(ダ)
組合大会への入場拒否，選挙への立候補拒否と不法行
為 被告Ｙ組合の組合員としての権利を有する地位
にあることを仮に定めるとの仮処分命令を得た原告Ｘ
に対して，同命令確定後にＹ組合が行った全国大会に
おいて，組合員資格がないとの理由で入場を拒否し，
また，Ｙ組合の役員への立候補届を無効としたことは，
不法行為に当たるとされた例（全日本海員組合〔組合
員資格〕事件・東京地裁平22.10.27判決)

……1021-93(ダ)
組合大会への入場拒否，選挙への立候補拒否と不法行
為 組合全国大会への入場および本件選挙への立候
補は，Ｙ組合員に認められた重要な権利利益であるに
もかかわらず，Ｘは，その権利利益の行使を，Ｙ組合
による入場拒否・立候補拒否という故意による不法行
為によって妨げられ，Ｘが被った精神的被害は決して
小さくないと見られること，Ｘが本件選挙に立候補し
ていれば当選していた可能性もあることなどから，Ｘ
に生じた精神的損害の額は150万円と認められた例（全
日本海員組合〔組合員資格〕事件・東京地裁平22.10.
27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1021-93(ダ)
役員選挙立候補者に対する被選挙権の否認と不法行為
被告Ｙ組合の協議会役員選挙において立候補した原

告Ｘが，定年退職により組合員資格を喪失することを
理由に被選挙権を否認されたことにつき，組合民主主
義の原則から，Ｙ組合は，定年退職後に社員（エルダー）
として稼働することを希望する組合員や現に社員（エ
ルダー）である組合員に対しても，組合運営への参加
の機会を十分に保障すべきであり，組合員が役員選挙
に立候補する意思を有する場合には，社員（エルダー）
として再雇用ないし契約更新される見込みが乏しく，
その任期途中にＹ組合の組合員たる地位を喪失する蓋
然性が高いといえないかぎり，その被選挙権を否認し
てはならないとして，Ｙ組合がＸの被選挙権を否認し
たことは，Ｘの被選挙権を侵害する不法行為に当たる
とされた例（全日通労働組合〔被選挙権〕事件・大阪
地裁平23.3.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1030-86(ダ全)

団 体 交 渉

中立保持義務，誠実交渉義務 経営協議会を設けてい
る労働組合とそれを設けていない労働組合とが併存す
る下で，団体交渉において差異のある取扱いをしたこ
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とが，労組法7条2号の不当労働行為に当たるとされ
た例（国・中労委〔ＮＴＴ西日本〕事件・東京高裁平
22.9.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1017-37
中立保持義務，誠実交渉義務 退職・再雇用制度導入
に関し経営協議会において提示した資料や説明内容の
うち団体交渉における資料や説明の基礎となる場合に
おいては，他の組合から団交を行ううえで必要な限り
で開示を求められたときには，経営協議会で提示され
た資料や説明内容を開示すべきであるとされた例
（国・中労委〔ＮＴＴ西日本〕事件・東京高裁平22.9.
28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1017-37
中立保持義務，誠実交渉義務 他方の組合に対する提
案時期の2週間の遅れ，新たな労働条件を提案する場
合に，赤字状況やその改善策，再雇用先の会社などに
ついて十分な説明をつくさなかったとして誠実交渉義
務違反とされた例（国・中労委〔ＮＴＴ西日本〕事件・
東京高裁平22.9.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1017-37
損害賠償：団結権侵害 本件団交申入れに対するＹ社
の不法行為によって，Ｘ組合には労働組合としての団
体交渉権を否定されたことによる社会的評価の低下に
よる無形損害が発生したところ，Ｘ組合の損害につい
ては，Ｙ社が，Ｘ組合による救済申立後にようやく団
体交渉に応じ，協定書の締結にまで至ったことや，Ｙ
社からの団交拒否が大阪府労委において不当労働行為
であると認定されたことを誠実に受け止める旨の文書
の交付を受けたことにより相当程度回復されたものと
し，Ｙ社に対し無形損害額20万円の支払いが命じられ
た例（日本レストランシステム〔団交〕事件・大阪地
裁平22.10.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1021-90(ダ)
団交応諾義務 Ｙ社が正当な理由なく組合との団体交
渉を拒否することは許されず，ＣＥが労組法上の労働
者に当たらないとの理由でこれを拒否したＹ社の行為
は，労組法7条2号の不当労働行為を構成するものと
され，中労委の本件救済命令の取消しを求めるＹ社の
請求を棄却した一審判決は正当であるとして，原判決
が破棄された例（国・中労委〔ＩＮＡＸメンテナンス〕
事件・最高裁三小平23.4.12判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1026-27
団交応諾義務：派遣労働者の直雇用化後の労働条件
派遣労働者が加入する組合が，直接雇用実施前に，原
告Ｘ社に本件団交申入れを行った時点においては，Ｘ
社は，近い将来において労働契約関係が成立する現実
的かつ具体的な可能性が存する状態にあったものであ
り，当該時点において，労働契約関係ないしはそれに
隣接ないし近似する関係を基盤として成立する団体労
使関係上の一方当事者として，Ｘ社は，本件団体交渉
申入れに応ずるべき労働組合法7条の使用者に該当し
ていたものとされた例（国・中労委〔クボタ〕事件・
東京地裁平23.3.17判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1034-87(ダ全)

団交応諾義務：派遣労働者の直雇用化後の労働条件
本件団交申入れにＸ社が応じなかったことにつき，Ｘ
社の行為は，正当な理由なく本件団交申入れにかかる
団交を拒んだものとして，労働組合法7条2号の不当
労働行為に該当するとされ，Ｘ社による再審査申立て
を棄却した本件中労委命令は適法であるとして，Ｘ社
の請求が棄却された例（国・中労委〔クボタ〕事件・
東京地裁平23.3.17判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1034-87(ダ全)

労 働 協 約

効力 Ｙ社とＸ1らタクシー運転手が加入するＺ組合
との労働協約における「（原告）組合提起の法遵守の賃
金体系を真摯に協議し，暫定後に実施する」という文
言からは，暫定後に実施すべき特定の賃金体系を読み
取ることはできず，協議によって合意をした場合には，
同合意した賃金体系を速やかに実施すべきであり，同
合意が成立しなかった場合には何らの約定もなされて
いないし，新賃金規程に法令違反もないとして，新賃
金規程の制定は本件協約違反に当たるとのＺ組合の主
張が退けられた例（大阪京阪タクシー事件・大阪地裁
平22.2.3判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1014-47
効力 労働協約の解雇同意条項はその内容および性質
上，規範的効力を有しており，使用者が組合と十分に
協議をつくし，その解雇がやむを得ないものであるに
もかかわらず組合がこれを拒む等の場合には，使用者
は労働協約上の義務をつくしたと解すべきであるが，
解雇回避措置に限界があるのであれば，なおさら解雇
に至る経緯の説明や解雇条件についての協議等を実施
しておくべきであるとされた例（エコスタッフ〔エム
ズワーカース]事件・東京地裁平23.5.30判決)㌀㌀㌀1033-5

不当労働行為

不利益取扱い 賞与にかかる査定において訴外労働組
合Ｚの執行委員長Ｘ1ならびに書記長Ｘ2を最低ラン
クに位置づけていたこと，また，Ｘ1らに対して校務
分掌を割り当てず授業の持ち時間を少なくしていたこ
と，非常勤講師席と同じ席に移したりしたことにつき，
Ｘ1らのＺ組合における活動をＹが嫌悪してした不利
益取扱いであり，不当労働行為であったことが強く推
認されるとされた例（学校法人森教育学園事件・広島
高裁岡山支部平23.3.10判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1028-33
不利益取扱い 退職強要問題や停職処分問題，解任無
効問題が裁判で争われていた期間においては，Ｘ1ら
の賞与にかかる査定が最低ランクの評価を受けていた
ところ，訴訟がＹの敗訴で終わった後には下から2番
目のＢランクとの査定を受け，また，校務分掌や授業
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時間数の割当も従前に復していることは，Ｘ1らない
しＺ組合の組合活動とＹとの間の紛争の激化・沈静化
に即していることが認められるとし，不利益取扱いの
不当労働行為であったことが強く推認されるとされた
例（学校法人森教育学園事件・広島高裁岡山支部平23.
3.10判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1028-33
支配介入 労働協約から特定の賃金体系を導入すべき
Ｙ社の具体的義務は認められず，またＹ社にＺ組合と
の交渉において不誠実な態度は認められず，旧労との
間で差別的取扱いをしたことも認められないとして，
労働協約に基づく賃金体系制定の義務違反または支配
介入を理由とするＺ組合の慰謝料請求が退けられた例
（大阪京阪タクシー事件・大阪地裁平22.2.3判決)

……1014-47
支配介入：掲示物撤去 当該掲示物が撤去要件に該当
するか否かをまず検討すべきであり，撤去要件に該当
する場合には，会社がこれを撤去することは支配介入
の不当労働行為には該当しないが，当該掲示物が撤去
要件に該当しない場合にこれを会社が撤去する行為が
支配介入となるかどうかについては，不当労働行為意
思が必要であるとされ，掲示物の撤去要件該当性の判
断に当たっては，掲示物の記載内容の一部が形式的に
撤去要件に該当する場合であっても，当該掲示物の掲
示が組合の正当な組合活動として許容される範囲を逸
脱し，会社の運営等を阻害し，あるいは個人の名誉を
著しく毀損したか否かについて，その内容，程度，記
載内容の真実性，真実でなかった場合に真実と信じる
について正当理由があったかどうか等の事情が総合的
に検討されるべきであるとされた例（国・中労委〔Ｊ
Ｒ東海（大阪第2運輸所）〕事件・東京高裁平21.9.29
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1014-63
支配介入：掲示物撤去，分会長に対する訓告等 助役
が，ホーム検査担当乗務員である組合分会長Ａに対し
て居眠りをでっち上げたうえ，始末書等を書くよう「暴
力的に恫喝」したこと，その行為を「テロリストと同
じ」と記載したビラ，および，「乗務員のみなさん！！
「過不足金発生」に伴う事情聴取は一切応じる必要は
ない！」旨を記載したビラの撤去行為は，不当労働行
為に当たらず，また，防犯カメラに触れて撮影角度を
変えた分会長Ａに対してなした期末手当の減額を伴う
訓告処分は，組合や分会を嫌悪し，その弱体化を意図
して行ったものと認めることはできないとして，中労
委の救済命令が一部取り消された例（国・中労委〔Ｊ
Ｒ東海（大阪第2運輸所）〕事件・東京高裁平21.9.29
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1014-63
団交拒否 退職・再雇用制度導入および配転の団体交
渉における対応が労組法7条2号の不当労働行為に該
当するとして，会社に対し文書手交を命じた中労委命

令につき相当であるとした一審判断が維持された例
（国・中労委〔ＮＴＴ西日本〕事件・東京高裁平22.9.
28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1017-37
団交拒否等 原告支部組合との団交において実質的な
議論ないし組合が納得し得るような説明もせず，継続雇
用制度の話し合いでも形ばかりの協議を行っていたこ
と，原告教員の本件減給処分に関する団交申入れにつ
いては処分が完結しているなどとして団交を拒否した
ことが不当労働行為に当たり，組合から実質的な交渉
機会を奪うもので，団体交渉権ひいては団結権を著し
く侵害するもので不法行為に当たるとされた例（学校法
人大谷学園事件・横浜地裁平22.10.28判決)㌀㌀㌀1019-24
団交拒否等 支部組合員以外の者は団交に出席しない
という労使慣行が成立していたとすることはできず，
本部組合員の出席を理由とする団交拒否は，不当労働
行為（労組法7条2号）に該当するが，慣行的事実の
存在などを考慮すれば，不法行為を構成するほどの違
法性はないとされた例（学校法人大谷学園事件・横浜
地裁平22.10.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1019-24
団交拒否 原告Ｘ組合が，Ｙ社に対して労働条件の改
善を求めて団体交渉を申し入れたが拒否された件につ
き，Ｙ社は，専門の人事部署を有する企業であり，本
件団交申入れに対して速やかに対応できない事情は全
くうかがわれないこと，本件団交申入れを当初から拒
否する姿勢を明確にしており，Ｘ組合からの要求事項
に対して会社としての見解を示すなどの措置も全く
とっていないことなどから，Ｙ社の団交拒否は正当な
理由がなく，また，Ｘ組合に対して誠実に対応してい
ないことや，本件団交申入れから団交開催まで約3か
月を要したことも考慮すると，本件団交申入れに対す
るＹ社の一連の対応は，Ｘ組合の団体交渉権ないし団
結権を不当に軽視するものであり，Ｘに対する不法行
為を構成するとされた例（日本レストランシステム〔団
交〕事件・大阪地裁平22.10.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀1021-90(ダ)
救済手続：労組法上の労働者性 オペラ公演を主催す
る財団との間で期間を1年とする「出演基本契約」を
締結したうえ，各公演ごとに「個別公演出演契約」を
締結して公演に出演していたが，次期シーズンの契約
メンバーとして不合格とされた合唱団員Ｇについて，
財団への組織的組入れ，個別出演に対する諾否の自由，
契約内容の決定における交渉可能性，指揮監督の有無，
時間的場所的拘束性の有無，報酬の労務対価性など諸
事情を総合考慮すると，財団との関係において労組法
上の労働者に当たると解するのが相当であるとされた
例（国・中労委〔新国立劇場運営財団〕事件・最高裁
三小平23.4.12判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1026-6
救済手続：労組法上の労働者性 原審の判断には，判
決に影響を及ぼすことが明らかな法令の違反があり，
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原判決は破棄を免れず，Ｇが財団との関係において労
組法上の労働者に当たることを前提としたうえで，財
団が本件不合格措置を採ったことおよび本件団交申入
れに応じなかったことが不当労働行為に当たるか否か
についてさらに審理をつくさせるため，本件を原審に
差し戻すこととされた例（国・中労委〔新国立劇場運
営財団〕事件・最高裁三小平23.4.12判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀1026-6
救済手続：労組法上の労働者性 ＣＥは，Ｙ社の事業
の遂行に不可欠な労働力として，その恒常的な確保の
ために組織に組み入れられていたこと，Ｙ社がＣＥと
の間の契約内容を一方的に決定していたこと，報酬が
労務の提供の対価としての性質を有すること，修理依
頼を拒否しても債務不履行責任を追及されることがな
かったとしても，当事者の認識や契約の実際の運用上，
基本的に依頼に応ずべき関係にあったこと，統一的な
制服の着用，作業後の報告，マニュアルの遵守等が求
められていたことからすれば，ＣＥはＹ社の指定する
業務遂行方法に従い，その指揮監督の下に労務の提供
を行っており，かつ，その業務について場所的にも時
間的にも一定の拘束を受けていたのであるから，Ｙ社
との関係において労組法上の労働者に当たると解する
のが相当であるとされた例（国・中労委〔ＩＮＡＸメ
ンテナンス〕事件・最高裁三小平23.4.12判決)

……1026-27

労 委 命 令

◆不利益取扱い

合意に反する徴収嘱託員の公募と任用 組合と団交を
行うことなく平成20年度非常勤嘱託職員の公募を開始
したことや，業務の一部を民間に委託して組合員であ
る非常勤嘱託職員の一部を再任用しなかったことが不
当労働行為に当たらないとされた例（大阪市〔健康福
祉局徴収嘱託員〕事件・中労委平22.9.1命令）

……1013-172
ミキサー車運転手の解雇 コンクリートミキサー車運
転手Ａの労働条件を支配，決定していた被申立人ウッ
プスはＡの使用者と認められ，組合に加入したＡを解
雇したことは同社の不当労働行為とされた例（會澤高
圧コンクリートほか2社事件・北海道労委平22.8.20
命令）㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-173
組合員の解雇 経営悪化を理由に会社を廃業し，これ
に伴って組合員Ｘ2を解雇したことが不当労働行為に
当たらないとされた例（小堀不動産管理事件・滋賀県
労委平23.1.28命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-93
懲戒処分，解雇 会社の中小企業緊急雇用安定助成金
の申請手続に不正があるとして当局に申告した組合の

分会長Ｘに申告を取り下げるよう業務命令を行い，こ
れに従わないＸに訓戒・減給・出勤停止の各処分を行っ
たことや，不就労を繰り返すなど非違行為が多く，勤
務状況の改善が見込めないことなどを理由にＸを解雇
したことが不当労働行為とされた例（秋本製作所事
件・千葉県労委平23.3.24命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1024-94
業務割当等の変更と賃金差別 組合員中心の作業ロー
テーションを作成し，組合員に洗車や車両点検等のみ
の作業指示を行ったこと，また，平成19年12月30日ま
たは同月31日が同年最後の勤務日となる非組合員であ
る準社員に対して「お年玉」5000円を支給しながら，
同日現に出勤した組合員である準社員に支給しなかっ
たことが不当労働行為とされた例（石原産業事件・大
阪府労委平22.9.7命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1014-95
賃金差別 組合がストライキを行った10日間に就労し
た非組合員に一律5万円を支給したことが不当労働行
為に当たらないとされた例（石原産業事件・大阪府労
委平22.9.7命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1014-95
懲戒処分：賃金カット等，戒告 組合の行った安全運
転闘争が会社の運行管理権を奪う違法な争議行為であ
り，それを決定・指示した組合本部役員7名を戒告等
の処分に，同闘争に参加した組合員12名を厳重注意処
分に付したことおよび同処分を理由に定期昇給の1号
俸カット，夏季手当の減額を行ったことが不当労働行
為に当たらないとされた例（ＪＲ東日本〔千葉動労・
安全運転闘争〕事件・中労委平23.4.20命令)

……1026-181
支部長に対する賞与不支給 支部結成の呼びかけ人で
ある支部長Ｘ2に平成21年冬季賞与を支給しなかった
ことが不当労働行為とされた例（旭包装事件・岡山県
労委平23.8.8命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1033-93
昇給 賃金制度が年功序列的に運用されているとは認
められない会社において，組合に加入したＸ2の昇給
を低くしたことが不当労働行為に当たらないとされた
例（ＳＥＴソフトウェア事件・東京都労委平22.8.24命
令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1014-96
昇進・昇格 新規受注額がＺ1主任と比べてもＸ2は極
端に低いことなどから，同年度賞与の評価期間におけ
るＸ2の会社への貢献度は高いとはいえず，Ｙ2副社長
の発言等をもってしても会社がＸ2を組合員であるが
ゆえに不当に不利益取扱いをしたとまではいえないと
され，Ｘ2を主任に昇格させなかったことが不当労働
行為とはいえないとされた例（日本工業出版事件・大
阪府労委平22.11.15命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1016-93
組合委員長の降格 組合委員長を調理長顧問解任によ
り降格したことが不当労働行為とされた例（萬世閣事
件・北海道労委平23.1.14命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-94
組合委員長の降格 社長らの組合委員長に対する発言
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が不当労働行為に当たらないとされた例（萬世閣事
件・北海道労委平23.1.14命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-94
再雇用拒否 在職中に譴責処分を受けていた組合員
Ｘ3に対して，定年後再雇用基準の「懲戒処分を受け
ていないこと」に該当しないとして再雇用しなかった
ことが不当労働行為に当たらないとされた例（リコー
事件・東京都労委平22.12.7命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1018-96
出勤停止：バッジ着用 勤務時間中に国労バッジを着
用した申立人Ｘを繰り返し出勤停止の懲戒処分に付し
たことが不当労働行為とされた例（東日本旅客鉄道〔国
労バッジ・出勤停止〕事件・中労委平23.1.12命令)

……1020-95
組合支部書記長の異動 組合支部書記長Ｘ3を安芸府
中支店郵便課主任から広島東支店第二集配課主任へ異
動させたことが不利益取扱いおよび支配介入の不当労
働行為に当たるとされた例（郵便事業〔異動〕事件・
広島県労委平23.1.7命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-96
配転・出勤停止処分 組合委員長Ｓを本社リース部門
担当から小野田営業所に配転したことが不当労働行為
とされた例（田中酸素事件・中労委平23.1.19命令)

……1022-87
配転・出勤停止処分 会社役員に対する暴言等を理由
にＳを出勤停止処分に付したことが不当労働行為とさ
れた例（田中酸素事件・中労委平23.1.19命令)

……1022-87
配置転換：転勤 申立人組合の役員を歴任してきた運
転士Ｘ3を和歌山列車区から橋本運転区に配置転換
（転勤）したことは，業務上の必要性があり，通常の
転勤を超えた不利益を認められないので不当労働行為
に当たらないとされた例（ＪＲ西日本〔和歌山・転勤〕
事件・和歌山県労委平23.4.6命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1027-95
アサイン停止 週刊誌に掲載されたインタビュー記事
の内容に会社の名誉を毀損するところがあったとし
て，派遣添乗員である組合委員長に添乗業務を割り振
らない措置をとったことが不当労働行為とされた例
（阪急トラベルサポート事件・東京都労委平23.1.11
命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1022-88
配転，人事考課の低評価 組合の分会長Ｘ2を介護職
から介護事業促進業務職に配転したことや，Ｘ2に対
する平成21年および22年の期末手当にかかる各人事考
課を低く評価したことが不当労働行為とされた例（誠
幸会事件・神奈川県労委平23.3.29命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1024-93
組合別残業抑制等 未払いの時間外割増賃金の支払い
を求めた組合の組合員に時間外勤務および公休出勤を
禁止したことが不当労働行為とされた例（飛鳥交通神
奈川〔井土ヶ谷営業所〕事件・神奈川県労委平23.4.27
命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1026-180
懲戒処分：注意処分・訓戒・戒告 会社が①業務指示

に従わない組合員Ｘを注意処分に，②超過勤務を拒否
した組合員Ｎを訓戒処分に，③支店長に反抗的態度を
とった組合員Ｔを戒告処分に付したことはいずれも不
当労働行為に当たらないとされた例（郵便事業〔掲示
物撤去等〕事件・中労委平23.5.11命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1027-93
組合別残業抑制 未払いの時間外割増賃金の支払いを
求めた組合の組合員に時間外勤務，公休出勤および振
替出勤を禁止し，所定始業時刻前出庫を禁止したこと
が不当労働行為とされた例（飛鳥交通神奈川〔新横浜
営業所〕事件・神奈川県労委平23.4.13命令)

……1027-94
低査定による一時金支給格差 組合員に支給した平成
19年および20年の上期および下期の各一時金を組合に
所属していない従業員の平均支給額より低くしたこと
が不当労働行為に当たるとした初審命令が取り消さ
れ，救済申立が棄却された例（シオン学園事件・中労
委平23.3.23命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1027-96
組合分会長の離職 組合の分会長であったＣの離職は
不利益取扱いといえないものの，支配介入の不当労働
行為とされた例（平成タクシー事件・広島県労委平23.
7.12命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1031-95
教育指導員からの排除 組合加入を勧誘した組合員に
対して新人乗務員の教育指導の業務を命じなくなった
ことが不当労働行為とされた例（平成タクシー事件・
広島県労委平23.7.12命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1031-95
ストを理由とする戒告 ストに参加した単労職員を戒
告処分に付したことが不当労働行為とされた例（北海
道〔北海道教育委員会〕事件・北海道労委平23.6.24命
令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1031-97
スト当日の年休取得組合員への欠勤扱い 組合がスト
を実施した日に年休を申請した組合員3名を欠勤扱い
とし，賃金を減額したことが不当労働行為に当たらな
いとされた例（三栄興業事件・神奈川県労委平23.8.4
命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1033-94
ＱＵＯカード不配付 組合のスト実施日に臨時朝礼を
行い，朝礼参加者にＱＵＯカードを配付したことが不
当労働行為とされた例（三栄興業事件・神奈川県労委
平23.8.4命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1033-94
「管理職年俸契約書」への署名押印の強要等 新管理
職制度を導入して次長職を廃止する際，①組合と十分
交渉を行わないまま，次長職であった組合員に対して
管理職年俸契約書に署名押印を求めたこと，②次長職
であって管理職年俸契約書に署名押印をしなかった組
合員7名を一般職の参事としたことがいずれも不当労
働行為とされた例（讀賣テレビ放送事件・大阪府労委
平23.7.22命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1033-96

◆団交拒否
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誠実交渉義務 非常勤嘱託職員の任用に関する組合と
の協議の対応が不当労働行為に当たらないとされた例
（大阪市〔健康福祉局徴収嘱託員〕事件・中労委平22.
9.1命令）㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-172
誠実応諾義務 一時金協定書の締結を拒否したことが
不当労働行為に当たらないとされた例（シーイーシー
事件・大阪府労委平22.11.9命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1016-95
誠実交渉義務 社会保険料の労使負担割合を定める労
働協約の変更にかかる団交において，資料を提示し，
具体的かつ誠実に説明を行い，一定の譲歩を行ってい
るＹ社の対応が不当労働行為に当たらないとされた例
（戸田工業事件・山口県労委平22.12.9命令)

……1018-94
誠実交渉義務 21年夏季賞与にかかる団交において支
給額の根拠を十分に説明しなかったこと，妥結前に夏
季賞与を支給したことは不当労働行為であるが，夏季
賞与の回答を決算後に行ったことは不当労働行為に当
たらないとされた例（琴丘ふくし会事件・秋田県労委
平22.12.8命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1018-95
誠実交渉義務 経営再建プランおよび同プランの人員
関連施策等に関する団交における会社の対応が不誠実
とはいえず，労使間の事前協議中に希望退職を募集し
たことが不当労働行為に当たらないとされた例（島田
理化工業事件・静岡県労委平23.1.27命令)

……1022-86
誠実交渉義務 週刊誌代表者が出席する団体交渉に，
会社が応諾しなかったことが団体交渉拒否には当たら
ないとされた例（阪急トラベルサポート事件・東京都
労委平23.1.11命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1022-88
誠実交渉義務 大学は賃金切下げの理由を団交で説明
していると認められるものの，代償措置の内容の説明
は不十分であったにもかかわらず，団交を打ち切った
ことが不当労働行為とされた例（北海道大学事件・北
海道労委平23.3.11命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1024-97
誠実応諾義務 組合員の懲戒処分は交渉事項に当たら
ないとして団交に応じないことが不当労働行為とされ
た例（郵便事業〔河内長野支店〕事件・中労委平23.7.
20命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1031-94
誠実団交義務 慰労金の支給に関する団交において積
極的かつ具体的な提案や説明を行わなかった会社の対
応が不当労働行為とされた例（クボタ〔契約終了慰労
金〕事件・中労委平23.8.3命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1033-95
団交応諾義務 中古車の買取りを電話で勧誘する業務
を行っていた組合員の労働条件を実質的に決定してい
たエビス貿易・八王子の親会社である被申立人会社
Be 遊が，組合の申し入れた業務請負契約に関する団
交に応じなかったことは不当労働行為とされた例
（Be 遊事件・東京都労委平22.8.3命令）㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-174

団交応諾義務 会社が会員となっている経営者会と組
合が締結した協定の輸送運賃引上げ条項の履行問題は
会社にとって義務的団交事項に当たらないとされ，ま
た，人員補充に関する団交はすでに行き詰まり状況に
達し，実質的に決裂していたとみられるから，会社が
団交に応じなかったことに正当な理由があるとされた
例（関西宇部事件・中労委平22.9.15命令)㌀㌀㌀㌀1014-94
団交応諾義務 組合員の昇給などを議題とする団交申
入れに対して，本人に説明していると文書で回答して
団交に応じていないことが不当労働行為とされた例
（ＳＥＴソフトウェア事件・東京都労委平22.8.24命
令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1014-96
交渉義務違反 会社の工場で就労していた派遣労働者
である組合員を直接雇用するに当たり，直接雇用後に
適用される就業規則等を議題とする団交に応じないこ
とは不当労働行為であるが，その後の事情変更により
本件救済利益は失われたとされた例（ヤンマー事件・
中労委平22.11.10命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1016-94
応諾義務 退職後9年余が経過した元従業員Ｘが会社
に在職中のアスベスト曝露による健康被害の補償等を
求めて，Ｘの加入した申立人組合の申し入れた団交に
応じないことは不当労働行為であるが，Ｘがすでに死
亡していることから文書手交のみが命じられた例（間
組事件・神奈川県労委平23.3.15命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1024-95
団交応諾義務 広島国道事務所等の官用車の車両管理
業務に従事してきた申立外Ｎ社従業員の雇用確保を求
める団交申入れに対して，国が国による直接雇用を除
く組合員の雇用確保に関する団交に応じないことは正
当な理由がないとされた例（国〔広島国道事務所等〕
事件・広島県労委平23.6.24命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1029-94
交渉主体 申立外Ａ社およびＢ社に雇用されて被申立
人会社の工場で労働者派遣契約や請負契約に基づき就
労していた組合員に対して，被申立人会社は労組法上
の使用者に当たらないから，組合の申し入れた組合員
の雇用に関する団交に応じないことが不当労働行為に
当たらないとされた例（川崎重工業事件・兵庫県労委
平23.6.9命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1029-95
交渉主体 グループ企業内で生コンの輸送業務を担当
していた申立外Ｍ社は独自に事業を行っていたと認め
られるから，生コンの製造を担当していた被申立人会
社はＭ社の事業活動停止と全従業員解雇に伴う組合員
の雇用確保に関して使用者に当たらないとして，会社
を被申立人とする申立てを却下した府労委決定が維持
された例（さくら生コン事件・中労委平23.6.1命令)

……1029-96

◆支配介入

他労組との平等取扱い 複数の組合が併存し，2つの
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組合グループとそれぞれ共同交渉を行っている状況下
で，別のグループとの間で賃上げの回答時期に差を設
けたことは不当労働行為とされた例（大阪兵庫生コン
経営者会事件・大阪府労委平22.9.28命令)㌀㌀㌀1013-171
労働協約の解約 社会保険料の労使負担割合を定める
本件労働協約を解約したことが不当労働行為に当たら
ないとされた例（戸田工業事件・山口県労委平22.12.
9命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1018-94
事前協議制の無視 経営再建プランおよび同プランの
人員関連施策等に関する団交における会社の対応が不
誠実とはいえず，労使間の事前協議中に希望退職を募
集したことが不当労働行為に当たらないとされた例
（島田理化工業事件・静岡県労委平23.1.27命令)

……1022-86
配転，人事考課の低評価 組合の分会長Ｘ2を介護職
から介護事業促進業務職に配転したことや，Ｘ2に対
する平成21年および22年の期末手当にかかる各人事考
課を低く評価したことが不当労働行為とされた例（誠
幸会事件・神奈川県労委平23.3.29命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1024-93
懲戒処分，解雇 会社の中小企業緊急雇用安定助成金
の申請手続に不正があるとして当局に申告した組合の
分会長Ｘに申告を取り下げるよう業務命令を行い，こ
れに従わないＸに訓戒・減給・出勤停止の各処分を行っ
たことや，不就労を繰り返すなど非違行為が多く，勤
務状況の改善が見込めないことなどを理由にＸを解雇
したことが不当労働行為とされた例（秋本製作所事
件・千葉県労委平23.3.24命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1024-94
団交拒否 退職後9年余が経過した元従業員Ｘが会社
に在職中のアスベスト曝露による健康被害の補償等を
求めて，Ｘの加入した申立人組合の申し入れた団交に
応じないことは不当労働行為であるが，Ｘがすでに死
亡していることから文書手交のみが命じられた例（間
組事件・神奈川県労委平23.3.15命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1024-95
団交拒否 大学は賃金切下げの理由を団交で説明して
いると認められるものの，代償措置の内容の説明は不
十分であったにもかかわらず，団交を打ち切ったこと
が不当労働行為とされた例（北海道大学事件・北海道
労委平23.3.11命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1024-97
懲戒処分：賃金カット等，戒告 組合の行った安全運
転闘争が会社の運行管理権を奪う違法な争議行為であ
り，それを決定・指示した組合本部役員7名を戒告等
の処分に，同闘争に参加した組合員12名を厳重注意処
分に付したことおよび同処分を理由に定期昇給の1号
俸カット，夏季手当の減額を行ったことが不当労働行
為に当たらないとされた例（ＪＲ東日本〔千葉動労・
安全運転闘争〕事件・中労委平23.4.20命令)

……1026-181
懲戒処分：注意処分・訓戒・戒告 会社が①業務指示

に従わない組合員Ｘを注意処分に，②超過勤務を拒否
した組合員Ｎを訓戒処分に，③支店長に反抗的態度を
とった組合員Ｔを戒告処分に付したことはいずれも不
当労働行為に当たらないとされた例（郵便事業〔掲示
物撤去等〕事件・中労委平23.5.11命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1027-93
組合別残業抑制 未払いの時間外割増賃金の支払いを
求めた組合の組合員に時間外勤務，公休出勤および振
替出勤を禁止し，所定始業時刻前出庫を禁止したこと
が不当労働行為とされた例（飛鳥交通神奈川〔新横浜
営業所〕事件・神奈川県労委平23.4.13命令)

……1027-94
配置転換：転勤 申立人組合の役員を歴任してきた運
転士Ｘ3を和歌山列車区から橋本運転区に配置転換
（転勤）したことは，業務上の必要性があり，通常の
転勤を超えた不利益を認められないので不当労働行為
に当たらないとされた例（ＪＲ西日本〔和歌山・転勤〕
事件・和歌山県労委平23.4.6命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1027-95
低査定による一時金支給格差 組合員に支給した平成
19年および20年の上期および下期の各一時金を組合に
所属していない従業員の平均支給額より低くしたこと
が不当労働行為に当たるとした初審命令が取り消さ
れ，救済申立が棄却された例（シオン学園事件・中労
委平23.3.23命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1027-96
組合書記長に対する戒告 上司に対する言動を理由と
して組合書記長を戒告処分としたことが不当労働行為
に当たらないとされた例（郵便事業〔河内長野支店〕
事件・中労委平23.7.20命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1031-94
組合分会長の離職 組合の分会長であったＣの離職は
不利益取扱いといえないものの，支配介入の不当労働
行為とされた例（平成タクシー事件・広島県労委平23.
7.12命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1031-95
教育指導員からの排除 組合加入を勧誘した組合員に
対して新人乗務員の教育指導の業務を命じなくなった
ことが不当労働行為とされた例（平成タクシー事件・
広島県労委平23.7.12命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1031-95
ストを理由とする戒告 ストに参加した単労職員を戒
告処分に付したことが不当労働行為とされた例（北海
道〔北海道教育委員会〕事件・北海道労委平23.6.24命
令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1031-97
スト当日の年休取得組合員への欠勤扱い 組合がスト
を実施した日に年休を申請した組合員3名を欠勤扱い
とし，賃金を減額したことが不当労働行為に当たらな
いとされた例（三栄興業事件・神奈川県労委平23.8.4
命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1033-94
ＱＵＯカード不配付 組合のスト実施日に臨時朝礼を
行い，朝礼参加者にＱＵＯカードを配付したことが不
当労働行為とされた例（三栄興業事件・神奈川県労委
平23.8.4命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1033-94
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｢契約終了慰労金通知」の配付 契約社員である組合
員に対し，契約の終了に何ら異議を申し立てない旨の
確認書提出を「契約終了慰労金」支給の条件とする通
知を配付したことが不当労働行為に当たらないとされ
た例（クボタ〔契約終了慰労金〕事件・中労委平23.8.
3命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1033-95
｢管理職年俸契約書」への署名押印の強要等 新管理
職制度を導入して次長職を廃止する際，①組合と十分
交渉を行わないまま，次長職であった組合員に対して
管理職年俸契約書に署名押印を求めたこと，②次長職
であって管理職年俸契約書に署名押印をしなかった組
合員7名を一般職の参事としたことがいずれも不当労
働行為とされた例（讀賣テレビ放送事件・大阪府労委
平23.7.22命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1033-96

◆救済手続

当事者適格 コンクリートミキサー車運転手の労働条
件を決定したり，具体的な業務指示をしていなかった
グループ企業の中核である被申立人會澤高圧コンク

リートはＡの使用者とは認められないとされた例（會
澤高圧コンクリートほか2社事件・北海道労委平22.8.
20命令）㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-173
地公労法7条違反 市立学校給食施設の建設整備をめ
ぐる問題は団交で労使合意を得る旨の確認書に違反す
るところがあったとしても，同問題は地公労法7条た
だし書の管理運営事項に当たり，法的救済を受けるこ
とはできないとされた例（Ａ市事件・島根県労委平22.
10.28命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1016-96
救済方法 残業抑制等に伴う賃金減額分の支払いが認
められた例（飛鳥交通神奈川〔井土ヶ谷営業所〕事件・
神奈川県労委平23.4.27命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1026-180
当事者適格（使用者) 会社は，組合の申し入れた申立
外京都新聞ＣＯＭによる契約社員雇止問題に関する団
交について，労組法7条の使用者に当たらないから，
会社を被申立人とする申立てを却下した初審命令が相
当とされた例（京都新聞社（京都新聞ＣＯＭ）事件・
中労委平23.4.6命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1026-182
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判例解説

・高年法上の労使協定と過半数代表者の選出方法
～京濱交通事件（横浜地裁川崎支部平22.2.25
判決）～
専修大学非常勤講師 榊原 嘉明……1017-5

・採用「内々定」の取消しと損害賠償責任の成否
～コーセーアールイー（第2）事件（福岡高裁
平23.3.10判決／福岡地裁平22.6.2判決）～

中央大学大学院法務研究科教授
山田 省三……1020-5

遊筆―労働問題に寄せて

・シルバー人材センターと労災補償
法政大学名誉教授 秋田 成就……1013-2

・複線型の個別紛争解決システム
同志社大学教授 西村 健一郎……1014-2

・子どもの幸せ，親のゆとり
弁護士 成見 幸子……1015-2

・非正規女性問題への着目
一橋大学教授 木本 喜美子……1016-2

・教師が過重な負担にあえいでいる
同志社大学教授 千田 忠男……1017-2

・労働立法における「大局観」の必要性
弁護士 峰 隆之……1018-2

・「私の人生返して」
弁護士 鮎川 一信……1019-2

・組織と個人の対話
法政大学教授 諏訪 康雄……1020-2

・ベストセラーから考える
弁護士 井上 幸夫……1021-2

・『わが谷は緑なりき』における労働問題
北陸大学教授 松本 和彦……1022-2

・大学におけるキャリア教育
関東学院大学教授 山下 幸司……1023-2

・風土論から見る労働法

淑徳大学教授 辻村 昌昭……1024-2
・消防職員の団結権問題をめぐって

香川大学教授 松尾 邦之……1025-2
・派遣労働は臨時労働？

大阪経済大学教授 大橋 範雄……1026-2
・再就職支援事業をめぐる労働法上の課題

大阪市立大学教授 根本 到……1027-2
・架空上司

弁護士 開本 英幸……1028-2
・今も昔も「仲裁する人」

弁護士 野口 大……1029-2
・個人プレーとチームプレー

弁護士 木村 恵子……1030-2
・トイレ掃除のプロ

臨床心理士・社会保険労務士
涌井 美和子……1031-2

・緊急時における労使協力関係の構築
弁護士 中野 明安……1032-2

・非正規保護の限界と派遣を救う「法」
國學院大學教授 本田 一成……1033-2

・「人を雇う」ということ
弁護士 笹山 尚人……1034-2

労働法令関連News

・「有期労働契約研究会」報告書㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1013-176
・平成22年「高年齢者の雇用状況」集計結果の概
要㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1014-98

・平成22年 労働組合基礎調査結果の概要
……1016-98

・外貌の醜状障害に関する障害等級認定基準につ
いて㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1018-98

・計画停電が実施される場合の休業手当等の取扱
い㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1020-98

・東日本大震災と労災保険Q&A㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1022-90
・東日本大震災に伴う派遣労働Q&A㌀㌀㌀㌀㌀1024-98
・平成22年度 脳・心臓疾患・精神障害等にかか
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る労災補償状況㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1026-184
・労使関係法研究会報告書「労働組合法上の労働
者性の判断基準」㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1027-98

・「精神障害の労災認定の基準に関する専門検討
会」「セクシュアルハラスメント事案に係る分
科会」報告書㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1029-98

・「平成22年度雇用均等基本調査」結果概要
……1031-98

・精神障害の労災認定の基準に関する専門検討会
報告書（たたき台）㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1033-98

労働審判ダイジェスト

・私立大学の任期付き准教授が降格・減給，雇止
めされた件につき，いずれも無効であるとして，
地位確認および賃金支払いを命じる審判がなさ
れた例（秋田地裁平22(労)4号・平22.6.1）

……1013-170
・造船所で就労する外国人下請労働者の解雇につ
き，合意退職・解決金（288万円）の支払い等を
内容とする調停が成立した例（横浜地裁平22
(労)91号・平22.7.16）㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1015-97

・有期労働契約を締結し，反復更新していた警備
員が職務上のミスを理由に雇止めされた件につ
き，合意退職，解決金支払いの審判がなされた
例（東京地裁平22(労)666号・平22.11.10）

……1017-97
・以前労働審判を申し立てた労働者のために会社
資料等を提供したとして会社代表者からいじめ
を受けていた労働者が，損害賠償を軸とする労
働審判を申し立て，退職金支払い等の調停が成
立した例（名古屋地裁平19(労)27号・平19.7.3）

……1019-97
・休職期間満了を理由に退職扱いとされた薬剤師
につき，原職復帰等を内容とする調停が成立し
た例（京都地裁平22(労)30号・平22.11.4）

……1021-97
・新卒者に対する採用権限のない従業員が行った
採用約束の不履行につき，会社と同従業員が解
決金を支払う旨の調停が成立した例（東京地裁
平21(労)1085号・平22.2.25）㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1023-97

・（労働審判法2条の解釈をめぐる2事例）
【Ａ事件】事業所の閉鎖に伴い解雇された派遣
労働者らが，承継事業所を名古屋地裁管轄内に
探し出して名古屋地裁に労働審判を申し立て，
調停が成立した例（名古屋地裁平21(労)257～
266号・平22.2.16）㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1025-96
【Ｂ事件】事業所の閉鎖に伴い解雇された労働
者が在職中の割増賃金等を請求するため閉鎖事
業所を管轄する名古屋地裁に労働審判を申し立
てたところ，事業所が存続していることが必要
だとして取り下げられた例（名古屋地裁平19
(労)11号・平19.3.11）㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1025-96

・労災事故に遭い，解雇を通告された貨物運送の
運転手につき，合意退職，解決金支払い等の調
停が成立した例（福岡地裁平23(労)4号・平23.
3.15）㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1026-179

・上司からのセクハラおよび職種配転拒否を訴え
たところ，事実上退職強要を受けたタクシー運
行管理者につき，解決金支払い等の調停が成立
した例（東京地裁平23(労)84号・平23.3.16）

……1028-97
・労働契約の解約を通告された現地法人の代表取
締役につき，解決金の支払い等の調停が成立し
た例（東京地裁平23(労)○○号・平23.8.4）

……1030-97
・日給制から月給制に移行した商品管理部社員に
対する残業代不払いにつき，解決金支払いを内
容とする調停が成立した例（東京地裁平23(労)
○○号・平23.10.17）㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1032-97

・業務命令違反等を理由に降格，それに伴う降給，
減給および解雇をされた件につき，地位確認お
よび賃金の支払いを命じる審判がなされた例
（東京地裁平23(労)○○号・平23.6.14）

……1034-97

60 2011年(平成23年)労働判例･命令総索引 (No.1013～1034)


